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一周目　黄色いトラックが歩道ぎりぎりを勢いよく通り過ぎていく。








（１の１）






　──黄色いトラックが歩道ぎりぎりを勢いよく通り過ぎていく。

　もしここで僕が道路を渡わたろうとして、一歩前に足を踏ふみ出していたならどうなるか？

　背後を歩く幼なじみの詩し音おんが「カズちゃん危ない！」と言って僕の左ひだり袖そでを引き、車に驚おどろいた僕は彼女に引っ張られたことでむしろバランスを崩くずしてしまい転てん倒とう。

　しかもそれはただの転倒ではない。




　そう、いわゆるラッキースケベだ。




　僕は詩音の上に倒たおれないように左ひだり腕うでを出し、左ひだり肘ひじを負傷するが、その代わりに右手は彼女の左胸をふにゅんとつかみ、ついでに顔面も彼女の右胸へぽゆんと収まってしまう。

　破は廉れん恥ちだ。モラルを重んじる僕は当然、そんなことをするわけにはいかないので──




　普ふ通つうに立ち止まる。トラックが通り過ぎていく。




　──僕は袖を引かれることもなく、転倒もせず、布越ごしのおっぱいの感かん触しよくは脳のう裏りにありありと、まるでついさっきの出来事のように鮮せん明めいに思い起こされるだけだった。

　後こう悔かいはない。この選せん択たくに後悔なんてあるわけがない。

　それでも、ああそれでも……

「くそ……僕のジェントルメン！」

「カズちゃん、人目のあるところで唐とう突とつに自画自賛しないほうがいいですよ？」

　振ふり向くと、制服姿の詩音がこちらを見て苦く笑しようしていた。

　小こ柄がらな体が、その輪りん郭かくのまるっこさでより小さく見える女子高生。癖くせっ毛のセミロングを無造作にサイドでまとめているのも耳か尻尾しつぽに見える、そんな小動物のような印象の中に潑はつ剌らつとした瞳ひとみだけが大きく太陽のように輝かがやいている。

「自画自賛なんてしてないよ。ついつい事実を述べてしまっただけで」

「その発言が、まさに自画自賛なのですが……」

　困ったように笑う。ああ、何度説明してもわかってもらえない。

　しょうがない。

　だって、たったいまラッキースケベを回かい避ひしたことを、僕だけが知っているのだから。




「……あれ？」

　そうして詩音と住宅街を下校中、思わず目を見張る。

　前方から凜りんとした足取りで近づいてくる、僕らと同じ高校の制服を着た女の子。

　その子に、見覚えがなかったからだ。知らない人が道を歩いている。なぜだろう？

　……おっと。あまり見つめすぎたせいか、彼女はこちらを見て怪け訝げんそうな顔をした。

　咄とつ嗟さに目をそらす。いやあ、それにしても……遠目に見てもわかる。美人だった。

　厳しい眉まゆにりりしい表情。まっすぐな黒くろ髪かみにまっすぐな立ち姿。何らかの威い厳げんすら感じさせる雰ふん囲い気き、けれどそこには紛まぎれもない十代の瑞みず々みずしさも感じられ、見ている者に緊きん張ちよう感かんを強しいるような、非常な存在感。目をそらしたいまも印象が脳裏に焼き付いている。

　一度見たら忘れなそうなものだけど、記き憶おくにない。前は見み逃のがしていたのか？　でも……

「……きれいな人ですね」

「うん────ん？」

　うっかり頷うなずいてから背後を見ると、こっちを見ている詩音と目が合った。

　詩音の、軽くにらむような視線……というより、見下げ果てたというような半眼。

「あれ？　詩音、勘かん違ちがいしてない？　いまの『キレー・ナヒト』っていうのは僕が七歳のときに作ったオリジナル言語で『いい天気』っていう意味だから、『キレー・ナヒト・デスネ』というのは『いい天気だね』って意味──」

「では、ありませんよね？」

「では、ないよね」

　あっさり白状すると、詩音は軽くため息をついた。

「はぁ。正直なのはいいことですが、言葉を翻ひるがえすのはよくないことです。道行く美女に目を奪うばわれるなんて、男性としては当然の反応です、恥はじる必要はありません、良かったですね、私はカズちゃんが一いつ緒しよに帰りたいというから帰っているだけの単なる幼なじみですから気にする必要はありません、ほらどうぞ、こちらは見なくていいですから」

「いやちょっと詩音？　痛い痛い、僕の首を無理矢理向こうにねじらないで。違う違う……なんか、彼女が知ってる人に似てたから、ついじっと見ちゃっただけ──」

「では、ありませんよね？」

「では、ないんだけどね？　痛い痛い」

　詩音は笑顔のまま、頭一つ背の高い僕のこめかみを小さな両手で挟はさみ込み、ぐいっと体重を掛かけてきた。こんな小さな体のどこに──という強い力に、抗あらがう首が熱を持つ。

　ああ、自分の正直さがたまに恨うらめしい。あと、詩音の観察眼の鋭するどいこと。

　しかしこれは参った。詩音はどうも、破廉恥な事こと柄がらに対して潔けつ癖ぺきなところがある。

　ここから弁明するのも……うーん、そうだなぁ。

　よし。




　今回は諦あきらめて、次でなんとかしよう。
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　──黄色いトラックが歩道ぎりぎりを勢いよく通り過ぎていく。

　ぴたっと立ち止まった僕は、小さくガッツポーズ。

「よし……僕はジェントルメン」

「カズちゃん、人目のあるところで唐突に自画自賛しないほうがいいですよ？」

　振り返ると詩音が苦笑している。つい先ほども見た景色。

「自画自賛なんてしてないよ。ついつい事実を……じゃなくて、そう……自己暗示。『僕はジェントルメンだ』って、自分に言い聞かせてたんだよ」

「カズちゃん……」

　詩音は、適当な妄もう言げんを吐はく僕のことを真ま面じ目めな表情でみつめてきたかと思うと──やがて、にっこりと輝くように微笑ほほえんだ。

「すばらしい心こころ掛がけですね。私も応おう援えんします！」

「で、でしょう？　いや、わかってくれてジェントルありがとう」

　紳しん士し的にお礼を言いつつ、前とは違う展開にほっと胸をなで下ろす。

　よし、この調子で今度はあの女性を見ても反応しないようにしないと。そしてもし「きれいな人ですね」って言われても頷かないで、「君の方がきれいだよ」──とかなんとか言ったりなんか、しちゃったりなんかして──

「……あはは」

「どうかしたんですか？　カズちゃん」

「そう、どうかしてるんだよ僕」

　大きな瞳で上目づかいに覗のぞきこんでくる詩音から逃にげるように、視線を斜ななめ上へ。

　駄だ目めだ。そんなこと言って、そのままクリアしちゃったらどうする。

　あるいは、僕の甘い言葉に照れた詩音が転んで、その拍ひよう子しに事故にでも遭あったら。

　僕は臆おく病びよう、だからこそいまだに無事でいる。それを忘れちゃいけない。

　そんなことを確かめながら歩いていると……

「……あれ？」

　違い和わ感かん。さっきの位置まで歩いてきているはずなのに、あの女性がいない。

　彼女を見ないためには、まず見つけないといけない。なのに……いない。どういうことだろう？　僕は前回とほぼ同じ行動をしているはずなのに。何の影えい響きようだ？

　あるいは──もうすでに、世界に『ゆらぎ』の現れが？　それならこのまま強制クリアだから、さっき恥ずかしい台詞せりふを言わなかったのは大正解。ここからますます注意しないといけないんだけど……

　そんなことを思いながら、きょろきょろしていると。

「──ちょっと」

「うわ！」

　背後からの声。振り向くと……いた。例の女生徒。

　間近で見ると、思わず目を離はなせなくなるほどの存在感。綺き麗れいなだけじゃない。その瞳には、こちらをまっすぐ貫つらぬくような、冷たい光こう輝きが宿っていた。

　いや、でも、なんで背後に？　というか、なんで僕に声を？

「カズちゃん、この方は……」

「え？　あ……見てないよ？　こんな人、眼中にないから」

　不思議そうに尋たずねてきた詩音の機き嫌げんを損ねないよう、咄嗟に言い訳すると。

「……唐突な上から目線は失礼ですよ？」

「だよね。ジェントルごめん」

　怒おこられた。紳士的に謝る。それにしても……なんでこんなことが？

　こっちの内心の混乱を置き去りに、目の前の女性が話しかけてくる。

「ちょっと、ねえ、そこのあなた」

「そこ野あな太さん、呼んでますよ？」

「彼女は私たちに声をかけているようですよ、カズちゃん」

「ほんとに？　気づかなかった。アナ太なんて卑ひ猥わいで酷ひどい名前だと思ったんだ」

　もしアナ太さんが実在したら全力で謝らないといけないような発言をしつつ、僕の心臓はバクバクいっている。だって……

　……とっくの昔に諦めた存在。

　もうずっと考こう慮りよすらしなかった可能性。

　なのに、まさか、いまさら？

　もしも彼女の次の言葉が、『この世界は繰くり返してる』とかだったなら──




「あなた、もしかして気づいてる？　この世界は、繰り返してる」




　慎しん重ちような口調で放たれたその言葉に、自分の血の気の引く音が聞こえた。

「ああ──えっと、歴史は繰り返す葦あしである、って言いますもんね。では僕はこれで」

「あ」

　とにかく、一時撤てつ退たいだ。もの言いたげな女性に背中を向け、なりふり構わず歩き出す。

「カズちゃん、この人とお話ししなくてもいいのですか？　だってこの人──」

「ごめん詩音、何かの急用を思い出しそうな予感がすごくするから、どこかしらに向かって全力で走り出さないと。人生は一いつ瞬しゆんだって待ってはくれないんだからね」

　詩音がまずいことを言う前に、ちょっといい台詞を言いつつ彼女の手を取り走り出す。

　振り返らずに、全力で──あ、これもちょっといい台詞だな。
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　──黄色いトラックが歩道ぎりぎりを勢いよく通り過ぎていく。

　道を渡わたろうとしていた僕は、一歩前へ足を踏ふみ出すような姿勢を取った。

「カズちゃん危ない！」

　背後を歩いていた詩音に左ひだり袖そでを取られ、僕はバランスを崩くずして転てん倒とう。それも──

　ラッキースケベ。

　気づけば右手におっぱいの感かん触しよく、彼女の体形は控ひかえめだけど、ソフトブラ越ごしの柔やわらかなぬくもりは確実に僕の脳のう髄ずいをしびれさせ──いや、僕は変態ではない。

「きゃう！　ご、ご、ご、ごめんなさいカズちゃん！」

「いや謝る必要はな痛いッ！」

　顔を真っ赤にして謝りつつビンタしてくる詩音にはたかれる。

　こうなることもわかっていた……けど僕はビンタをよけず、あえて真っ正面からその痛みを受けとめ──だから、僕は変態ではない。




　ぶっちゃけよう。先さき程ほどから見ての通り、世界は同じ時間を何度も繰り返している。

　今日の十三時三十一分も、これでもう十二回目。あと三十分もしたら、世界はまた十三時三十一分に巻き戻もどることだろう。僕はこの現象を、先人たちに倣ならいループと呼んでいる。

　僕だけがそれに気付く。僕だけがそれを覚えている。

　そのうち、何回か何十回か──あるいは何千回か同じ時間を繰り返した末に、このループは不意に終わるだろう。いつもそうなのだ。そうしてまたいずれ、不定期かつ頻ひん繁ぱんに、どこかで時間がループをし始める。この二ヶ月間、僕はずっとこの現象とつきあってきた。

　色々あった結果、僕はこの現象を悪用しようとはもう思わなくなっていたので、世界がいつ、何度繰り返そうと、ただ淡たん々たんとやり過ごすようにしていた。僕だけが知っている余よ剰じよう世界、僕が気にしなければ無いも同じ。そう、僕だけが──僕だけの、はずだったのに。




　とにかく、これで僕は一周目の出来事をほぼそのままなぞったことになる。どんなバタフライエフェクトだったのかはわからないけど、あの謎なぞの女性が現れることはないはずだ。あるいは彼女が本当に、僕と同じようにループを認にんし──

「あ、いた！」

「え？　うわああああッ！」

　噓うそだ。彼女だ。道の向こうからこっちを見つけ、長い髪かみをなびかせて走ってくる。

　まさか本当に？　にしたって、いきなりすぎるだろ空気読めよ！

　逃げるかどうか迷った末に棒立ち状態の僕の前に立ちふさがった彼女は、ほとんど身長の変わらない僕に刃やいばのような視線を向けてきた。見つめられ、背筋が震ふるえる。

「──最初に見たときは怪け我がしてたのに、さっきは怪我してなくて、いまはまた怪我してる……なんで？　どうして？」

　僕の左ひだり肘ひじをじっと見つめながら、彼女は独り言のように疑問を口にした。

　怪我──肘の怪我か。どうやら彼女は僕が彼女に気づく前から、僕のことを見ていたらしい。それを覚えていて、見分けたと。それじゃあ、彼女は本当に……

「……こちらの方は、カズちゃんのお知り合いなのですか？」

「ま、まさか。初めて会った、知らない人だよ」

　不思議そうに尋ねてくる詩音にそう答えると、謎の女性がじろりと僕を見つめてきた。

「……知らない？」

　切れ長の瞳ひとみを細めて、射い貫ぬくような視線。

　美人。目力。威い圧あつ感かん。

　思わずひるんでいると、詩音が心配そうな口調で重ねて訊きいてきた。
















「カズちゃん、本当に知らないんですか？　彼女……こんなに落ち込んでしまって」

「落ち込んでる？　……この人が？」

「……ふん」

　謎の女性は見下すような視線でこちらを一いち瞥べつ、不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らした。

「……いや、落ち込んだりはしてないみたいだけど？」

　僕がそう言った直後、彼女がぽつりとつぶやいた。

「…………死にたい」

　口調は冷静。けど、死にたいって……

「……まさか、本当に落ち込んでるの？」

「そんなに落ち込まないで……ほら、カズちゃん！」

「いや、そんなこと言われても知らないものは知らないし」

「では、もっと言い方をやさしく！」

「知らないにゃん？」

「わあ、かわいい！」

　頰ほおを紅潮させた詩音が興奮気味に褒ほめてくれた。嬉うれしい。

　一方、落ち込んでいたという彼女も僕らの茶番を見て少しは立ち直ったのか、こちらをじろりと眺ながめた後に、深刻な様子で語り出した。

「──誤ご魔ま化かさないで、答えなさい。あなたたちも、気づいてるんでしょう？　さっきからずっと、この短い時間が何度も何度も、繰り返されてるって」

「あーうん、君が何を言ってるのかよくわからないから、家に帰ってヤフー知ち恵え袋ぶくろに質問してこないと。それじゃあ、今日のところはこれで」

「でも、カズちゃん。世界は繰り返してるって、この人──カズちゃんと同じことを言ってますよ？」

　あ、やばい。止める間もなく詩音が発した言葉に、女性が切れ長の瞳を大きく見開いた。

「同じ、って──やっぱり、あなたも！」

「…………ふしゅ～」

　とぼけて口笛を吹ふこうとしたら失敗して、息が漏もれる情けない音がした。







　僕らは手近な喫きつ茶さ店てんに入り、彼女の話を聞くことにした。

　時間はある。だいたい、あと二十分くらいは。

　その結果、わかったこと。

　彼女は神かん崎ざき流なが留るさん。昨日この街に引っ越してきた、僕らと同じ高校の一年生。

　今日はじめて、世界が繰り返していることに気がついた。

　十三時半から十四時の三十分程度を、現在までに十二回──当たっている。

　これはいよいよ間ま違ちがいが無い……僕と全く同じかどうかはわからないけど、少なくともこの現象を知覚する手段を持っているらしい。

　僕の隣となりに座る詩音は、神崎さんの話を聞くと、かつて僕がループの話をしたときと同じ反応を見せた。すなわち──

「神崎さん。ひとつ、いいですか？」

「なに。えっと──刻とき坂さかさん？」

　いったい何を言われるのかと身構えた様子の神崎さんに、詩音が言った。




「あのですね──ループなんて、あり得ません。それは妄もう想そうです」




「…………は？」

「以前、こちらのカズちゃんも同じことを言っていました。けれど、いまはもう理解しています。ループなどというものは存在しない、勘かん違ちがいの産物だったと」

「そうそう、だって物理的にあり得ないもんね？」

　優やさしく諭さとすような詩音の言葉に、僕も軽々と同調してみせる。

　そんな僕らの反応は予想外だったんだろう、神崎さんは険しい表情で僕らを見比べた。

「噓……だって……そう、地じ震しん！　携けい帯たい見て、このあとすぐ北海道で地震が起こるから！　最大震しん度ど三、マグニチュード四・五！」

「地震ですか？　えっと……」

　詩音が義ぎ理り堅がたく携帯をのぞき込む。

　僕は、結果がわかっているのでコーヒーを飲みつつ空を見た。

　ああ……遠くの風向きを白く染めたようなわた雲が、青い空に溶とけている。窓越しに聞こえてくる車の音もどこかぼんやりとした、まだ春っぽいこの感じ、ちょっと好きだ。

　そうしているうち、彼女らの見ているサイトに地震速報が流れたらしい。関東のここまでは届かない揺ゆれの内容。それを確認した神崎さんは得意げに身を乗り出した。

「ほら、ね!?　言った通り！」

「……なるほど。不可能な仮説を捨て去り、最後に残った可能性が一つならば、それがどれだけあり得ざるものでも真実。つまり──」

　深しん慮りよした様子の詩音が顔を上げ、確信を得た表情で断言する。

「──すごい偶ぐう然ぜんですね」

「すごい偶然だね」

「すごい偶然なの!?　だって……ああもう、絶対に信じて貰もらわないと」

　……さて。

　一通り詩音のお言葉をいただいたところで、横から本題に入ることにした。

「神崎さん。もし本当にループがあったとして──仮に、だけど、あったとして」

「……その言い方、やっぱりあなた、気づいてるんじゃ」

　迫せまるような神崎さんの視線にじっと睨にらまれる。僕は視線を逸そらし、水でのどを濡ぬらしながら、「ま、そう思ってくれてもいいんだけど」と答えた。

　一いつ瞬しゆん、徹てつ底てい的に誤魔化そうかとも思ったけど、それはやめた。

　もし本当に彼女がルーパーなら、いつか必ず誤魔化しきれなくなる。

　そのとき、僕と彼女の間に噓が重なっていたら不信感を生むだろう。

　少しでもリスクを減らすため、腹を割って話すと決める。

「もしループがあるとしたら、僕が初めてその現象に気づいたのは二ヶ月前。不意に終わってはまた始まるループの繰くり返しを、短いのから長いのまで何十回と経験してきたから、体感時間でいえば二年くらい前。いやー、いろいろあったよ。本当にいろいろあった。うん、本当に本当に、いろいろあってねぇ、そうして、まあ、現在に至るわけだけど──」

「ええ？」

　僕の大だい胆たんな文学的省略というやつに彼女が首をかしげたが、そこは重要じゃない。

　重要なのは、ただ一つ。

「そうして得た結論──ループについてはあまり気にしないで、やり過ごせばいい」

「……は？」

「無理矢理ループを終わらせることもできなくはないけど、正直すごい面めん倒どうだしリスクしかない。それより、普ふ通つうにまったり過ごしてたらいずれループは終わる。このループも、あと何回かはわからないけどそのうち終わる。見分ける方法があってね、それまでのループとは異なる出来事が起きたらそれがループの最終回。通行人の動きが違ったり、天気が違ったり、それこそ地震が起きたり起きなかったり……そういうのを僕は『ゆらぎ』の現れって呼んでる。最初は神崎さんのことも『ゆらぎ』かと思ったんだけど。とにかく、ループは放ほうっておけば終わる。だから、何か途と中ちゆう中断しやすい趣しゆ味みを見つけて、ループ中はちょっとした休きゆう憩けい時間と思うといいよ。おすすめは電子書しよ籍せき。ほら、いまも持ってるけどね、この専用端たん末まつに小説が三百冊以上入ってて、バッテリーは八週間持つし、スクリーンは３００ｄｐｉ、デュアルコアＣＰＵを搭とう載さいした最新モデルで──」

「ちょっと！」

　ビクッ

　その迫はく力りよくに思わず固まる。神崎さんは信じられない、といった表情で僕を見ていた。

「こんなにすごい現象なのに気にするなって……本気？」

「……ループを使って下手に何かしようとしたら、必ず誰だれかに危険が及およぶ。出来るだけ意識しないで、普通に暮らすのが一番。それが僕の結論だよ。それがつまり、『ループは実在しないと気づく』ってことだ」

　隣の詩音がちらちらとこちらを窺うかがっているのがわかった。何か言いたそうな空気をにじませているけど、敢あえて無視する。

　とりあえずこれで、僕の言いたいことは言い終えた。

　あとは彼女がすんなり頷うなずいてくれればいいけど、果たして……なんて思っていると。

「でも──それじゃあ、あたし……よりいっそう……ぼっちになっちゃう」

　俯うつむいた彼女は独り言のように、しかしはっきりとそうつぶやいた。

「……ぼっち？」

「ただでさえぼっちだったのに、時間軸じく上でもぼっちなんて……四次元ぼっちだわ！」

「あー……ああ、ドラえもんのポケットの中で遭そう難なんする話って、怖こわいよね？」

「ループなんて……あたしのしたことを誰も覚えてない、あたしの見たものを誰も理解しない、これじゃあ誰とも話が合わない、おかしな子のままになっちゃう！」

「人と人とは所しよ詮せん、理解し合えないものなんだよね、いやあ世界って悲しいなあ」

「あなたも──」

　適当に相づちをうつ僕を、神崎さんが真正面から見み据すえてきた。その視線の色合いに一瞬、意表を突つかれた。まさか──




「──あなたも、辛つらかったでしょうに」




　──まさか、こちらを心配されるとは、思ってなくて。

「……まあ、慣れるもんだよ」

　なぜだろう……なんだか急に、こちらだけが一方的に意見を押しつけようとしていたような気がしてきて気まずくなった。だからだろうか？　僕はつい、柄がらにもないことを口にしてしまった。

「──じゃあ、僕が覚えておくから」

「え」

「覚えておく。僕が、君のことを。だから、ループは無いってことにしよう。うん」

　……なんだか、自分が恥はずかしい台詞せりふを言っているような気がしてきた。でも照れたらむしろ負けだと思い、彼女を正面から見据えて反応を待つ。果たして彼女は──

「……いや、あなた一人に覚えられてても、ねえ」

　といって眉まゆをひそめた。

　……この野や郎ろう。内心で照れていた分、誤ご魔ま化かすようにして怒いかりの気持ちがわいてきた。

「そ、そう！　ひとが親切で……とにかく、君がループでなにかしたいんなら、僕らからは離はなれたところで、かつ僕らの名前は出さないようにして欲しい。干かん渉しようしないようにして欲しいんだ。でないと──僕は君よりループ歴が長い。いやがらせの方法だって、たくさん思いつくんだからね」

「カズちゃん、そんな言い方──」

　詩音が抗こう議ぎの声をあげる──あげようとした直後、狙ねらったようなタイミングで、世界が繰り返す。





（１の４）






　──黄色いトラックが歩道ぎりぎりを勢いよく通り過ぎていく。

　僕は微び動どうだにせずにそれを見送り、苦い思いをかみ殺した。

　……二年以上だ。

　僕もこの現象を解明しようとか、なんとかしようとか、したことはある。

　けれど、それが運命、それともループ世界の裏ルールか何かなのか、とにかく毎回ろくな結果にならなかったし……僕のせいで詩音が傷つく姿も何度も見てきた。いま、僕らが普通にまっとうに生活できているのは幸運と慎しん重ちようと臆おく病びようのおかげだ。

　神崎さんの言い分もわかる。だけど、いまさらそんなリスクを負うことはできない。

　唯ゆい一いつのループ仲間。それは、唯一の敵にもなり得る存在。

　もしまた彼女が僕の前に現れたら──今度は、深刻な対応が必要にな

「ちょっと」

「うわあ！」

　思わず悲鳴を上げて振ふり返る。

　そこには、冷たい表情で仁に王おう立だちする神崎さん。持ち前の、人を見下すような表情で言ってきた。

「とりあえず、さっきの喫きつ茶さ店てんでいい？　甘いものが食べたい気分だわ」

「はあ？　いや、その……話、聞いてた？　交渉は決けつ裂れつ、干渉しないでって」

「そっちこそ、あたしの返事をまだ聞いてないでしょう」

「返事？」

「あたし、別に断ってないわよ」

「……本当？　な、なんだ、よかった。条件をのんでくれるんなら」

「条件をのむとも言ってないけど」

「……えっと、どういうこと？」

「保留よ。ループに対するスタンスもどうするか、考え中。それでいいでしょ──時間は、余分にあるんだから」

　神崎さんは背中越ごしにそう言いながら、喫茶店のほうへとすたすた歩いて行く。なんとも感情が読めない人だ。けど、まあ……とりあえず、敵になるわけではないらしい。

「……保留、ね。まあ別に、悪くはないけど……はぁ～ぁ」

　大きく息を吐はく。

　そのときようやく、僕は自分がだいぶ緊きん張ちようしていたらしいことを自覚した。

「……でも、それを言いにわざわざ走ってきたの？　それに、喫茶店に行くって」

「べ、別に、一人だと寂さびしくて来たわけじゃないから……！」

「……え、寂しくて来たの？」

「それは……だから。あなたが寂しいだろうと思って来てあげただけよ」

「……ああ、寂しかったのか」

「だから！　えっと……」

　振り向いて弁明しようとする神崎さん。……なんだ、そうか。僕はだいぶ彼女にいじわるをしていたらしい。

「……神崎さん」

　彼女に右手を差し出す。

「僕は毎まい原はら──毎原和かず人ひと。どうぞよろしく、神崎さん」

「……ちっ、慣れ慣れしい」

「え、ええ!?　いや、これはただの握あく手しゆ……ええ!?」

　彼女、ぼっちっていうか、もっと違ちがうなにかこう……うーん。もやっとしたものを感じる僕の隣となりで、成り行きを見守っていた詩音が不ふ機き嫌げんそうに口を開いた。

「カズちゃんて……意外と、女性に手を出すのが早いんですね」

「いやいや詩音？　握手を求めるのを『手を出す』って、間違ってないけど直訳すぎるんじゃない？」

「こちらの方は、カズちゃんのお知り合いなのですか？」

「まさか？　違うよ、全然」

「……ちょっと」

　恐おそろしい表情で睨んでくる神崎さんと目を合わせないようにしながら、言い加える。

「これから、知り合う予定の人」




　──直感で。

　なんとなく、このループはこれでクリア、終わりなんじゃないかという気がした。

　果たして、その予感はある意味で正しかった。

　ループはクリアできていたのだ。できていたのだ、けれども──




　それは実際、何の終わりでも無かったのだ。全然。まるで。ほんのちっとも。







二周目　「あの。カズちゃんとは、どういう関係なんですか？」
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　喫茶店のマスターがテーブルに水を置いていった。近所の商店街の一角、過去にラーメン屋二軒けん、蕎麦そば屋や、怪あやしい布団販はん売ばい、怪しい水販売、という素す敵てきな変へん遷せんを経てきた敷しき地ちに去年開店したアンティーク調のおしゃれ目な喫茶店『ドッグイヤー』。ランチタイムと夜はアルバイトがいるけど、この時間はロマンスグレーに口くち髭ひげがダンディーで優やさしげなマスター一人。お客さんも、僕らの他ほかにはスーツ姿の男性が一人だけ。

「──あの。カズちゃんとは、どういう関係なんですか？」

　僕が出された水をすぐ飲む隣で、詩し音おんが何気ない調子で神かん崎ざきさんに質問した。

　神崎さんはかるく考えてから答えた。

「……無関係？」

　なかなか正確な答えだ。

「無関係？　では、どうして先ほど、カズちゃんに話しかけてきたんですか？」

「それは、えっと……」

　言いよどむ神崎さんに代わって、僕が答える。

「神崎さんとは、前のループで知り合ったんだ」

「え」

　それいいの？　という当然の顔をする神崎さん。

　けれど、詩音はあきれた様子で笑って答えた。

「カズちゃん、ループなんてあるわけないじゃないですか」

「わかってるよ。いや、実はね？　神崎さんはＳＦ好きのお芝しば居い好きで、ループネタのオリジナル脚きやく本ほんを書いててね。僕が以前、ループはあるって言い張ってたのをたまたま知ったみたいで、『もしもループが実在したら？』っていう設定のごっこ遊びを申し込んできたんだ。ネタ作りのために、って。いまはその真っ最中」

「そうなんですか？　それはおもしろい活動ですね」

　詩音はそう言ってにっこりと微笑ほほえんだ。彼女は他人の行動が自分に理解できないことなら質問するし、理解できることならまず肯こう定ていしてくれる。マジ女め神がみ。

　対して神崎さんは、実に胡う散さん臭くさげな視線を僕に向けてきた。

「よくもまあ、そんなぺらぺらと適当なことが……」

「ちなみに脚本のタイトルは『宇宙女じよ囚しゆう宇宙さそり　宇宙慕ぼ情じよう編』」

「宇宙多くない？」

「へえ、おもしろそうですね。あ、カズちゃんも神崎さんと一いつ緒しよに、また小説を書いたらいいんじゃないですか？」

　詩音は胸の前で両手を合わせ、さもすばらしい思いつきのように、嬉うれしそうにそう提案してきた。僕は苦く笑しようしつつ、首を横に振った。

「いやいや、やめてよ。僕はもう読む専門だから」

「そんなこと言って。やりたいことを我が慢まんするのはよくないですよ？」

「我慢なんてしてないよ。宇宙女囚シリーズはもう神崎さんのものだから」

「引き受けた覚えがないんだけど……いえ、それより。あなた以前、ループはあるって言い張ってたって……その話、聞かせなさい」

「命令形……？　いや、大した話じゃないよ。二ヶ月前。学校行事の彗すい星せい観測会で──」







　──二ヶ月前、四月某ぼう日じつ。

　任意参加の学校行事──彗星観測会で訪おとずれた夜の山で、僕は道に迷っていた。

　僕には子供の頃ころにその山で遊んだ記き憶おくがあって、なんとな～く思い出の場所を探していたら遭そう難なんしたのだ。うかつだったし、山を舐なめていた。完全なる僕の落ち度。

　そのとき初めてループに遭そう遇ぐうした。

　山を下っても登っても、気がつけばリセット──同じ場所に戻もどっていた。いつまでたっても夜が明けない。何十時間さ迷ったことか。

　そのうち僕はこのループ現象を利用し、山の中をしらみつぶしに歩くことにした。

　まだ行っていないところを穴あな埋うめするようにして移動。そしてリセット。

　何度もそれを繰くり返し、残された場所はもうここしかないと、急な崖がけを降りた。何度か落ちて怪け我がをしたけど、リセットしたら治った。それを何度も繰り返して無事に崖を降りたその先で、僕を探しに来ていた詩音に遭遇した。

　詩音は、僕以上に傷だらけだった。ループを認にん識しきできていないらしい彼女にとって、僕を探して傷だらけになったのは一度きりのこと。けれど僕は想像してしまう。何百回と繰り返し、僕のために傷だらけになってくれた彼女の姿。僕のために、僕のせいで……

「カズちゃんがこっちに居るという確信があったのですが、理由がないので信じて貰もらえなくて。仕方なく、一人で抜ぬけ出してきたんです。危険ではありますが、私の移動ルートは書き残してきたし、先生の無線も拝借してきたので……ああ、見つかってよかった」

　そう言って彼女は、町中の喫きつ茶さ店てんで甘かん味みを出されたときと同じような明るさで笑った。

　率そつ直ちよくに言って、心の底から敬意を抱いだいた。

　その、自己の直感に対する確信と、ルール違い反はんも、傷つくことも恐れない行動力。

　そしてそれを、大して親しいわけでもない僕のために発揮した博愛性。

　──幼い頃はよく遊んだ幼なじみ。けど、中学に上がってからは挨あい拶さつくらいしかしたことがない。彼女にとって、特別な存在ではぜんぜんない僕のために。




　僕は足をくじいている詩音を負おぶって山を下りた。ループはもう起こらなかった。

　そして、いつもリセットしていた時刻を過ぎた直後──彗星観測までは晴れ渡わたっていた空は一転、土ど砂しや降ぶりとなった。後から思い出すと、リセットの寸前にはいつも頰ほおに雨あま粒つぶが当たっていた気がする。あれはこの土砂降りの降り始めだったのか。あのまま山にいたら、僕の命は間違いなく危険にさらされていただろう。結局、あの崖を降りるしか助かる道はなかったのかもしれない。

　……そう気づいた時、すでに僕は決めていた。

　これからはいつ何時であろうとも、詩音の力になろう、と。

　そして同時に、ほとんど直感的に確信していた。




　──ループを起こしたのは、詩音だ。彼女の優しさ、彼女の願いがそれを起こしたのだ。




　その後の数々のループで、それは確信に変わった。







「……刻とき坂さかさんが、ループを？」

「ふふ、素敵な設定ですよね」

　詩音は笑う。僕も笑う。

「そう。彼女の願いがループを起こす。彼女の願いを叶かなえればループは終わる。前に言った、ループを無理矢理終わらせる方法──『ゆらぎ』による強制クリアを待たないで終わらせる方法っていうのは、そのことだよ」

「じゃあ……さっきのループは？　あれは、なんで終わったの？」

　そう、いつの間にか終わっていた、神崎さんと出会ったさっきのループ。

　その原因、叶えるべきだった詩音の願いは──

「──さあ？　よくわかんないことも多いんだよね」

「なに、それ。それで確信なんて言ってるの？　ふん、頼たよりないわね」

　……なんでこう喧けん嘩か腰ごしなんだ、この人。しかも、そんな振ふる舞まいが妙みように似合ってるから美人というのは質たちが悪い。けど、詩音のかわいらしさを崇すう拝はいする僕は、相手が絶世の美女だからといってそう易やす々やすとは惑まどわされない。

「そんな言い方するなら、これ以上の情報は渡さないけど？」

「そう……よく、そんなことが言えたものね」

　神崎さんはそう言うと、じろっとこちらを一ひと睨にらみ──

「うそですおしえます……だからそう、睨まないでくれる？」

　……生まれて初めて女子高生に殺気というものを感じた僕は、おとなしくループの法則を一から十まで説明することにした。すなわち──




・ループが起こるのは、詩音の望みを叶えるため。

　例：遭難した僕を救助するため

・ループで巻き戻る＝リセットが起こるのには、明確なきっかけがある。

　例：雨の降り始め

・二周目以降は、時間経過でもリセットが起こる。

　例：雨の降らない場所まで逃にげたとしても、最初にリセットした時刻になればリセット

・リセットで戻る先は必ず、すでに問題が発生した後である。

　例：遭難する前までは戻してくれない

・詩音の望みを叶えればループは終わる＝クリア。

　例：雨が降るまでに下山して僕が助かればクリア

・ループはある程度回数を重ねると、詩音の望みを叶えなくとも自然に終わってしまう＝強制クリア。その際には、それまでのループと違ちがった出来事＝『ゆらぎ』が起こる。

　例：天気が違う。人の動きが違う。サイコロの出目が変わる。等々




「……こんなもんかな？」

「望み、っていう言い方は曖あい昧まいね……他に条件はないの？」

「さあ？　正直、実際に起きてみるまで、いつループが始まるかなんてわからない──」





（２の２）






「──あの。カズちゃんとは、どういう関係なんですか？」

　一いつ瞬しゆんの落下感に似た目眩めまい。

　周囲は先ほどまでと同じ喫茶店。隣となりに詩音、前に神崎さん。けれど、これは──

「……毎まい原はらくん」

　慌あわてたようにこちらを見る神崎さんに、頷うなずいて答える。

　間ま違ちがいない。いままさに、ループが始まっていた。

　──そんな僕らのやりとりを見た詩音の表情に、不安が芽生えた。

「……もしかして、お二人はとても親しい間あいだ柄がらなのですか？」

「まさか？　神崎さんは、通りすがりに毛が生えたような存在だよ」

「通りすがりに、毛が……？　それはつまり、具体的には」

「具体的には、道でお互たがい通り過ぎるときにモサッと身体のどこかに毛が生えてくる、そういう妖よう怪かいというのが神崎さんの正体」

「じゃ、ないから」

「じゃ、ないらしい」

「違うんですか。びっくりしました。私もどこかに毛が生えるものかと」

　詩音が胸をなで下ろす。どこに生えると思ったのか……げふんげふん、ともかく。

　ごまかせたならいいけど。詩音に誤解されたままなのはいやだな……そんな僕の悩なやみは、深刻な様子の神崎さんにはどうでもいいことらしい。

「またループ……これじゃあ、あたしの目指す日常が──普ふ通つうの女の子になって、末は友達百人という夢が遠ざかっていくわ」

「そうだね、高校生が友達百人を目指してる時点でもう普通じゃないもんね」

「……ちっ」

「ああ神崎さん、泣かないでください……カズちゃん、もう」

「え、泣きそうになってるのこれ？」

　斜ななめにこちらを見て舌打ち。完全に冷たく見下されてるようにしか見えないんだけど。

「まあ、ほら……ループは偏かたよりがちだから。何日も起きない事もあれば、一日に五、六回起きたり。ま、放ほうっておけばそのうち終わるよ」

　そう伝えて、電子書しよ籍せき端たん末まつを取り出す。僕と詩音は一応、ながら会話が失礼でない程度のだらけた、もとい砕くだけた間柄だと自認している。読書を楽しみつつ、横から適当に神崎さんとの会話へのフォローを入れればいい──そう思ったのに、神崎さんはテーブル越ごしにぐいと身を乗り出して、僕に向かって言ってきた。

「……さっき、刻坂さんの望みを叶えればクリアって言ったわよね？」

「言ったっけ？　……いや、確かに言ったけど。でも無理して行動したら何が起こるかわからない。無理しないことがなにより。だから僕はこうして、ただ詩音を見守ってる。ループが終わるまで、のんびりと」

「わかった。じゃあ、あなたは刻坂さんを守ってなさい。あたしが頑がん張ばるから。とりあえず外の様子を確認するついでに、ここから離はなれたらどうなるか試ためしてみる」

「え」

　神崎さんは勢いよく立ち上がると、止める暇ひまもなくお店を出て行ってしまった。

「なんだか、元気な方ですね」

「だね。あ、すみませんマスター、メニューのデザート、すぐ出せるやつ端はしから出して貰っていいですか？　あ、限定パフェはいま売り切れ？　じゃあその次から」

「カズちゃんって、たまに暴飲暴食しますよね？」

「ビッグな男になりたいからね。もしくはピッグに」

　ループ中は、カロリーも支し払はらいも気にせずに済むし。

「詩音も味見して、どれが美味おいしいか教えてよ。後々の参考にするから」

「喜んで。カズちゃんにはいつも、外れなしのおすすめメニューを教えて貰もらってますし」

「そりゃ、僕が詩音におすすめするのは、元々本人がおすすめしてた奴やつだからね」

「はい？」
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「──あの。カズちゃんとは、どういう関係なんですか？」

　ばん！

「痛！　……く」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか？　そんなに動どう揺ようするような質問だったでしょうか……？」

　派手な音を立ててテーブルに膝ひざをぶつけ、痛みに震ふるえる神崎さん。その表情を、詩音が心配そうにのぞき込む。神崎さんは軽く涙なみだ目めになりながら周囲を確かく認にんした。

「……あたし、いま、走ってたのに」

「リセットの瞬しゆん間かんは、じっとしてるほうがいいよ？　あ、すみませーん。マスター。メニューの五番目から順に持ってきてください」

　さっきまで食べていたメニューの続きを注文する僕に、前まえ屈かがみの神崎さんがなにやら不ふ機き嫌げんそうな視線を向けてきた。

「……いま、あたしのこと馬ば鹿かだって、いい気味だって思ったでしょう？」

「君のことを馬鹿で、いい気味だって思ったかって？　ははは──さてと」

「否定しなさいよ！　……ふん、まったく」

　神崎さんは背筋を伸のばし、こちらを見下すようにして鼻を鳴らした。明らかに怒おこっている。さすがにこの状じよう況きよう下でからかうのはまずかったか、と思ったのだけど。

「神崎さん、そんなに落ち込まないでください」

　詩音はそう言って優やさしく神崎さんを慰なぐさめた。……怒ってるんじゃなくて、落ち込んでるのかこれ。ともあれ、神崎さんは詩音の慰めで立ち直ったらしい、堂々と話を続けた。

「……とにかく、町中は異状なし。刻坂さんから離れても意味はなかった。なら……刻坂さんの願いを叶えればいいんでしょう？　ねえ刻坂さん、いま、なにしたい？」

「したいことですか？　そうですね……神崎さんと、もっとお話がしてみたいです」

　てらいなく、輝かがやく笑顔でそう答える。なんて優しい。けれど、切せつ羽ぱ詰つまっている神崎さんにはそんな優しさに気づく余よ裕ゆうはないらしい。難しい表情で頷いた。

「そんなことでいいの？　いいわ、何でも訊ききなさい。ちなみに将来の夢は、転校した先で周りの人から普通に話しかけられるような人になることよ」

「なにその悲しい話題。普通にって……普通は普通に話しかけてくるだろ、普通」

「そんなの知らないわ。けどね、話しかけてきた人にあたしが『なに？』って答えると、百パーセント『なんでもない』って答えが返ってきて、会話が終わるのよ」

「……あのさ、神崎さん？」

「なに？」

　鋭するどい視線。氷のような表情で睨まれ、身がすくむ。

「あ……なんでもないです」

「……く」

「カズちゃん！　わざわざ再現してどうするんですか！」

　ぽかり、と肩かたを叩たたかれ詩音に叱しかられる。

「いや、いまのは僕のせいでは無いというか、基本的にすべては誰だれかの自己責任というか」

　詩音の鉄てつ拳けんから逃げるように身をよじりつつ、どう弁明したものか困ってしまう。

　……そんな僕らの様子を見ていた神崎さんが、ぽつりと漏もらした。

「……ふん。仲が良いいわね。あたしも、刻坂さんみたいに振る舞ってみたいものだわ」

　その冷たい口調は、まるで皮肉のようにも聞こえる──というか、多くの人は皮肉だと確信するだろう。けれど詩音は違ったらしい。笑顔で頷く。

「なら、練習すればいいんですよ！　ほら、カズちゃんを相手に」

「え？　いやいや、僕に神崎さんの相手は荷が重いんで、壁かべを相手にしたらどうかな？」

「ここでほら、神崎さん！」

「え？　あ……まったく、毎原くんたら」

　無表情のままの神崎さんが、グリリ、と僕の顔面を鷲わしづかみ。

「痛痛痛デデデ！　つ、つっこみがアイアンクロー!?　全然かわいげない!!　しかも圧がハンパない!!」

「ふぅ……刻坂さん」

「神崎さん……」

　僕の顔面から手を離した神崎さんは、じっと詩音と見つめ合う。そして言った。

「……あたし、うまくできたわ。やればできるものね」

「はい、よかったですね！」

「噓うそだろ!?　こんなの、外でやったら傷害事件だからね!?」

　コミュ障のレベルが違う。神がかってる。

　正当な指し摘てきをした僕に対して、神崎さんが嬉うれしそうに──嗜し虐ぎやく的に、目を細めた。

「……ふん、誰が傷害犯よ」

　そうして、にこりともしない神崎さんがこちらに手を伸ばし──
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「──あの。カズちゃんとは、どういう──」

　グリリ、と神崎さんが僕の顔面を鷲づかみ。

「痛痛痛ででで！」

「か、神崎さん!?　暴力はいけません！　どうして急に、そんな！」

「え……刻坂さん、さっきは褒ほめてくれたのに……」

「はい？」

　神崎さんにじっと見つめられても、止めに入った詩音はきょとんとするばかり。

　そりゃそうだ。何事にも前後の脈みやく絡らくというものがある。……いや、あった上でも、アイアンクローは暴力だと思うけど。

　ともあれ、神崎さんは自分の右手を見つめると、それをぐっと握にぎりしめた。

「……やっぱり、ループなんてものがある限り、あたしには友達ができないのね」

「いや、ループ以前の問題だから」

「……へえ？」
















「か、神崎さん、こっちを睨にらみつつ指を鳴らすの、やめてくれない？」

　サディスティックに脅きよう迫はくしてくる神崎さんから距きよ離りを取る。ところが──

「神崎さん……事情はわかりませんが、そんなに落ち込まないで」

「え、これ落ち込んでるの？」

　詩音にはそう見えているのか。なら、そうなんだろうけど……本当に感情が読めない。ともあれ、落ち込みついでに人を脅迫する性格の神崎さんは、考え込む様子でつぶやいた。

「……あたし、刻坂さんとお話ししたのに、ループは終わらない……なんで」

「──そうだね。ヒント」

　義理はないけど、これ以上、無む駄だに場を荒あらされても困る。実害も被こうむっているし。

　悩なやめる神崎さんに少しだけ協力してあげることにした。

「いい？　ループのタイミングには大体、明確なきっかけがある。端たん的てきに言うと、『すべてが終わってから、すでに始まっている瞬間まで』」

「終わる？　なにが？」

「なにかが」

「なにかが、って……」

　神崎さんはきょろきょろと周囲を見回し始めた。その横で、僕は再びお店のマスターにスイーツを注文する。

　そうして、僕がこのお店のスイーツを制せい覇はし終えて、再びリセットする直前──マスターが僕らの隣となり、三十代くらいのスーツ姿の男性客一人のテーブルに、巨きよ大だいなパフェを持ってきた。フルーツ満まん載さい、クリームも白色の中に数層のグラデーションがあり、様々な甘みや食感を見た目から想起させる手の込みよう。豪ごう勢せいゴージャス見た目が美味。いままでのループでも、目の端に入ったときに気にはなっていた。

「限定パフェ、お待たせいたしました」

「ああ、これです……このパフェ。では、いただきます……」

　パク、と疲つかれた様子の男性がパフェを一口──
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「──あの。カズちゃんとは、どういう関係なんですか？」

「っ」

　神崎さんは詩音に答える前に、すぐさま周囲を見回した。

　僕も見る。神崎さんの背後、隣のテーブル。そこではマスターが、何かの注文を受けていた。

「かしこまりました」

　マスターが一礼してテーブルを去り、そのままカウンターに掲かかげられたミニ黒板の『限定パフェ一日十食』という文字の上に『売り切れ』というマグネットステッカーを貼はった。つまり、先ほどの注文は限定パフェ最後の一個だったというわけだ。

　神崎さんは強きよう烈れつに眉まゆをひそめつつ、疑わしげにつぶやいた。

「…………パフェ？」

「パフェだね」

「いいですよねぇ、パフェ」

　見ると、詩音はうっとりした表情でマスターを見ていた。カウンターの向こうで、パフェを作り始めているマスターを。

「……噓でしょ？」

「え？　噓ではありません、本当です！　私は、パフェが、大好きです！」

　詩音が大声で宣言する。すると──

「──お嬢じようさん」

「はい？」

　……グ、とカウンターにいたマスターがぶっとい親指でサムズアップ。

　……グ、と詩音も返して微笑ほほえみあう。何かをわかりあったらしい。

　それでも神崎さんは、まだ納なつ得とくがいかないようだった。

「刻坂さんが時空を歪ゆがませて、世界の理ことわりを超こえてまで求めるものが……パフェ？」

「そこまで詩的に私のパフェ愛を表現してくれて、ありがとうございます、神崎さん」

「ただのパフェじゃなくて限定パフェだから」

　僕のフォローはフォローにならなかったのか、神崎さんは数秒間じっと目をつぶり──そのうち、諦あきらめたらしい。

「……いいわ。なんだろうと関係ない。あたしはやる」

　目を開いた神崎さんは立ち上がり、指を鳴らし、見下すように、威い圧あつ感かんを醸かもしだし──

「どうしたんですか、そんなに不安そうな顔をして」

「え、これ不安そうな顔？」

「……吐はきそう」

　神崎さんは表情に似合わない台詞せりふを言って、なにをするのかと思ったら。




「──そこのあなた」

「はい？」

「あたしに、パフェを寄よ越こしなさい」

「……はい？」

　それが吐きそうな人間の言うことか。

　神崎さんは隣のテーブルの男性にいきなりパフェを要求するという暴挙にでた。しかも高圧的な態度で、見下すようにして、命令形で。

　啞あ然ぜんとした僕が見守る前で、神崎さんはさらに続ける。

「聞こえなかった？　さっき注文したパフェを、あたしに寄越せって言ってるの」

「え……ええ!?　いや、そういうわけには」

「定価の倍額払はらうから。それでいいでしょ？」

　唐とう突とつな出来事に、詩音も戸と惑まどった様子だった。

「神崎さん……まさかそこまでしてパフェを食べたいなんて。気持ちはわかりますが」

「そりゃ、わかるだろうけど」

　元はといえば、詩音が発ほつ端たんなのだから。

　とはいえ、ここまでするとは。

「いや、その、そういうわけには……」

「あたしがこうしてお願いしてるのよ？　ほら、『ＹＥＳ』と言いなさい」

　神崎さんはそう言って、手にしたメニュー帳で男性客の頭をぽんぽん叩たたいた。

　ああもう、詩音が口出しする前に僕が行かねば──という使命感で席を立つ。

「ちょっと神崎さん。いくらなんでもそれは、その……態度が悪いよ」

「だって──相手に直接すがりついてお願いするなんて、恥はずかしいでしょう？　だからこうして、間接的にすがりついて」

「すがりついてたのそれ!?　す、すみません、なんかこの子、特とく殊しゆな性せい癖へきが」

　神崎さんにメニュー帳で頭を叩かれたままの男性に──なんだこの絵え面づら。とにかく謝る。すると、男性は遠えん慮りよがちな笑みを浮うかべて答えた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ。こういうの……嫌きらいじゃないから」

「ああ、それなら──むしろ駄だ目めだよ！」

「ただ……このパフェだけは譲ゆずれない。お金の問題じゃないんだ」

「お金の問題じゃないなら、なに？　言ってみなさい、何でもするから」

　高圧的な態度から発せられる極きよく端たんな言葉に、耳を疑う。

「ちょ、ちょっと神崎さん……うかつな事は言わない方が」

「うかつな事って？」

　神崎さんはわかっていない様子で訊きき返す。けれど、おじさんは違ちがった。顔を赤らめ、狼狽うろたえた様子で言った。

「な、何でもって……そんな、色いろ仕じ掛かけでくるなんて！」

　ああ……言わんこっちゃない。

　どうするんだろうと思っていたら、神崎さん、手にしたメニュー帳でぐいっ、とおじさんの頭部を容よう赦しやなくテーブルへと押さえつけた。そして冷れい徹てつな口調で一言。

「……この変態」

「あひっ」

　おじさんが妙みような声を上げて、でもちょっと嬉うれしそうに……やな光景。詩音には見せられないよと思ったけどそういうわけにもいかない、詩音もこの異常事態にとうとう横から口を挟はさんできた。

「神崎さん、先さき程ほどからいったい何を……？　そんなに顔を赤くして、恥ずかしそうに、いったいどうしたんですか？」

「顔を赤くして恥ずかしそうにって……これが？」

　とてもそうは見えないけど、詩音が言うならそうなのだろう。

　神崎さんはおじさんを押さえつけたまま、詩音に言った。

「刻坂さん……この男が、根こん拠きよなくあたしをいやらしい女扱あつかいしてきて」

「そんな……わかりませんが、わかりました。なにがあったかはわかりませんが、見過ごせません。神崎さんを辱はずかしめようというのなら……私が相手になります！」

「刻坂さん……！」

　神崎さんはなにやら感じ入った様子で詩音を見つめているけど、傍はたから見ると感動してばかりはいられない。

「いや、詩音も言葉を選ばないと。でないと──」

「そんな……二人がかりで色仕掛けだなんて！」

「──でないと、ほら、余計にややこしいことに」

「ああ、若者の性の乱れはこんなところまで！」

「いや、誤解です、乱れてないから！」

「毎原くん……！」

　神崎さんの視線を受けつつ、僕は誤解を解くべく言い放った。

「詩音はそんな子じゃありません、神崎さんと一いつ緒しよにしないでください！」

「……マイハラクン？」

「ん？　こわっ！　殺気!?」

　なぜか人殺しの顔でこちらを睨にらんでいる神崎さんに怯おびえていると。

「神崎さん……そんな悲しそうな顔をしないで……！」

「え、これ悲しそうな顔!?　殺されるかと」

「カズちゃん！　ひどいですよ！」

「あ、いや……うん、ごめん」

「……刻坂さん……」

　神崎さんが詩音を見つめる。そして──
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「──あの。カズちゃんとは、どういう関係……神崎さん？」

「…………」

　神崎さんは無言でテーブルに身を乗り出すと、唐突に詩音の胸ぐらを摑つかみ上げた。

「ちょ、詩音に何を──」

　僕が間に割って入る寸前──胸ぐらをつかまれた詩音が、神崎さんに向かってにっこりと微笑んだ。

「神崎さん、そんなに恥ずかしそうにして、どうかしたんですか？」

「え、これ恥ずかしがってるの……？」

　胸ぐらをつかんで睨みつけているようにしか見えない。

　けれど神崎さんは、ぽつりぽつりとつぶやくように語り出した。

「……刻坂さん……さっきは……かばってくれて、ありがとう」

「さっき？」

「……いいの、覚えて無くても」

「──あ」

　詩音が目を見開く。ああ……なんとなく、流れで僕にも理解できた。

　おそらく詩音にはいま、神崎さんがとてもとても、寂さみしそうな顔をしたように見えているのだろう。とてもそうは見えないけど。詩音はすこし躊躇ためらってから、いつも以上に優やさしく微笑んだ。

「……すみません。なんのことか、わからなくて。でも、ねえ神崎さん。私たち、お友達になりましょう。流なが留るちゃん──るうちゃん、と呼んでもいいですか？」

「え？」

　詩音は自然な動作で胸ぐらをつかむ手をほどき、そっと優しく手を添そえた。神崎さんがまん丸に目を見開く。そうしてしばらくじっと詩音を見つめた後──

　──笑った。頰ほおを染めて。美術品のように──いや、それよりも遥はるかに輝かがやく、幸福そうな笑顔で。僕は、普ふ段だんの表情とのギャップに愕がく然ぜんとしてしまい……見とれてしまった。

　直後──笑顔をひっこめた神崎さんは勢いよく僕の方へと向き直った。

「ねえ。パフェを手に入れれば、ループは終わるのよね？」

「え、あ、うん。いままでの傾けい向こうからいって、たぶん」

「……あたし絶対に、ループを終わらせるわ。だから刻坂さん、待ってて」

「はい。るうちゃんが、ループはないと理解する日がくるのを、お待ちしています」

「……うん」

　神崎さんは、何かを決意したらしき……でもやっぱり睨んでいるようにしか見えない表情で、隣となりの席のおじさんを振ふり返った。

「……けど、あの男、あんな変態だったなんて」

「いや、確かに多少の変態だとは思うけど、そこまでじゃないんじゃない？　さっきのループであの人の携けい帯たいを見てみたけど、待ち受け画像は奥さんと赤ちゃんと三人での家族写真だったし。アドレス帳の配はい偶ぐう者しやの項こう目もくにも『あっちゃん』って連れん絡らく先が登録してあったから、指輪はしてないけど既き婚こん者っぽいよ、多分」

「え……携帯を見たって、いつの間に」

「いや、君が話しかけたとき、おじさん携帯のロックかけないでテーブルに置いてたから。……なに、その顔？　詩音と違って、僕には怖こわい顔にしか見えないんだけど」

　神崎さんがじっとこちらを見てくる。すごいプレッシャー。

　詩音がなにか言ってくれないかな、と思っていたら。

「どうしたんですか、るうちゃん？　そんなに怖い顔をして」

「あ、これは怖い顔なの!?」

　改めてその表情の難解さを認にん識しきしていると、神崎さんが低めの声で訊きいてきた。

「あなた、悪い人？」

「悪い人って……心外だなぁ。君が引っかき回すから、僕は詩音を守るために動く。君の提示した条件の通りじゃないか。それより君には、僕の予言通り、さっそく詩音を危険にさらしたってことを反省してもらいたいんだけどね」

「っ、ごめんなさい……」

　わかってくれたかと思ったら。

「……次は上手うまくやるわ」

「ポジティブか」

「え……あたし、ポジティブ？」

　神崎さんは訊き返しつつ、無表情に僕の頭を鷲わしづかみ。

「痛だだだだ、アイアンクロー!?　なんで！」

「ふふ、るうちゃんったら、うれしそうに照れちゃって」

「うれしそうに照れ!?　これが!?　テロじゃなくて!?　いや、ポジティブっていうのは、皮肉だから！　皮肉！　照れなくていいやつ！」

「皮肉……ああ、やっぱり──そうよね、あたしが褒ほめられるわけないものね」

「るうちゃん、そう怒おこらないで！」

　詩音にそう言われた神崎さんは、無表情に僕の頭を鷲づかみ。

「痛だだ、怒っても結局アイアンクロー!?」

「ふぅ……とにかく、あたしはやるから……！　今度は、マスターに頼たのむわ」

　ひとしきり感情を発散させた神崎さんは立ち上がると、カウンターでパフェ作成中のマスターの前に立ち、言った。

「ねえ、限定パフェが食べたいんだけど」

　……相変わらず高圧的過ぎる。

　それに対してマスターは一いつ瞬しゆんうろたえたような表情を見せた後、穏おだやかな微笑ほほえみで答えた。

「申し訳ありません、お嬢じようさん。限定数は終わってしまってるんですよ。仕込みも、その日の数しか用意が──」

「頼むわ、なんとかして。あたしが食べたいと言ってるんだから」

「か、神崎さん、敬語ってものを使えないの？」

「だって……あたしみたいな女がしおらしい喋しやべり方をするなんて、恥はずかしいじゃない」

「……それ、ツッコみ待ちじゃなくて？」

　僕と神崎さんがそんなやりとりをしている間にも、マスターは見事な手て際ぎわでパフェを作っている。冷れい凍とう庫から取り出した数種類のアイスを、大きなスプーンで掬すくって躊躇いなくグラスに盛りつけていく。

「とにかく、同じものを、もう一個お願い」

「すみません──ルール破りは仁義にもとる。明日また来てください」

「明日じゃ──」

　なおも食い下がろうとするところに、様子見していた詩音も止めに入ってきた。

「るうちゃん、パフェが食べたいのは涎よだれが出じゅるほどわかりますが落ち着いて！」

　言葉の説得力が凄すごい。

「けど刻坂さん。これはあなたのために──あ」

　……ここでひとつトリビアを。『詩音は極きよく端たんに身体能力が高い。でも、運動神経も極端に悪い』。詩音は神崎さんとマスターの間に入ろうとしてバランスを崩くずし、カウンターに倒たおれかかり──パフェのグラスに、ぶつかってしまった。

「あ」

　パリン──グラスが落ちて、割れ、中身が床ゆかに散乱する。

「あ……誠に申し訳ありません。この弁べん償しようは必ず──」

　そんな詩音の謝罪を遮さえぎって、マスターがわななき叫さけんだ。

「あ──あっしのせいで！　お客様にお出しするはずのブツ、耳ぃそろえて用意できねぇだなんて！　く……申し訳ありやせん、お客人！」

　さっきまで温和なナイスミドルという感じだったマスターが豹ひよう変へん、がばっと服をはだけ入れ墨ずみだらけの背中を晒さらし、左手の親指をまな板の上で包丁に──入れ墨!?

「ちょ、ちょっと!?」

「この落とし前ぁ、エンコぁ詰つめて！」

「い、いやいやいや!?」

　パフェを頼んだおじさんも、この状じよう況きように狼狽うろたえながら慌あわててフォローする。

「ぼ、僕は大だい丈じよう夫ぶですから！　ただ……ただ、最さい期ごの思い出に、ここのパフェを、と思っただけで……はぁ」

　止めに入ってくれたはずのおじさんが、何がそんなにショックなのか、大げさにため息をつく。それを見たマスターは愕然とした後、先ほど以上に大きく震ふるえだした。

「くぅぅっ……お客様に喜んで貰もらうためにと足ぃ洗って始めた喫きつ茶さ店てん稼か業ぎよう、なのにお客様に悲しい思いをさせたとあっちゃあ天国の妻子を裏切ることになっちまう！」

「い、いやいやいや、僕のパフェ程度でそんな、大げさな！」

「ここぁ責任を取らせてくだせえ！　エンコで不足なら、腹ぁかっさばいて！」

「いや、だから！」

「ちょっと、止やめ！」

「うおおおおおお！」

「きゃあああ！」

「うわああああああああ！」





（２の７）






「──あの。カズちゃんとは、どういう関係なんですか？」

「……っ」

　僕も神崎さんもなんと言っていいかわからず固まっていると、パフェの注文を受けたマスターが僕らのテーブルの横を通り過ぎざま──

「……お嬢さん」

　と、険しい表情の神崎さんに声をかけてきた。

「なに？」

「──殺気はしまっときな。そんなおっかねえツラ、カタギにぁ不要です」

「……そう、わかったわ」

　それだけ言うと、何事もなかったかのように通り過ぎていく。

　マスターがカウンター奥に離はなれてから、神崎さんは小さく鼻を鳴らして言った。

「ふん……超ちよう怖こわかった」

「あ、怖がってたんだ。君の顔のほうがって言いたいけど正直、超同感だよ」

「お二人とも、どうかしたのですか？」

「いえ、ただ、今のマスター……」

「はい、とても優しくていい方です。神崎さん、お知り合いなのですか？」

「…………いいえ」

「……まあ、詩音がいい人だって言うからには、いい人なんだろうね。詩音の人を見る目は確かだから。それでちょっと安心したよ」

　そうして僕はなんとか胸をなで下ろした。それにしても、マスターはいい人……そしてパフェのおじさんは家族がいるのかいないのか微び妙みような感じで、最後の思い出にパフェを食べに……

　……これ、なんとかなるかもしれない。

　しかし、それを伝えるべき神崎さんはいまだに硬かたい表情。さっきのどたばたに対する恐きよう怖ふが抜ぬけないのか？　なら、これは説得するいいチャンスかもしれない。

「神崎さん……わかった？　ループ中に動くことは危険だって」

「……さっきの出来事は、ループとは関係なくない？」

「一見関係ないことが起こるのもループの怖いところだよ。だからもう、無理にクリアを目指すのはやめよう？」

「…………」

　これで引き下がればいいと思ったのだけど。

　まずそもそもに──神崎さんは、怖さに表情を硬くしていたのではなかったらしい。

　神崎さんが真しん剣けんな表情で口にしたのは、予想外のことについて。

「……いま、刻坂さんがあたしのことを神崎さんって呼んだ。るうちゃん、じゃなくて」

「るうちゃん、ですか？　神崎さん？」

　詩音が不思議そうな表情をする。

　あ──いま僕は、神崎さんの表情を、初めて読み取れたような気がした。

　とてもとても、寂さみしそうな……いや、それは僕の心を投とう影えいしているだけなのか……なんにしろ、一瞬のこと。神崎さんは奥歯をかみしめ、覚かく悟ごを決めた表情で顔を上げた。

「──たった数回のループで、あたしはもう何度も大事なものを失ってる。やっぱり、このままなんて認められない。あたしは、ループを止める」

「……そう。じゃあ、しょうがない。ちょっと待ってて」

　僕は、膝ひざの上で十本の指を走らせた。

　架か空くうのキーボードを叩たたく。僕の思考法。

　この世は、良くも悪くも伏ふく線せんだらけ。ループを経験するようになってから、より強くそれを実感するようになった。それらの伏線を一本に繫つなげれば──

「……うん。神崎さん……お願いしていい？」







「──そこのあなた。あたしに、パフェを寄よ越こしなさい」

　神崎さんが、とびきり高圧的な態度でおじさんに迫せまる。

　おじさんはいじっていた携けい帯たいをテーブルに置き、神崎さんを見上げた。気のせいか、何かを期待するような表情で。

「は、はい？」

「聞こえなかった？　さっき注文したパフェを、あたしに寄越せって言ってるの」

「え……ええ!?　いや、そういうわけには」

「定価の倍額払はらうから。それでいいでしょ？　──この、物欲しそうな豚ぶたが」

「い、いやいや、ちょっと神崎さん？　すみません、この子、ちょっとおかしくて」

　止めに入るふりをしつつ、神崎さんに小声で尋たずねる。

「なに最後の台詞せりふ。アドリブ？」

「いえ、なんとなく、そう見えたから」

「物欲しそうな豚に見えたの!?」

　神崎さん、単なるコミュ障じゃなくって絶対、別方面への才能があると思うんだけど……まあいい。神崎さんも小声で訊きいてきた。

「で、どう？　携帯の方は」

「できたよ。余よ裕ゆうで。あとは様子見、駄だ目めだったら次のループで──」

　そのとき──おじさんの携帯電話が鳴り出した。




「っ……」

　おじさんが沈ちん黙もくし、硬こう直ちよくする。

　僕も神崎さんも、詩音もマスターも注目する。

　スマホの画面には、配はい偶ぐう者しやとして登録されていた『あっちゃん』の着信表示。

「……出ないんですか？　奥さんからの電話」

「あ……すみません、放ほうっておいてくれないかな」

　不快感をにじませた拒きよ絶ぜつの言葉。僕の声かけに対する、実にまっとうな反応。

　しかし僕は引き下がらない。

　どうせループだ。そして……もしループじゃなくても、いまは引き下がるべきときではない気がする。

「別居ですか？　それとも離り婚こん？　気まずくて出られないんですか？　向こうはかけてきてるのに。最期にパフェを食べたら死にに行こう、という決意が薄うすらぐからですか？」

　矢や継つぎ早な僕の言葉に、おじさんが目に見えて狼狽える。

「な、なんでそれを……いや、なんで君に、そんなこと……いったい、なにを」

「違ちがうんですか？　違わないなら……出た方がいいんじゃないですか。電話、最期に」

「か、関係ない──」

　そう、関係ない。だから、どうしてもあまり強くは言えない。言う気になれない。

　僕は。

　でも、彼女は違う。彼女は、こんなことは見み逃のがさない。




「──事情はわかりませんが、わかりました！」




　詩音。この状況に、彼女が黙だまっているわけがない。席を立った詩音はお腹なかの前で手を組みつつ、堂々とした立ち姿で、おじさんに向かって訴うつたえかけた。

「迷ってはいけません、電話に出てください。出るべきです。だって、一度は結婚までした相手なのでしょう？　ならば、過去になにがあったとしてもきちんと向き合うべきです。だってあなたはいま、その着信表示を見て──うれしそうな表情をしていました」

「そ、そんな顔？　僕は──」

　詩音は表情を見み抜ぬく。人の気持ちに敏びん感かん。だから、間違ったことは言っていないはず。

　けれど……その言葉が万ばん人にんに届くとは限らない。

　他人とは異なる直感から来る言葉だし、所しよ詮せんは女子高生だし。

　でも、この餌えさにかかったのは──この餌で狙ねらったのは、彼女だけじゃない。

　僕は振ふり向いた。そこで、もの言いたげにこちらを見ていた人物に声をかける。

「ねえ、どう思います？　マスター」

「そ、そりゃあ……そのお嬢じようさんの言う通りだ、出るべきでさぁ、旦だん那な！」

　いきなり任にん俠きようモードのマスターが、肩かたをはだけ入れ墨を見せつつ、おじさんに近寄って……本気になると、脱ぬがざるを得ないのだろうか、この人？　とにかく、マスターはビビっているおじさんにお構いなしに、身を乗り出すようにして語り出した。

「何があったかはわからねえ、けど妻も子供もまだこの世にいるってぇなら責任とらにゃあいけやせんぜ！　縁えんってやつぁ決して切れねえもんだ。なら、受け止めるしかねぇでしょう！　あっしに免めんじて──天国にいるあっしの妻子に免じて、さあ！」

　──縁は切れない

　その言葉が、妙みように耳に残った。

「べ、別に、そんな大した電話じゃ…………でも、わかりました。出ますから」

　もはやまともに考える余裕がなくなったのか、なんなのか。おじさんはいまだ鳴り続けていた携帯を手に取ると通話ボタンを押した。皆みんなが固かた唾ずをのんで見守る中、おじさんが会話を始めた。

「はい……うん、どうか、した？　え？　いや、してないけど……うん、じゃあ」

　短くそれだけで切ろうとした雰ふん囲い気きを察して、詩音とマスターが、ぐっと顔を近づける。

　圧に負けて、おじさんは話を続けた。

「……さ、最近、どう？　こっちは……そうだ。パフェ、食べに来てる。そう、あのパフェ。なんでだろう、なんか懐なつかしくてね……うん…………うん、そう……うん」

　声が震ふるえる。程ほどなくして、涙なみだをこぼした。

「……いや、結局、逃にげたのは僕だ。僕が悪かった。だから……え？　本当に？　そう……わかった。じゃあ、また連れん絡らくするよ。うん────ありがとう」

　電話を切り、涙を拭ふいて、長い息をついてから……おじさんが顔を上げた。

「あの……結局なんだったのか、まったくわけがわかりませんが……皆みなさん、ありがとうございます。出てよかった」

「いいえ、あっしぁ何も……これも一つの、縁ってやつでさぁ。あ、そうだ」

　マスターは、カウンターの上でちょっと溶とけ始めている限定パフェを手に取った。

　あのパフェ。そう、あのパフェ。




　おじさんの家族なんて正直、実際、全然どうでもいいのだ。

　そんなもの、あのパフェを手に入れるための過程でしかないのだから。




　僕がなんと言い出そうか迷っている前で、マスターが言った。

「ちょうど仕上がってたこのパフェ」

「あ、はい。以前に一度、家族で来たことがあって、懐かしくて──」

「ああ、やっぱりあのときの。そうでしたか……では、今日はあっしのおごりです、ぐいっといってくだせえ」

「本当ですか？　じゃあ遠えん慮りよなく」

　遠慮しろよ！　と言うわけにもいかないので、代わりに──

「あ……おじさん！　でも、ほら、いますぐ行かなきゃいけないところがあるんじゃないですか？　ねえ、ほら、ね？」

「え、いますぐ？」

「そうですよ、ほら、あそこ、あのー……ねえ？」

　なにも思いつかないので、勢いだけでおじさんを促うながす。果たしておじさんは、納なつ得とくした表情で勝手に頷うなずいてくれた。

「……そうですね。確かに。いますぐ子供のところに行って、謝ってきます！」

「で、ですよね！　それがいいですよ！」

「そうですかい。ではすぐに、このパフェを食べて──」

「いや、善は急げ！　一秒だって早いほうがいいですから、こういうことは！　ね？」

「あー……じゃあ、そうします。すみません、お気持ちだけ。やっぱり、お代も置いていきますんで」

　おじさんが鞄かばんを持って立ち上がる。よし、完全に立ち去る気配だ。

「お、そうですかい？　そうしたらしょうがねえ、このパフェは──」

「そ、そのパフェは……？」

　期待をもって見つめる前で、マスターはパフェをぐいっと差し出した。




「どうぞ、持ってってくだせぇ」

　帰り支じ度たくのおじさんに向かって。




「噓うそだろオイ!?」

　思わず膝から崩くずれ落ちそうになる。けれど、おじさんは笑え顔がおで言った。

「いやあ、溶けてしまいますから。……今度、子供と食べに来ますよ」

「……そうか。そうですね、ええ、お待ちしております」

「じゃあ、また」

　カランコロン──とドアベルが鳴り、おじさんが去って行く。

　一呼吸半の沈黙。なんとなく空気が入れ替かわり、店内ＢＧＭが意識され出した頃ころ……

「……さて。ではこのパフェは…………ああ、お嬢さんがた、よろしけ」

「「よろしいです！」」

　僕と神崎さんのハモった声に、マスターが目を丸くした。

　横目に時計を見る……三秒、二秒、一秒──

　──リセットしない。ループはクリアできたらしい。







「……そういえばさっき、携けい帯たいをいじってなにを送ったの？　あの人の奥さんに」

　テーブルに戻もどるとき、神崎さんがこっそり訊いてきた。

「何って、何も？」

「何も、って……だって、あんな」

「ワン切り。着信履り歴れきを残しただけだよ」

「……それだけ？」

　神崎さんが、信じられないといった様子でこちらを見ている。

　でも、それだけ。もともとそういう作戦だった。

　おじさんはパフェのことを「最後の思い出に」と言っていた。つまりおじさんはここを去るか──この世を去るかするということ。どちらにしろ心残りがあるのは見て取れた。携帯の待ち受けを家族写真にしてるのに、最近連絡を取った気配がない。亡なくなってるのかとも思ったけど、それだと指輪をしてないのに違い和わ感かんがあるし、マスターの「天国の妻子」って言葉にも「僕のパフェ程度」と控ひかえめな態度だった。もし生きてるのなら、彼を助けられるのはその妻子とやらが順当だろう。そこまで想像したら、あとは簡単。

「──必要なのはきっかけ。それも何気ないやつ。あとはまあ、女子高生のおせっかい。元やくざの人情。思い出のパフェ。十回足らずのループ──それだけあれば事足りる。だってこの世界に、やり直せないことなんてないんだから」

「…………ふん。……ありがとう、毎原くん」

「──ッ」

　思わず呼吸が止まる。神崎さんが──はにかんでいた。

　微笑ほほえむような口元で、伏ふし目がちに、頰ほおを染め、ふわりとした空気をまとって。

　驚おどろいて見ていると、視線に気づいた神崎さんがすぐまた冷たい目つきで見下してきた。

「なに？」

「……いいえ？」

「……まあいいわ。けど……はぁ。たかがパフェひとつで、こんなに大変だなんて。労力に見合ってないわ」

「だから言ったろ。ループはやり過ごすのが一番って。…………けど、詩音もただパフェのためだけに、こんなことは起こさないと思うよ、たぶん」

「？　パフェのためじゃないって、だって、現にパフェを手に入れたらこうしてループはクリアして──」

　そう言いながら神崎さんが席に着くと、先に座って待っていた詩音が嬉うれしそうにパフェを──神崎さんの前に、差し出してきた。

「神崎さん。これ、どうぞ」

「え」

「実は私、このお店が初めての神崎さんにはぜひ、これを食べて欲しいな、って思ってたんです。甘い物が好きなら、絶対に気に入りますから！　限定数が終わってて残念だったのですが、まさかこんな偶ぐう然ぜんに手に入るなんて！　本当に良かったです！　さ、どうぞ！」

　詩音はにっこり笑って、パフェを前にした神崎さんを見つめている。

　神崎さんは呆ぼう然ぜんとした様子で詩音を見て、つぶやいた。

「……これ、あたしのために？」

　次に僕の方を見て、もう一度。

「これ、あたしのために？」

　僕は頷いてから、答えた。

「神崎さん。なにか詩音に言ったら？」

「あ……あの、刻坂さん……あたしのこと、る……るうちゃん、って呼んでくれる？」

「では私のことも、詩音と呼んでください──るうちゃん」

「……ありがとう。詩音ちゃん。詩音ちゃんもこれ、食べて。半分こ」

　そう言って、神崎さんが笑った──いままでで、一番の笑みで。

　ほら、この瞬しゆん間かんのためだというのなら、労力に見合わないことなんてない……などと一いつ瞬しゆん思ったけど、やっぱり駄だ目めだ。ループのたびにこんな手間とリスクを取る必要は無い。

　そう思ったのに、「『半分こ』なんて言っちゃった……夢がひとつ叶かなった……」などとつぶやきつつパフェを一口食べた神崎さんは、詩音に対してこう言った。

「あたし……詩音ちゃんの望みを叶えるわ。なにがあろうとも──何度ループしても」

「ちょ、神崎さん……そういう、ループを利用しようみたいな考えは危険だよ」

「もちろん、毎原くんの言うこともわかった気がする。リスクがある、危険が及およぶかも、って。でもね……たった数回のループで、あたしもう、何度も友達を失った」

　そのまっすぐな瞳で見つめられると、言葉に詰つまる。

「だから、毎原くんに提案──違ちがう、お願い。あたしはループを認められない。解決するために、全力で動く。だから……だからあなたが詩音ちゃんを、守ってあげて」

「……それはまあ、言われなくても、だけど」

　結局……神崎さんの意見を押しつけられただけのような気がする。

　けれど、反論する気にもなれなかった。僕は、押しに弱いのかもしれない。

　そんな会話を交わす僕たちを見て、詩音はなぜかとても嬉しそうだった。

「ふふ。私、モテモテですね。でも二人に一つだけ言っておきますが──」

　詩音は大げさな動作でパフェ用のスプーンを手に取ると、

「ループなんて、ありません。そんな便利なものはないからこそ──この一日十食の限定パフェが、こんなにありがたく感じられるんじゃないですか」

　そう言って、実に美味おいしそうにパフェを一口ほおばった。







三周目　「それではぁ……テストを始めます」








（３の１）






「知ってっか？　隣となりのクラスに来た転校生の噂うわさ」

「え、そんなかわいそうな人が？」

　休み時間の教室、ブタ鼻がチャーミングな坊ぼう主ず頭あたまのクラスメイト花はな田だくんは、時代の一歩先を行く僕の返事に困こん惑わくした表情を見せた。

「……かわいそう？」

「だってそれ、神かん崎ざきさんの話だろ？」

「なんだよ、やっぱり知ってんじゃん。神崎様のこと」

「知ってたというか、ただ単に……様？」

　演劇部員の花田くんらしいよく通る声に混じった気になる単語に眉まゆをひそめたところで、教室後方の扉とびらが開いた。

　扉が開くなんてよくあること。だけど、不思議なものでその開き方はどこか人目を引いた。鋭するどい、けれどうるさくはない、たとえるなら一刀のもとに首をはねるような快音。

　思わず見る。そこには直感的に予想した通りの人物──神崎さんが立っていた。

「……ふん」

　教室で見ると改めて、一人だけ周囲から浮ういてるような美人ぶり。規則通りに着こなした制服姿に長い黒くろ髪かみ、凜りんと立つその姿を前にしたら単なる教室扉も気の利いた舞ぶ台たい装置に見えるくらい。けれど──神崎さんは鼻を鳴らしたあと、周囲の人々を睨にらみ、見下すように視線を一周させた。

　その先にいた生徒たちが皆みな、順じゆん繰ぐりに肩かたをすくめていく。びくびく。どんな強面こわもての教師に睨まれてもこんなことにはならないだろうに、身長百七十センチ足らずの同い年の女子高生に、男子も含ふくめて全員が畏い縮しゆくしていた。見とれることを許さないような威い圧あつ感かん。

　……なにしにきたんだ、あのぼっち。

　いやな予感がする間もなく、やっぱり神崎さんは僕の──僕と詩し音おんが並んで座っている教室後方の一角へ向かってくると、まず僕の顔を見て、わずかに目を細めて言ってきた。

「相変わらず、貧相な顔ね、毎まい原はらくん」

「ええと、まさか開口一番、顔が貧相なんて言われるわけないし──いまの、何語？」

「日本語だけど？」

「ニーフォ・ンーゴ……ダーケドゥー？」

　未知の言語に眉をひそめる僕の机から、神崎さんがシャーペンを拾い上げた。

「……耳が悪いのかしら？」

「やめよう神崎さん、尖とがった物を手に僕の耳穴を睨むのは」

「……それとも、脳が？」

「尖った物を手に僕の耳穴を睨みながら、脳の話をするのもやめよう？」

　思わず耳を隠かくして半歩腰こしを退ひく。黙だまって僕らの様子を窺うかがう周囲の生徒らは僕の一・五倍……いや、十五倍は緊きん張ちようしているようだった。けど──

「カズちゃん、耳かきしてほしいんですか？」

『そんなの関係ねえ』でおなじみ、詩音だけはいつも通りの朗ほがらかなテンションで僕らの間に割り込んできた。

「耳かきって、ちょっと詩音──こんな明るいうちから、そんな大だい胆たんな発言」

「え、けど耳かきは、明るいところでやらないと危険ですよ？」

「そりゃね。暗いところで耳かきなんて……一線を越こえかねないし」

「一線…………鼓こ膜まく？」

　それを越えるのはやばい。

「でもまあ、してほしいかって言われたら、それは、まあ……ねえ」

「そうですか。してほしいそうですよ、るうちゃん」

「そう。仕方ないわね。任せなさい」

「え？　いや、神崎さんは結構なんで。触さわらないで？」

「…………へえ？」

「あれ、断ってるのになんで尖った物を僕の耳に!?　怖こわい怖い怖い！」

「もう、カズちゃん。るうちゃんがあんなに恥はずかしそうに承しよう諾だくしたのに断るなんて、無神経ですよ？」

「恥ずかしそうにしてた!?　いや、ごめん。でも結構ですから、落ち着いてドードー」

「……いいわ。あなたみたいなゲスには興味ないの──ねえ、詩音ちゃん」

「はい？」

「あたしの話、聞きたい？」

「はい、ぜひ」

「そう……あたしには別に、話なんてないんだけど」

「あら、そうなんですか」

「「「ッ!?」」」

　ざわっ……教室中が戦せん慄りつする。

　いまの会話。険しい表情の神崎さんが笑え顔がおの詩音に喧けん嘩かを売っているとしか思えない。

　思えない──けど、まあ、たぶん違うんだろうなぁ……

「あの、神崎さん……それ、たぶんもっと他ほかに言い方ってものがあると思うんだよ」

「何のこと？」

「たとえば、こう……『最近何もなくてさー、詩音ちゃんなんかあったー』……とか？」

　神崎さんの言いたいことを推測しながら、おそるおそる提案すると。

「……毎原くん。生意気な口をきくわね」

「うぶぶぶぶぶぶ!?」

　痛い。僕を見下す神崎さんの細い指に、席に着いたままの僕の唇くちびるが思い切りつまみ上げられた。しまった、推測は間違っていたか……と思ったら。

「さすがカズちゃん。るうちゃんも、こんなに感心して」

「ぶぶぶぶぶぶぶぶぶ!?（感心してるのこれ!?）」

　声なきつっこみが唇を震ふるわせる。

　そのとき、チャイムが鳴った。もう授業が始まる。

「……ふん」

　神崎さんは僕の唇を手放すとそのまま教室の出口に向かい、最後に振ふり向き一言。

「──また来るわ。待ってなさい」

「首を洗って？」

「……ふっ」

　僕の問いに冷たく笑い、去って行く。

　ぞっとするような美しく冷れい酷こくな笑み。たぶん悪意はないとわかっている僕でも背筋が冷える。他の生徒なら、なにをかいわんや。

　神崎さんの消えた後の教室では、気のいい女子たちが詩音に詰め寄っていた。

「と、刻とき坂さかさん駄目だよ、刺し激げきしちゃ！　殺されちゃうよ!?」

「やだなー、るうちゃんはそんなことしませんよ」

「それは刻坂さんの勘かん違ちがいだって！」

　明るく社交的な学級委員タイプの女の子、喜き久く井いさんが特に熱心に説得している。肩にかかる程度の髪は丁てい寧ねいにセットされ、制服を適度に着き崩くずし、控ひかえめなリップグロス、近づくとわかる程度のシャンプーの香かおり。いい意味で普ふ通つうにおしゃれ、そして面めん倒どう見みのいい友達思い。詩音を心配してくれるなんて、いい人だなぁと感心する。

　一方で、僕の方にも花田くんが恐おそる恐る訊きいてきた。

「毎原、神崎様と、その──親しいん？」

「そう見えた？」

「いや、ぜんぜん」

「なら良かった。……ところで『様』ってなに？」

「敬けい称しようだろ？」

「なら知ってた」

　……まあいいや。深入りはやめておこう。

　しかし神崎さん──休み時間に友達と雑談しに来るだけでこの有様。さすがというか、なんというか。







「ええとぉ……授業をぉ……はじめるんでぇ…………ね？」

　教室に入ってきた担任にして世界史教師、分厚いメガネとだぼだぼのジャージが特とく徴ちよう的な女性の長なが沢さわひかり先生は、いつものようにおどおどした態度で控えめに指示をした。

　それに対して。

「はい！　さあみんな、席に着こう！　授業が始まるよ！」

　率そつ先せんして声をだし、きびきびした動作で皆を促うながす。

　僕が。

「……毎原、長沢ちゃんに対して特とく殊しゆな性せい癖へきでも持ってるの？」

「バカを言うなよ、花田くん。これは、長沢先生に対する純じゆん粋すいな敬意の表れだから。──先生！　準備できました！」

「あぁ……いつもごめんなさい、毎原さん」

　ずりおちるメガネを押し上げお礼を述べてくる。恐れ多い。お礼を言うのはこちらの方だ。担任でいてくれてありがとうございます。僕は長沢先生ほどの教師を他に知らない。

　ただ、他の生徒にとって長沢先生はただのおどおどした、世界史教師なのにジャージを着てくるおかしな女教師に過ぎない。その他の特徴といえばただ一つ──




「授業時間はあと三十分ですね。それではぁ……テストを始めます」

　──毎単元の区切りごとに長めのテストをする先生、ということくらいか。

　このテストだって一いつ般ぱんに売られている教材そのままではなく、ちゃんと授業の進行に合わせて自分で手を加えた手間のかかったものになっている。すばらしい先生だというのに、他の生徒たちの印象は「テストが多いから、回答を当てられなくていい」とか、「授業中のテストが内申に響ひびくから、手が抜ぬけなくて面めん倒どうくさい」とか、その程度。まったくわかっていない。

　……とはいえ。

　あまり授業に熱心ではない僕は、小説で読んだ戦国とか幕末ならともかく世界史となるとさっぱり。テストの解答欄らんも半分以上は勘かんで埋うめ、あとは空くう欄らんに『いつもお疲つかれさまです』から始まる長沢先生へのお礼状をしたためつつ、天気を眺ながめていた。

　以前「こういうのはいいですからぁ……もっと解答に時間をかけてくださいね」と困った顔で言われたけど、暗記テストの問題なんて時間をかけて解けるものではないし。あ、これも書いておこう。『先生はああ言いましたが、暗記科目は時間をかけても──』

　……ふぅ。なかなかの名文。天気もいい。この、テスト中の教室の空気。隣となりの教室からの板書の音、遠くからは体育の声、こういうのってちょっと好きだ。

　そんな、静せい謐ひつな空気の中──




　くぅ～うう……




　……お腹なかの音。静せい寂じやくの中、実にはっきりと。教室中のすべてのペンが思わず止まるくらいの見事な快音だった。

　そして僕にはそれが、誰だれのお腹の音かが瞬しゆん時じにわかった。

　それは僕が他人のお腹の音を聞き分けられる変態だから、ではなく。

　その音が鳴った次の瞬間──
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「それではぁ……テストを始めます」

　──ループしていたからだ。

「………………………………マジでか」

　思わず眉み間けんを押さえてうずくまる。

　お腹の音を聞かれた恥ずかしさで、ループしたのか。その悲劇が避さけられないものとして確定した瞬間──テストの開始時点まで。

　詩音……かわいいなあ。

　ひとしきり納なつ得とくした後、ペンをあごに当ててどうしようか考える。

　暇ひまだ。

　せっかくの名文も消えてしまった。あれはもったいなかった。同じ文章はもう書けない。それに、また消えてしまうのなら書き直す気にもならない。はぁーあ……

　なんとなく詩音のほうを向いたら、目が合った。

　僕はどんな表情をしていたのか。詩音はすこし怪け訝げんそうな──心配そうな顔をした。詩音は、僕が『暇だーオーラ』を出しているといつも妙みように心配そうな顔をする。僕は少し笑いかけてから、目線を窓へ。

　……いい天気だなあ。

　小説を読もうにも、テスト中だし。

　携けい帯たいは机の中。

　解答を書き切ったら、もうやることがない。

　でも、まあ、ぼーっとするか。

　度たび重かさなるループで体得したスキル。起きたまま眠ねむるような心持ちでやり過ごす。

　今回もそのスキルを発動させて、静かな空気を────




　──ざわざわ。




　……違い和わ感かんに意識を覚かく醒せいさせる。他の生徒が、何かを見ている。何を？　扉とびらの……

「うわ……ッ！」

　思わず声が出て、自分で口を覆おおう。

　…………ドアに取り付けられた、窓から。

　鬼おにのような形相の、神崎さんが、僕を見て、手招いていた。

「……あれって」

「神崎様……？」

「授業中なのに……」

　ひそひそした会話。

　やがて、教室を巡じゆん回かいしていた長沢先生もそれに気づいたらしい。

「……神崎さん？　どうかしましたか？」

「ふん……失礼」

　扉を開けられた神崎さんは、迎むかえ入れられてもいないのにズカズカと教室に入り込んでくると、信じたくないことに僕の前に立ち止まり、そして言った。

「毎原くん。あたしが連れん絡らくしてるのに、応答しないとはどういうつもり？」

「え。いや、神崎さん、いま授業中……」

「関係ないわ。いまの状じよう況きよう、わかってるでしょう」

　ループのことは秘密にしようって言ってあるのに。いや、言ってあるから、この曖あい昧まいな表現なのか。しかし……

「毎原に？　連絡？」

「どういう関係？」

「え、あの二人って、そういう……」

　ひそひそと、よからぬ噂うわさが聞こえてくる。

「えっと、ごめん。あやまるから、今回はとりあえず──」

　僕の答えを待たずに、神崎さんはそのまま詩音の前へ。

「詩音ちゃん」

「どうしたんですか、るうちゃん？」

　神崎さんは、先ほどの怒いかり心頭と変わらぬ態度で一言。

「何か、文句ある？」

「いいえ？　特にありませんよ」




　──ざわわっ




「宣戦布告？」

「毎原くんを取り合い!?」

　そんな声が聞こえてくる。

　違ちがう違う。そうじゃない。神崎さんはこう訊ききたいだけなんだ。

『ループを起こした原因たる、詩音の望みはなにか？』

　そこに悪意はなく、悪意がないのをわかっているであろう詩音はちょっと戸と惑まどいつつも普ふ通つうに応じたのだ。ただし、他人にはそうは見えない。正直、僕にもそうは見えない。

「あの、神崎さん……お腹の音」

「は？」

「詩音の、お腹の音が原因だよ」

「……そんなわけ」

　僕のひそひそ発言に、神崎さんが冷たく言い放とうとした刹せつ那な。

「そういえば、お腹がすきましたね……」

　という詩音の言葉と共に。




　くぅ～うう……
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「それではぁ……テストを始めます」

　……はぁ。やっぱり、応じないと駄だ目めだよねぇ……

　気は乗らないけど、しょうがない。

　カンニング扱あつかいされるのを覚かく悟ごの上で、机の陰かげでこそこそと携帯を操作する。

　神崎さんを登録しておいたメッセージアプリに、さっそく連絡が入っている。

『お腹の音!?　そんなわけないでしょう!?』

『神崎さん……ついに恐おそるべき秘密を打ち明ける時がきたようだね』

『秘密……？』

『実は……』




『……詩音のループは八割方、すごくどうでもいい理由で起きるんだ』



















　…………既き読どくスルー。

　疑っているのか、ショックを受けているのか。

　しばらくして、返信。

『でも、このあいだのパフェのときみたいに、実は誰かのため、っていう』

『あれは詩音の性格的にもあそこでパフェにこだわるのは不自然だったし自分のためじゃないって推測できたけど、今回のはまず間ま違ちがいなく、うっかり恥はずかしループだよ』

『うっかり恥ずかしループ!?』

『うっかり恥ずかしループ』

『うっかり恥ずかしループ……』

　もうしばらくこの単語だけで会話できないかと思ったけど、神崎さんは気が短かった。

『……いいわ。なんにしろ、あたしに出来ることは決まってる』

『なにかするつもり？　今回こそは、ループの自然解消──強制クリアまで放置した方がいいと思うけど。だって、お腹の音くらい、ねえ？』

『いいから。あたしが合図したら、詩音ちゃんに上を見るように伝えなさい』

　……上？







　カンニングだと思われなければいいけど。先生にも、そして詩音にも。

　心配しながら、ノートの切れ端はしに書いた手紙を詩音に投げ渡わたす。

　果たして、詩音は怪訝そうな表情ながらそれを開いて読んでくれた。

　中身は『上を見てて』と書いてある。

　普通なら、僕のほうに戸惑いや、疑問の表情を向けてくることだろう。

　けれどそこは詩音。読んだら速そつ攻こう、天てん井じようを眺ながめ始めた。

　……で、こっからどうするんだろう？　神崎さんは……

　……いた。

　教室の前扉がすーっと開き、隙すき間まから神崎さんが見えた。

　……まさか、と思った刹那。




「──せっ！」

　ひゅん

「痛っ！」




「投げた!?」

　神崎さんがかけ声と共に投げた何らかの物体が、詩音の額に思い切り直ちよく撃げきしてはじけ飛んだ。

　パン！　という音がして粉々に。この香かおり──

「……クッキー？」

「え、え……か、神崎さん？　いったい何をしてるんですかぁ……？」

「──ちっ」

　戸惑った様子の長沢先生に見つかった神崎さんが、舌打ち一つして去って行く。

　クラスの生徒たちは啞あ然ぜん呆ぼう然ぜん。その中から徐じよ々じよに──

「……神崎様、ここまで刻坂さんに嫌いやがらせを」

「まさか──毎原くんを奪うばい合って？」

　ちょっと待てどうしてそうなる。

　教室の恋れん愛あい脳に文句を言いたくなりつつ、詩音の様子を窺うかがうと、

「すー…………はー…………」

　深呼吸をした後に、舌なめずりして、不思議そうな表情でぽつりと一言。

「…………さしいれ？」




　くぅ～うう……





（３の４）






「それではぁ……テストを始めます」

『──おしかったわ。次は決める』

　携けい帯たいに表示された文面に気が遠くなる。

『いや、神崎さん？　いきなりクッキー投げるって……詩音をなんだと思ってるの？』

『馬ば鹿かにしないで。詩音ちゃんは人間よ。人間の腹鳴は空腹時の胃腸内蠕ぜん動どう運動、またはそれとは関係のない腸内ガスの移動によって起きるものだけど今回はおそらく前者、となれば胃内に食べ物を入れることで蠕動運動を抑よく制せいできるはず』

『いやそうじゃなく』

　携帯越ごしに文句を言う。

『例えば神崎さんの口に突とつ然ぜんなんだかよくわからないものが放り込まれたらどうする？』

『滅ほろぼす』

『何を!?　怖こわっ……とにかく、あれじゃあ神崎さんがおかしなことをしたって思われて、遺い恨こんが残るよ。やっぱり、何もしないで時間をつぶしたほうがいいって』

　そんな親身な説得に対して。

『大だい丈じよう夫ぶ。任せて』

『……ニー・フォン・ゴワーカルー？』

　……返信がない。

　なんかもう逃にげ出したいくらいいやな予感がするけど、逃げるわけにもいかない。

　ああ神様──なんて祈いのろう？　わからないから世界平和を祈っていると。

　ガラッ

「失礼」

「は？」

　教室の扉とびらが開いて──ヨーロッパの映画にでも出てきそうな大おお仰ぎようなコートを羽織り、サングラスにマスクをした女性が入ってきた。そして言う。

「毎原──あれ、下の名前……まあいいわ。毎原弟の姉の、毎原姉です。毎原弟の忘れ物を届けに来たわ」

「え、と……お姉さん？　毎原さんにお姉さんなんて、いましたっけ……？」

「じゃあ妹で」

　設定と意思が弱い。そして考えが浅い。あとそのたたずまいで妹はない。

　反応できずに固まっていると、長沢先生が常識的な対応をし始めた。

「あのぉ、ご家族の方は事務室でお待ちいただくか、そちらに荷物を預けていただくことになっておりましてぇ……それに、いまはテスト中でぇ……」

「ふん。細かいことは気にしないでくれる？」

「ええぇ……!?」

「ほら、毎原く……弟、じゃなくてえっと、兄？　これ」

「……いや、うん」

　いま巷ちまたで人気のゆるキャラ『ぐらほぐ君』のキャラクタートートバッグを差し出され、受け取る。予想通り、中には買ってきたばかりらしきお菓か子し類が入っていた。

　これを詩音に分けてあげて、授業中につまみ食いさせれば、もしかしたらループは突とつ破ぱできるのかもしれないけど……この状じよう況きようで突破したらそれ、どう収しゆう拾しゆうつけるつもりだ。

　眉み間けんにしわを寄せまくっていると、当の詩音が僕の妹に声をかけてきた。

「カズちゃんに妹さんがいたなんて……まったく知りませんでした」

「ええ……生まれたときから今の今まで、生き別れていたから」

　どうやったら生き別れの妹が学校に忘れ物を届けに来るんだ。

　呆あきれる僕の目の前で、しかし詩音は素直に驚おどろいた様子を見せた。

「えぇ!?　ではこれは、感動の再会だったのですね……わかりました。カズちゃんの妹さんなら、私にとっても妹のようなものです。どうぞ、仲良くしてくださいね！」

「いや、詩音？　そう言ってくれるのは、なんか僕と詩音が家族？　的な感じで、すごく嬉うれしいんだけどね？　でも──」

「おねえちゃん」

「おい妹」

　神崎さんは何を血迷ったのか詩音の手を握にぎりしめ、サングラス越しにじっと見つめ合っている。やがて、何かを決心した様子でこちらを見た。

「……あたし、妹になる」

「いや、目的を見失わないで。とにかく、妹はおとなしくまた生き別れて──」

　なんとか場を収めようと必死な僕の前で、詩音が当然のように言った。

「でも、びっくりです。まさか……るうちゃんがカズちゃんの妹さんだったなんて」




　──────ピキ




　教室の空気が凍こおり付く。僕の表情が固まり、神崎さんの動きが止まり、教室中の注目が神崎さんに集まる。

「え、るうちゃんって……その人、神崎さん……？」

「毎原くんと、さっきもふざけあってたけど……」

「え、これって……」

　……まずい。早くリセット早く来い。詩音のお腹なかの音が聞きたくてたまらない。

　そんな僕の願いが通じる前に──意外な反応が巻き起こった。

「……そんな、兄妹だったなんて。すごい！」

「そっか、転校してきたのは、お兄さんがいたからで……！」

「十数年ぶりに再会した、兄妹だったんだ！　道理で！」

　……道理で？　なにが？　なんだこれ。半はん開びらいた口がふさがらない。

「いやいやいや、そんな騒さわがれても……うわっ！」

「毎原くん！」

　がっしと僕をハグしてきたのは、爽さわやかナチュラル系イケメンの宮みや寺でらくん。オタクからも苦手がられず、日ひ陰かげ系女子からも人気の高い、ジャニーズ事務所とか入るのってこういう人なのかもと思うような彼に抱だきしめられるという慣れない事態に、失礼ながら気持ち悪くて鳥とり肌はだが立った。そんな僕の様子に気づいていないのか、宮寺くんは至近距きよ離りから僕を見つめつつ言ってきた。

「ボクらの暮らす学校で、こんなに感動的な出来事が起こっていたなんて！　妹さんとの再会、よかったね……！　今度、お祝いをしよう。二つのクラス合同でパーティだ。僭せん越えつながら、ボクのうちのパーティルームを使うといいよ」

「きゃっ、さすが宮寺くん、友達思い！」

「宮寺くんは爽やかだし、こういうときに率そつ先せんして動ける人だと思ってたのよ！」

「……あ、りが、とお？　あ・は・は……」

　棒読みで答えるしかない。

　どうするんだこれ。どうするんだおい。

　批難するような視線を神崎さんに向けると、彼女はかすかに震ふるえながらうつむいていた。さすがにいたたまれないか……と思ったら。

「……恐きよう縮しゆくだわ。兄共々、よろしく」

「受け入れてる!?　なんだこの雑な悪夢──あああもう、詩音、お腹すいてない？」

「そういえば……」




　くぅ～うう……





（３の５）






「それではぁ……テストを始めます」

　…………助かった。

　ぐったりしつつ、神崎さんの暴走を二度と起こさないよう慌あわてて携帯を開く。

　そこには、すでに一言。

『兄妹……まさか、友達作りにこんな裏うら技わざがあったなんて』

『ない。ないよ。ないから。ただでさえループなんて複雑な設定を背負ってるのに、なんで偽にせ兄妹なんて重たい設定まで上乗せしないといけないの!?』

『……詩音ちゃんの妹になりたい』

『それ、女の子が言うぶんにはかわいげのある台詞せりふだけど、男もしくは神崎さんが言ったらアウトだから』

『……へえ、そう』

　怖……ッ!!　表情が見えても怖いけど、見えないのもそれはそれで怖すぎる。

『まあいいわ。じゃあ、次はどうやってお菓子を持ち込むか……そうね』

『待った。行くから。廊ろう下かに。待ってて』

　このまま神崎さんに任せておくと大事故に発展しかねない……しょうがない。

「先生──トイレ行っていいですか？」

「あ……テスト中なので、できればぁ……」

「テストはもう終わってるので、提出して行きますから」

「なら……あ、携けい帯たい電話も、置いていってくださいねぇ？　廊下で使ってるところを、他ほかの先生に見つかると、そのぉ……」

「大丈夫です。長沢先生に恥はじをかかせるようなことは決してしません！」

「じゃあ、いいですよ」

　お許しを得て、なんとか教室を出ようとした時──

「あ、じゃあボクも行っていいですか？　ボクもテスト、終わってるんで」

　そう言って、僕に続いて手を上げる男子がいた。それは……

「いいですよ──宮寺さん」







　トイレに向かう道すがら、背後を振ふり向き目が合うと笑いかけられて困った。

　イケメン男子──さっきハグされた記き憶おくが鮮せん明めいに焼き付いていて、なんだか気まずい。

「……時間かかるから、先に戻もどってていいよ？」

「いいよ。せっかくじゃないか、ボクも待ってる」

「いや、待たせたら悪いし」

「いいから、さ。ボクもちょっと息いき抜ぬき、みたいな？　ははっ」

「…………」

　先に帰ってくれないので、しかたなく手を洗って一いつ緒しよにトイレを後にする。

　真人間ってなんか苦手だ……などという、人間としては終わっている感想が頭をよぎる。奇き妙みよう奇き天て烈れつ神崎さんの相手をして調子が狂くるっているせいだ。たぶん。

　しかし、この状況で神崎さんが来たらどう言い訳するか。神崎さん、さりげなく空気を読んでうまいこと……やってくれるわけもなし。

「──神崎様」

「え！　どこに？」

「え？　いや、神崎様と毎原くん、どういう関係なのかな、って思ってさ。ほら、休み時間中、なんかしゃべってたから」

　ああ、そういうことか。ほっと一安心して歩き出し、後ろについてくる宮寺くんになんと説明したものか頭を悩なやませる。

「いや、別に大した関係じゃなくて……道を訊きかれて、教えてあげてる最中……というか、なんというか」

「……なに、それ？」

「ん？」

　……宮寺くんの声に違い和わ感かんを覚え、振り返って──ぎょっとした。予想外に近い距離、ほんの数センチの眼前に、一いつ切さいの笑えみを消した宮寺くんの表情が。

「み、宮寺くん？」

「……いま、ごまかした？　ごまかしたね!?　ごまかしたでしょう!!」

「いや、え、ちょ」

「我々に対して、そのようなごまかしは一切、通用しないから！」

「わ、我々……？　え、なにこれ、夢？」

　思わず疑うけど、夢オチを期待しても無意味というのもまたループで学んだこと。

　今回もやはり夢から覚めることはなく、宮寺くんは全身をねじり巻くような謎なぞのポーズでおかしなことを言い出した。

「夢と見まごうのも無理ないよ。我々は──『神崎様を陰かげから見守る会』、通つう称しようＫＫＫ！　神崎様によからぬ輩やからが近づかないよう、秘ひ密みつ裏りに活動しているんだ！」

「活動って……神崎さんが転校してきたのって、今週頭だよね？」

「時間なんて関係ない。神崎様がこの地に訪おとずれた瞬しゆん間かん、我々は既すでに存在していたのだから」

「既に？　……念の為ために訊くけど、それって誰だれかが時間を遡さかのぼったとか、そういう？」

「はあ？　そんなわけないだろ。一目見た瞬間、みたいな……ああもう、なんでこんな馬ば鹿かを神崎様……いいかい？　その日、町中の犬がひれ伏ふし、鳥たちが列を成し、人々もまた天てん啓けいに打たれ落ち着きを失っていた。神崎様が来ることを知っていたからだ。そして最初のきっかけは──校内案内」

　あ、なんか語り出した……しょうがなく聞いてみる。




　その内容は、ざっくり言うと神崎さんの転校初日のこと。

　校内案内を申し出た学級委員の男子に、神崎さんはこう言い放ったらしい。

「おこがましい」

　……噓うそだろ、と言いそうになるが、まあ神崎さんならあり得ることだ。

　次に、クラス一のイケメンが代わりに校内案内を申し出た。すると……

「頭ずが高いわね」

　……はい。で、他にも何人か撃げき退たいされて、そのうちの一人が宮寺くん。彼は……

「人のクラスに、入ってこないでくれる？」

　そう言われたという。




「……いや、うん、で？」

「その瞬間、我々は理解したんだ！　男は皆みな──彼女に虐しいたげられるために存在しているということを！」

「『男』とかいうざっくりした主語で、人を巻き込むのやめてくれない？」

「ふっ……とにかく、金輪際、我々の許可無く神崎様には近づかないで貰もらおうか！」

「許可……？　いや、けど」

　答えに詰つまる。

　なぜなら、宮寺くんの背後から足音。現れたのは──

「毎原くん──あたしを、いつまで待たせるつもり？」

「か、神崎様!?」

「ん？」

　興味なさげに一いち瞥べつされた宮寺くんは、恐おそる恐るといった様子で神崎さんに声をかけた。

「い、いったいなぜ、こんなところに……？」

「彼に用があって」

「ま、毎原くんに!?　し、しかし、神崎様──」

「あなたに用は無いわ」

「う…………うわああああああ！」

　……哀あわれ。悲鳴を上げて走り去っていく宮寺くん。まあ、すこしいい気味だと思わなくもないけど。神崎さんはそんな宮寺くんを怪け訝げんそうな表情で見送っていた。

「──なにあれ？」

「さあ？　あ、ところで神崎さん、転校初日に校内案内を断ったって？」

「……断られたのよ。向こうから声をかけてきておきながら全員『やっぱりいいです』とか言って。酷ひどい話だわ」

　神崎さんは顔をしかめてそう言った。あれ、なんか話が違ちがう？

「でも、さっきの彼にも神崎さん、『人のクラスに入ってこないで』って言ったって」

「ああ。わざわざ他のクラスから来て貰うなんて──悪いと思って」

「……あと、『頭が高い』って言ったとか」

「その人、背が高かったから──話題のとっかかりに」

「コミュ力が絶望的だね……じゃあ、『おこがましい』って言ったのも？」

「あれは、急に声をかけてくるから──おこがましいな、って思って」

「それは思ったの!?」

　……やっぱり神崎さん、絶対コミュ障じゃない。もっと違う何かだ。

「……まあいいや。とりあえず、このルートはやめよう。これだと誤解されるから」

「誤解って？」

「だから、さっきの──ッ」

　何気なく視線をやった廊下の向こう。角から、宮寺くんがこちらを見て、おのれおのれおのれおのれおのれおのれおのれおのれ──という雰ふん囲い気きを醸かもしだしている。やなもの見た。

「……彼とかに、さ。僕と神崎さんが授業中も会わずには居られないくらい熱ねつ烈れつな関係だって思われてるだろうから」

「あたしと、毎原くんが？　……不ふ名めい誉よだわ」

　ものすごいしかめ面づら。……うーん。詩音がいないと本音が読めない。

「とにかく、僕が教室を抜ぬけ出して詩音にお菓か子しを届けるのも駄だ目め。こうなったらもう、諦あきらめるしかないよ」

「そうね……」

　やっとわかってくれたか。安心する僕に向かって、神崎さんが言った。

「正面突とつ破ぱは、諦めましょう」





（３の６）






「それではぁ……テストを始めます」

　あのあと、神崎さんは「任せて」としか言わなかった。

　何をするつもりなんだろう。

　正面突破じゃないって……そもそも、ここまでのイカれたやり口が正面突破のつもりだったことにびっくりする。

　携けい帯たいを見るも、神崎さんからの連れん絡らくは無し。

　せめて常識的な行動であることを期待してるんだけど……そんな期待を当然のごとく裏切る出来事が起きたのは、窓の外だった。




　ひゅ──タン




「……？」

　物音に何人かが窓の外に目をやり、何も見つけられずに視線を戻す。

　……でも、なんとなく事情がわかっている僕だけは、何が起こっているのかをギリギリ視し認にんできていた。

　窓の外から、飛んできているのだ。

　お菓子が。

　おそらく地上から、三階のこの教室に向かって。

　そしてそれを──これは以前、クリアできずに無かったことになったループ世界で似たような光景を見たことのある僕でなければ、目の錯さつ覚かくだと思うだろうけど──撃うち落としていた。

　長沢先生が。

　クリップを投げて。

　百発百中で。

「……なんでしょう？　いたずら？」

　小さくつぶやいて長沢先生は窓の外を窺うかがうけど、申し訳程度のベランダがあるために下が見下ろせず、神崎さんは見えていないらしい。けれど、指先から超ちよう高こう速そくではじき出されるクリップによって、飛んでくるお菓子は完かん璧ぺきに撃ち落とされている。

　扉とびらから直で投げるぶんには対応できずとも、窓の外からならその飛ひ翔しよう音というか、気配というか、それだけで先生が反応するには十分な間合いとなるらしい。

　そのうちに、先生はチョークを手に取った。不思議なスナップで投げ出したそれは、窓の外に飛び去り──

「痛っ」

　カウンターが決まったらしい。

　さすが先生。何度見てもほれぼれするなあ。

　見とれていると、詩音も窓の外を見た。不思議そうな表情で鼻を利きかせる。

「……なんだか、窓の外から美味おいしそうな香かおりが……お腹なかすきました」




　くぅ～うう……





（３の７）






「それではぁ……テストを始めます」

　歴戦の戦士である先生がテストの開始を告げる。

　僕は携帯を取り出し、神崎さんの泣き言を読んだ。

『ありえない……なにあれ？　なにが起きたの？』

『長沢先生のワザマエだよ。先生は、実家が古武術の道場をやっていて。それはそれは強いんだ。でも教職を目指すにあたってその力を封ふう印いんすることに決め、目を悪くするために分厚いメガネをかけて、動きを制限するためにサイズの合わないジャージを着てるんだけど、実際は各地に伝説を残している最強の戦士』

『じゃなくて？』

『じゃなくはなくて、事実だから』

　そう。

　たとえば以前、ループの力を狙ねらうとある武装勢力が学校を強きよう襲しゆうしたとき。

　あるいはループで稼かせいだ大金のせいで、国際的な誘ゆう拐かい組織に狙われたとき。

　どちらも結局、リセットされて無かったことになっているけど──僕は何度、長沢先生に命を救われたかわからない。長沢先生は強いだけではなく、生徒のためになら命を懸かけられるすばらしい先生なのだ。だから僕は一生、長沢先生に頭が上がらない。

『そんな先生だったなんて……その割に毎原くん、いま携帯使えてるの？　バレないで？』

『いいところに気づいたね』

　そう、実は──返答を打ち込もうとすると、僕の隣となりで。

「ん、うん……ん、んう……あ、ん……んん……」

　咳せき払ばらいが下手すぎて、なにか喘あえぎ声のようになっている長沢先生の気配。

　──が、無視して携帯に入力を続ける。

『実はずっとバレてるんだけど、先生は気が弱くて、生徒を注意できないんだよ』

『噓うそでしょ!?』

『まあ、さすがに堂々とカンニングしてたら注意されるとは思うけどね。疑いのレベルなら大だい丈じよう夫ぶ』

　とはいえ申し訳ないから、できるだけルールには従ってたかったんだけど。神崎さんがうるさいから……と、ふと思いつく。これ、使えるかもしれない。

　指先で机を叩たたき、架か空くうのキーボードで考えを練る。必要なのは、この教室に居ながらにしてお菓子を入手する方法と、詩音にそれを食べて貰う流れ……

　……リセットあと一回で、クリアできるかも。でも、その前に確認を。

『神崎さん。さすがにもう諦めた方がよくない？』

『そうね、確かに……窓からのルートは諦めて、他ほかを考えましょう』

　ああ、諦めてない。それなら──しょうがないか。

　僕は手を上げて、先生に申し出た。

「すみません、先生。実は、カンニングをしてるんです」

「えぇ!?」

　振ふり向いた先生、そして注目する生徒たちの前に、ノートの切れ端はしを示してみせる。

「──そう、この教室の、誰だれかが」







　ノートの切れ端には、あからさまなカンニングペーパーの内容が半分ほど記き載さいされていた。

　途と中ちゆうで破れている。前半分がどこかにあるに違いない。

　──そう思わせるように、僕が即そつ興きようで作った、後出しのカンニングペーパー。

「いま、これが僕の足あし下もとに落ちてきました。誰かの机から落ちたんだと思います」

「え……誰か、カンニング、してるんですかぁ？」

　長沢先生は泣きそうな声で言うが、当然、名乗り出る者はいない。

　そこで、僕は提案した。

「持ち物検査をしましょう。いまならまだ証しよう拠こを処分できてないかもしれませんし、机の中身と鞄かばんの中身、ポケットの中身を机の上に出して貰もらうんです。もしその途中で誰かが不ふ審しんな動きをしても、先生なら見み逃のがさないでしょう？」

「それは、そうですけどぉ……」

　え、そうなの？　生徒たちが戸と惑まどう空気が流れたが、スルーする。

「でもぉ、持ち物検査はコンプライアンス的にぃ……人権侵しん害がいがぁ……」

「このまま犯人がわからなかったら、僕も疑われてるみたいで我が慢まんできません。ねえ、文句のある生徒なんていませんよ。長沢先生なら、カンニング以外のちょっとした校則違い反はんが出てきても見逃してくれるでしょうし」

「それは、そうですけどぉ……」

　え、そうなの……？　ちょっとあきれた空気が流れるが、しかしこれで文句を言う生徒も出づらいはず。実際、持ち物検査なんて前時代的な行こう為い、反対する人が一人でも居たら長沢先生は決断できないだろう。なんとか勢いで押し切れたら──と思ったのに。

「そういうの、よくないと思いますよ。むやみに生徒を疑ったりして。申し訳ありませんがボクは、絶対に従いませんから」

　一人の生徒が、そう言って拒きよ絶ぜつしてしまった。

「そ、そうですよね……宮寺さん」

　お前かい。

　僕は携帯で『机の中身を出すように言って』とお願いし、電話をつないだ。

「……はい、宮寺くん、これ。電話」

「電話……？　いま、テスト中だって、カンニングを問題にしてるのに──」

「神崎さんから」

「ッ……な、なんで？」

「さあ？　とにかく、ほら」

「…………」

　おそるおそる、といった様子で宮寺くんが電話を受け取り、耳に当てる。

「も……もしもハイッ!!」

　ダンッ！　机と鞄の中身を、一いつ瞬しゆんで卓たく上じように晒さらし出す。

「うわ……」

　それを見た生徒たちがどん引きする。ああ、これを隠かくすためにさっきは拒絶したのか──神崎さんの写真、それを印刷したうちわ、謎なぞの冊子、ストラップ、はちまき等……神崎さんグッズの数々。……神崎さんが転校してきたの今週頭なのに、すごいな。

「く……神崎様の命令で、恥はずかしい思いをさせていただけるなんて……！」

「うわっ宮寺くん、なにあれ……」

「宮寺くんて爽さわやかさが噓っぽいし、いつかこういうことしでかすと思ってたのよ……」

　手のひらを返す女子たちの前で、宮寺くんはしかし変わらぬテンション。

「それで、神崎様！　次はいったいなにを……神崎様!?　……途中で、切られた」

　さては神崎さん、テンパったな。

「……途中で、雑に切っていただけるだなんて……ありがたや」

「ポジティブな変態……はい、電話返して」

　脱だつ力りよくしきった宮寺くんから電話を受け取る。

　と、神崎さんからメッセージが入っていた。

『なにいまの？　誰？　何？』

『うちのクラスの宮寺くん。神崎さんのことが好きなんじゃない？』

『そんなわけないでしょう。馬ば鹿かにしないで』

　ですよね。常識があって何より。

　とりあえずこれで、教室全体に『反対をしたら宮寺くんみたいな変態と思われる』という空気が流れ始めた。ありがとう変態。これなら行けるか。

「さ、長沢先生。持ち物検査を続けましょう」

「うう……ですが、いきなりこんなことになって……私、恐おそろしくなってきました」

「大丈夫です。膿うみは出し切りましょう！　はい、出して出して」

　皆みんな、渋しぶ々しぶと従ってくれる。

　えーっと…………様子を窺うかがっていると、僕より先に長沢先生の瞳ひとみが光った。

「あのぉ……喜久井さん？」

「え、あ、はい……ごめんなさい」

「いいえぇ……でも、授業中に食べるのは、やめましょうね？」

「あ……はい」

　詩音の前の席の女子、喜久井さんは机の中にあったミニクッキーの袋ふくろを先生に指し摘てきされ、申し訳なさそうにうつむいた。封ふうの開いたクッキーの袋を、不安げにいじりながら。

　その手の動きに、違い和わ感かんを覚える。あのクッキー、あれって……

　……よし。持ち物検査を断行したかいがあった。彼女からクッキーを貰うことにしよう。

　そうと決まれば、こんな大事になってしまったループにもう用はない。

「ねえ詩音、お腹なかすかない？」

「カズちゃん……せっかく我慢してるのに、どうしてそんなことを訊きくんですか？　もう」

　詩音が不満げにほっぺを膨ふくらませ、同時に──




　くぅ～うう……





（３の８）






「それではぁ……テストを始めます」

　さて。

　お菓か子しを持っている人は判明したけど、だからといってテスト中に『お菓子をちょうだい。はい詩音にも』というわけにはいかない。いや、試ためしにノートの切れ端に『お菓子ちょうだい』と書いて渡わたしてみたが、すごいいやな顔をされた。そりゃそうだ。

　やはり問題は、いまがテスト中だということ。だから、テストではない時間をうまく作り出す必要がある。僕や神崎さんに、悪い印象が残らないような形で──

　あとは黙だまって、神崎さんが指示通りに行動するのを待つばかり。

　…………大丈夫かなぁ。

　……ま、駄だ目めなら駄目でいいんだけど。そしたら何も起こらないだけだし。

　と、思っていたのだけど。

　……来た。その気配。

　遠くから、鳥の声。

　宮寺くんが言っていた。神崎さんが転校してきた日、犬がひれ伏ふし、鳥が並んでいたと。おそらく神崎さんは、動物にもプレッシャーを与あたえる存在。だから……いや、だからということではないのだけど。ただ、お願いしたのだ。ちょっとした動物とのふれあいと、あともう一つ──




　ひゅ、と窓の外から飛んでくる、重しの付いた袋。

　パン、と長沢先生の投げたクリップ手しゆ裏り剣けんがそれを射い貫ぬき、袋が空中で回転、その中身をまき散らした。すなわち──




「……ポップコーン？」

「……来た」

　長沢先生が首をひねっているところに、空から迫せまる影かげ。

「くるっぽー！」

「え、きゃ！」

　数え切れないほどの鳩はとの大群が──いや、言い過ぎた。

　三羽の鳩が、窓から教室内へ飛び込んできた。

「きゃー！」

「うおっ！」

「なんでこんなところに鳩が……しっ、しっ！」

「全然逃にげない、人間を嘗なめてるだろこいつら」

　本当に。カラスとかはまだ人間を警けい戒かいするけど、人に慣れた鳩とか雀すずめとかは人間のつま先のすぐそばまで来ても平気な顔をしていたりする。というか鳩の目って間近でみると怖こわい。

「わあ。かわいいですねぇ、鳩」

「ああ、詩音がおいしそうと言い出さなくて良かった。さて、それじゃあ──喜久井さん、このクッキー貰うね」

「え、あ」

　問答無用で、喜久井さんの机から覗のぞいていたミニメープルクッキーを袋ごとひったくる。

　床ゆかに散らばったポップコーンをそれなりにつっついた鳩たちに、クッキーの一枚を見せつけ────投げる。

「そいや！」

「くるっぽー！」

「よし、窓を閉めて！」

　ガラガラガラ、パタン──




　……教室に静けさが戻もどった。

「……長沢先生。もう大だい丈じよう夫ぶかと」

「あ……はい。ではぁ、テストを続けますよぉ。席に戻ってくださぁい」

　多少の混乱はあったし、人の解答を見ようと思えば見るチャンスはあったろうけど、テストを中止するほどのことではない。

「でも、どうしてポップコーンが……？」

　長沢先生は首をひねるけど、まあ、その理由がわかることはないだろう。

　僕は、手に持ったままの袋を喜久井さんに掲かかげて見せた。

「喜久井さん、このクッキー貰っていい？　ゴミは処分しておくから」

「あ……う、うん」

　僕の提案に彼女は何も言わない、言えない、断れない。

　たとえそんな気はなくても、ある理由から彼女には僕の言葉が脅おどしに聞こえている。

　この場において、僕が彼女にお菓子を返すほうが不自然──他ほかの生徒は誰だれも気づいていないけど、これはそういう状じよう況きようなのだ。

　そうして手に入れたクッキーをひとつ口にする。そのついで、というように──

「はい、詩音にも」

　ひとつ差し出す。これを食べて貰もらえれば──と、思いきや。

「……カズちゃん」

　詩音は怒おこったような表情で、僕をにらみつけてきた。

「仮にも授業中につまみ食いなんて、いけません。カズちゃんをそんな幼なじみに育てた覚えはありませんよ？」

「……ごめん詩音。そうだね、僕が間ま違ちがってた」

　ああ……怒られてしまった。僕はしゅんとして、謝罪しながら……そーっと、クッキーの袋を詩音の手元へと差し出してみた。

「いえ、わかってくれればいいのです。長沢先生が優やさしいからといって、気を緩ゆるめすぎないようにしないと……もぐもぐ」

　詩音はぷんすかしながらもぐもぐ……ぷんもぐ、すかもぐ、手元のクッキーを続けて三枚食べきった。

「んぐ……わかりましたか、カズちゃん？」

「うんわかった。つまみ食いはよくない」

　……どうやらいまの行こう為いは無自覚らしい。恐るべき食いしん坊ぼう。

　そうして……実のところ、お菓子を食べたくらいでお腹の音って回かい避ひできるの？　というそもそもの部分について半信半疑だった僕の心配は杞き憂ゆうに終わり、詩音のお腹は鳴らないまま、授業は無事に終しゆう了りよう。ループはクリア。







　チャイムが鳴る。

「さて……詩音、購こう買ばいまでお菓子買いに行かない？　お腹すいちゃって」

「いいですよ」

　十分休きゆう憩けいなので行って帰ってきて終わりだけど、非常食の備び蓄ちくは命に関かかわると学んだからにはじっとしてはいられない。ついでに、外回りの神崎さんの様子も見に──

「さっきの鳥使いは見事だったね、毎原くん！」

「うわっ」

「？　どうかした？」

　思わずいやーな顔をしたら怪け訝げんな表情を返された。

　爽さわやかバージョンの宮寺くんは、何とも言えない距きよ離り感かんで僕の手をつかみ、

「前から毎原くんと友達になりたかったんだ。どう？　今度、うちのプライベートビーチでバーベキューやるんだけど、一いつ緒しよにさ！」

「きゃっ、さすが宮寺くん、優しい！」

「宮寺くんは面めん倒どう見みがいいし、いつだって皆を喜ばせてくれる人だと思ってたのよ！」

　いろいろ思ってるなお前ら……まあいいんだけど。

　周囲は盛り上がっている中、いろいろな意味で僕のテンションはだだ下がり。

「……えーっと」

　……狙ねらいはなんだろう。神崎さんがついてくると思ってる？　いや、その前にあれか……『我々には通用しない！』とかいう脅し文句のために？　なんにしろ気が重い。

「……ごめん。室むろ町まち時代から代々伝わるうちの家訓に、ぷらいべーとびーちでびーびーきゅーだけはするな、っていうのがあって」

「え？　それは……ＢＢＱ？」

「だから、また今度」

　適当にあしらって立ち去る。と、今度はさらに別の影。

「あの……毎原くん」

　教室を出たところでクッキーの提供者である喜久井さんが声をかけてきた。

　喜久井さんとはそんなに親しいわけではない。となれば、用件はわかっている。

「…………さっきの袋ふくろ、気づいた？」

「気づいたかと言われたら──デスノートか、と思ったけど」

「うう」

　喜久井さんがうめき声を漏もらし眉まゆ根ねを寄せる。

　知らないふりをしようかとも思ったけど、下手に疑われ続けるよりは正直に言ってしまったほうがいいだろう。我ながら僕は噓うそがつけない。あのクッキーの袋の中には、噓から出た実まこと、瓢ひよう簞たんから駒こま──カンニングペーパーが入っていたのだ。

　長沢先生はカンニングは許さないけど、その他のちょっとした校則違い反はんくらいなら見み逃のがしてくれる。たとえば、お菓か子しのつまみ食い。それを悪用して、クッキーをつまみ食いするふりをしながらカンニングをしようとしていたらしい。なかなかずるがしこい。

　持ち物検査の最中にそれに気づいた僕は、それを利用することにした。鳩のいる状況下、「クッキー貰もらうね」という僕の台詞せりふは、彼女にとって脅しに聞こえたに違ちがいない。

「……ごめんなさい。出来心で……今回が初めてだし、もう二度とやらないから」

「別に、僕には関係ないよ」

　そう、しょせんは詩音にクッキーをあげるための過程の一つ。関係ない。

　心の底から、そう思ったのだけど。

「それは違いますよ、カズちゃん」

　隣となりにいる詩音に、そう言われてしまった。

「事情はわかりませんが、人は、無関係の人に許しを請こうたりはしないものです」

「それは、まあ……」

「けれど、喜久井さん」

「え？」

　詩音は自信にあふれた微笑ほほえみで、怯おびえたような表情の喜久井さんに語りかけた。

「あなたの行為がまだ誰も傷つけていないというのなら、いま、あなたを許すことのできる人物はただ一人──あなただけです」

「あ、あたしだけ……？　でも……自分を許すなんて、どうしたら」

「自分自身に正直に、後こう悔かいのないように生きればいいんです。これまでにそれが出来ていないというのなら、これから、いまから、いつまでも。そうすれば金輪際、自分を否定する必要はなくなります。誰かに許しを請う必要も」

「……自分に、正直に……あ、ありがとう、刻坂さん」

　なにやら表情を輝かがやかせる喜久井さんを残してその場を後にする。角をひとつ曲がったところで、僕は詩音に訊たずねてみた。

「詩音のこと、歩く自己啓けい発はつって呼んでいい？」

「よくわかりませんが──私をなんと呼ぶかは皆みなさんの自由、私は受け入れるだけです」

「おお、自己啓発っぽい」

「そうですか？　えっへん」

　謎なぞの得意がる詩音にすっかり感心してしまう。

　……いや実際、いつだって詩音はまっすぐ正しいことを言ってくれる。僕が一人きり、ループの最中に迷ったり悩なやんだりしたときも、いつも詩音が助けてくれたっけ。喜久井さんとのやりとりにそんなことを思い出しつつ、一階へ降りて渡わたり廊ろう下かを進む、その前方。

　茂しげみの陰かげから、存在感のある人ひと影かげが──

「……毎原くん」

「うわ！　……神崎さん？」

「ふん……どう？　あたし、やってやったわ」

　腕うでを組んでこちらを見下ろす神崎さんの格好は──髪かみの毛は鳥の羽にまみれてぼさぼさ、体中が土や葉っぱで薄うす汚よごれ、気づかないうちに長沢先生が投げていたらしいチョークでぱさぱさ、瞳ひとみは恐おそろしく血走っていた。

　とにかくもう……ぼろぼろだ。

「ど、どうしたのですか、るうちゃん！」

「ちょっと、鳥類に生き物としての格の違いを教えてやってたの」

「鳥と戦ってたんだ……いまさらだけど、よくここまでするね。お腹なかの音くらい、やり過ごせば良かったのに」

　半ばあきれつつ、多少の関心ももってそう言ったら。

「当たり前でしょう？　たとえくだらないことでも、無益なことでも、できることがあるならやるわ──友達のためだもの」

　正面からけろっとそう言われて──なんだろう、ちょっと尊敬してもいいかもと思った。神崎さんはやはり、ただのぼっちではない──いや、異常なまでのぼっちだというのはわかってるけど、そうではなく。

　僕らのそんなやりとりを見た詩音は、きょとんとした表情で首をかしげた。

「友達のためって──どういうことですか？」

「それは──」

　言いよどむ神崎さんの代わりに、僕が答える。

「神崎さんのそれは全部、詩音のためだってことだよ」

「私のため……？　いったい、どういう？」

「それは……その」

　神崎さんが黙だまり込む。僕も、なんて言ったらいいかわからない。

　そんな中、詩音は堂々と宣言した。

「──わかりました」

「詩音ちゃん？」

「わかりませんが、わかりました。るうちゃんがいったい何をしたのかは、さっぱりわかりません。でも、私のために鳥についばまれ、服をよごして、ぼろぼろになってくれたことはわかりました。ありがとうございます、るうちゃん。るうちゃんが私のためにしてくれたことを、私は決して忘れません」

　……本当に、よくこのわけのわからない状況下で、こんなことが言えると思う。だから詩音はすごい。思わず見とれる。こんな詩音を最優先することで、僕も、ループなんて異常事態の中でいままで折れずにやってこれたんだ。

「詩音ちゃん……！」

　神崎さんも感激した様子で強く詩音の手を握にぎり──そこに、詩音が言い加えた。

「たとえもし本当に、世界がループしていたとしても──私は、友達がしてくれたことは忘れません！　絶対に！」

　満面の笑えみで高らかに宣言された詩音の感動的な言葉に、僕と神崎さんは──




「……あ、えっと…………まあ……うん」




　微び妙みような心持ちで、思いきり言葉を濁にごすほかなかった。







四周目　発車のブザーが鳴る。








（４の１）






　朝、目を覚ますとなんとなく窓を開ける。

　小学生の頃ころからの習慣で、休日でも六時ちょっと前には目が覚める。集合住宅二階にあるうちの窓からほんの数メートル向こうには、一戸建て住宅二階にある詩し音おんの部屋の窓が見えた。絵に描かいたような幼なじみの距離感、小学生時代は交信ゲームをよくやった。中学時代は気にもとめていなかったのがもったいない。詩音はまだ寝ねているはず。

　朝の清せい涼りような空気。六月末のこの季節、太陽はとっくに姿を現してるけど気温はまだ上がり始めていない、夜の湿しめり気が残っているかのようなこの時間。ちょっと好きだ。

「うーんん…………さて、と」

　背筋を伸のばし、伸びをして…………脳みそが俗ぞく世せ間けんの成分を吸収した頃に、諦める。

　しょうがない。やむを得ない。しかたがない。

　さあ……うちの前をうろうろしている神かん崎ざきさんに、声をかけにいくとしよう。




「──おはよう、神崎さん」

　寝ね間ま着き代わりのＴシャツの上に薄うす手でのパーカーだけを引っかけていき、神崎さんに声をかける。休日なので神崎さんも制服ではなく、ちょっと夏っぽいよそ行きらしいツーピース。一昔前に開発の終わっているこんな地味な住宅街には違い和わ感かんがあるほどの華はなやかさ。そんな神崎さんは、僕の顔を見ると無表情に答えた。

「あら、毎まい原はらくん。偶ぐう然ぜんね」

「……偶然って？」

「偶然でしょう？　朝の散歩の最中に、たまたま声をかけられたんだから」

「……なるほどね。ところで、今朝はこの通りを何往復？　十回くらい？」

「なめないで。百八回よ」

「わあ、すごい偶然、煩ぼん悩のうと同じ数だね」

　得意げな神崎さんに冷ややかな視線を送る。

　待ち合わせという言葉を知ってるのか訊ききたくなったが、黙っておく。きっと自分は早起きして会いに行きたいけど、朝早くから押しかけたら迷めい惑わくだろう……みたいな配はい慮りよをぼっち特有の間ま違ちがった方向で解かい釈しやくすると、人のうちの前でお百度参りすることになるんだと思う。

「にしても、休日に散歩より他ほかにやることはないの？　仮にも一応、戸こ籍せき上は曲がりなりにも、とりあえずは女子高生なのに」

「いま、ぼっちって言った？」

「口に出しては言ってない」

「ならいいけど」

　いいのか。

「もちろん、あたしも暇ひまじゃないわ。でも、ループが起きたときに詩音ちゃんの近くに居ないと何かと不便でしょう？」

「不便も何も、遠くに居たら諦めて、本でも読んでまったり過ごせばいいんだよ。ちょっとしたボーナスタイムだと思ってさ……ふわぁ～あ」

「毎原くん」

　あくびをする僕の眼前に神崎さんが乗り出してくる。

　近い。怖こわい──美人。不覚にも少し照れてしまった僕に、鋭するどい視線で言ってきた。

「ループの究明と解決があたしの使命なのに、まったりなんてしてられないわ」

「あー、うん、そう」

「……別に、ループ中に放置されるのがさびしくて来てるわけじゃないから」

「ああ、ループ中に放置されるとさびしくて来てるのか」

「違ちがうってば！」

「違うんなら、昨日の夜みたいにループが起きたからってやたらと連れん絡らくしてくるのやめてくれないかな？　昨日の夜は僕、『暇な時間のつぶし方　一〇〇選』っていう本を読むので忙いそがしかったのに」

「それ……つまりは暇だったんじゃ」

「まさか！　シリーズ全五十冊を読破するのにどれだけ苦労したか」

　言いながら、ポケットの中の携けい帯たいに触ふれる。

　ほとんどの履り歴れきはループの彼方かなたに消え去ったけど、一時は神崎さんからだけで百件以上の未読メッセージが溜たまっていた。一歩間違えばストーカーだ。

「なのにせっかくの読書の時間を、神崎さんからの着信に邪じや魔まされて……」

「それは、いくら言ってもあなたがループを解決しようとしないから」

「だって、昨夜ゆうべのはどう考えても、詩音が自宅でホラー映画『悪あく魔まのムキムキモンスター』のラスト十五分を観みたせいで起きたループだったんだよ？　そんなの、どうしようもないだろ」

「だから、観るのを止めればよかったのよ！」

「詩音の家に乗り込んで無理矢理テレビを消すとか？　そんなおかしなことは出来ないよ。一応、詩音に電話で『ホラー映画は観ない方がいい』って忠告はしたけど『大だい丈じよう夫ぶです！』って、むしろムキになるだけだったし」

「なら、外に連れ出すとか！」

「夜十一時にどこへ？　僕の部屋は駄だ目めだよ、男はどうせみんなオオカミなんだから」

「それって、男が言う台詞せりふ？」

「そもそも……」

　さらに言いかけて、やめる。なんだか疲つかれて、ため息一つ。

「……はぁ。結局、昨日のＬＩＮＥでやった議論の再現にしかならないね。もういいよ。結果的には『ゆらぎ』が現れて、ループは自然解消したんだから」

「あ。そういえば──『ゆらぎ』って何が起きたの？」

「あれ、気づいてなかったの？　これ」

「これって…………え？」

　神崎さんが息をのむ。

　暗いうちから来てて、気づかなかったのか。

　詩音の家の庭に立つ一本の桜の木。満開の桜色に、舞まい散る花びら。

　六月末の青空に、映はえ渡わたる狂くるい咲ざき。

「……ここまで季節外れな『ゆらぎ』は珍めずらしい。きれいだけど、ちょっと気持ち悪い」

　まるで、ループを解決しないと世界が狂ってしまうとでもいうような──まあ、そんなことはないんだけど。おそらく、たぶん。

　呆ぼう然ぜんと見とれている神崎さんは何を思うのか……沈ちん黙もくが思ったより長くて心配になってきた頃に、ぽつりとつぶやいた。

「…………お花見ね？」

「しないよ？」




「あれ？　カズが、シオちゃん以外の女の子と一いつ緒しよにいる」

　声に振ふり向くと、ネルシャツ＆ジーンズのさえない男子大学生が立っていた。

「あ、秀ひで兄ぃ。どっか出かけるの？」

「ちょっとスタバまでレポートを書きに行こうかと」

「ああ」

　僕らの街は首しゆ都と圏けんの隅すみの片田舎。この辺の住宅街を境に駅の方へ行くとそれなりに街が栄え、反対へ行くとどんどんと田んぼが増えていく。僕の通う高校は田んぼ方向。秀兄ぃの家があるのも田んぼ方向。ここを通るということは街へ出るということだ。最も寄よりのスタバまでは徒歩でだいたい十五分。

「で、カズは？　その子とお出かけ？　浮うわ気きなら、シオちゃんに言っちゃおうかなー」

「浮気なら詩音の家の前でするわけないし、僕と詩音はつきあってないし……神崎さん。いちおうこの人は僕のいとこで、この近所に住んでる毎原秀ひで人と、大学四年生。秀兄ぃ、こっちは詩音の友達の、神崎さん」

「シオちゃんの友達？　カズの、じゃなくてかい？　ふふん」

　そう言って、秀兄ぃは意味深な笑顔で僕らを交こう互ごに見つめてきた。

「……俗ぞくっぽい発想はやめてくれる？」

「なんだよ、なにも言ってないじゃないか……どうぞよろしくね、神崎ちゃん」

　そう言って秀兄ぃから朗ほがらかに右手を差し出された神崎さんは、

「──チッ。ええ、どうも」

　と舌打ちをして相手をにらみつけながら、差し出された手を無視した。

　……秀兄ぃはどん引きした様子でこちらを向く。

「…………カズ、俺、なにかした？」

「そうだね。秀兄ぃは詩音とも親しそうだと判断して、神崎さんにしては珍しくこんなに心を開いて、しっかりとした挨あい拶さつをしてくれたんだと思うよ」

「心……!?　しっかり……!?　あれ、俺、なにか見み間ま違ちがえたっけ……？　えーっと…………ま、まあ、とりあえず挨拶はしてくれたもんね？　十分、十分。じゃあ、カズとのデート、楽しんで」

「……意外にタフだよね、秀兄ぃって」

　思わず感心する僕の隣となりから。

「デート？　……無礼な発言は、控ひかえてもらえるかしら」

　神崎さんの冷たい言葉と、剣つるぎのような視線。

　秀兄ぃは笑え顔がおのまましばらく硬こう直ちよくしたかと思うと──

「……うん、デリカシーが足りなかったね、ごめんね？　じゃあ俺、スタバ行くから」

「あ、うん、頑がん張ばって」

「……お前もな」

　妙みように優しい目をしてそう告げると、秀兄ぃは去っていった。

　すっかり姿が見えなくなってから、神崎さんがぽつりとつぶやいた。

「いい人ね」

「いまさらそれを言う？　まあ、いい人だよ。一見」

「え？」

　僕の発言に神崎さんが何か訊き返そうとする前に。

「あ、カズちゃん、るうちゃんも、おはようございます！」

　二階の窓からパジャマ姿の詩音の声がして、僕らは秀兄ぃについての会話を打ち切った。







「今日の議題は、『ループは意図的に起こせるか』、よ」

　どこからか取り出したラウンド型の縁ふちなしメガネをかけた神崎さんは、腕うで組ぐみをしながら偉えらそうにそう言った。

　場所は詩音の家のリビング、朝食後の時間帯。神崎さんはなんと、詩音の家で朝食をごちそうになったらしい。詩音のお母さんは世話好きだから、相手がどんなぼっちであれ喜んでもてなしたに違いない。僕は遠えん慮りよして、自分の家で塩しお鮭じやけとご飯を食べてきた。

　大型テレビとフロント設置のサラウンドスピーカーが詩音のお父さんの趣しゆ味みを感じさせるよく整理されたリビングで、僕と詩音はソファに座り、弁舌を振るう神崎さんを見上げていた。

「……議題？　今日の？　えっと……神崎さん、初耳の単語が多すぎるんだけど」

「そうね、つまり──トゥデイの、テーマは」

「いや違う、そうじゃなくて」

　なぜか半はん端ぱな英訳をし始めた頭のいいバカこと神崎さんを制止して、疑問を投げかける。

「お茶でもして映画でも見ようか、みたいな詩音の誘さそいに乗ってリビングに招いて貰もらったはずなのに、どうしてループについての議論を始めようとしてるのかっていうのと、あとそのメガネは伊達だてかどうかを訊ききたいんだよ」

「メガネは近視の度入りよ。ループについての議論はあたしの使命で、今日の議題にも深い意味がある。知りたい？」

「そうだね、じゃあ──そのメガネ、高級そうだけどいくらくらいするの？　学校ではコンタクト？　目つきが悪いのも近視のせいで？」

「メガネの方？」

　このまま上手うまくメガネの話題に切り替かえられないかと思ったのに。

「るうちゃん、ハイ！」

　詩音が姿勢正しく手を上げて、それを神崎さんが指さした。

「はい、どうぞ詩音ちゃん」

「はい。『ループは意図的に起こせるか』の、結論についてですが──」

　詩音もその話に乗っちゃうの？　と思ったら。

「それは、不可能です。なぜなら、そもそもループなんて、起こらないからです」

「だよね」

「じゃなくて」

　堂々と言い放つ詩音に同調する僕と、反発する神崎さん。

「これは、その……そう、設定。毎原くんの書いてる、ループもののＳＦ小説の設定考察。だからループは存在すると仮定して、実際に検討したいの」

「え……カズちゃんが、小説を!?」

　何を言い出すんだ神崎さん。詩音が瞳ひとみを輝かがやかせてこちらを向くので視線を逸そらす。

「いや？　まさか、違う違う。これは僕が設定協力するだけの、神崎さんの小説の話だよ。タイトルは『未来忍にん者じや未来ハットリ　過去編』」

「それ未来なの過去なの……!?」

　神崎さんの適当な発言に対する僕の適当な訂てい正せいを受け、詩音は表情をしょんぼりさせた。

「そうなのですか……カズちゃんがまた小説を書く気になってくれたかと思って、嬉うれしかったのですが」

「いやあ、僕はもう裏方で十分」

　なんとか詩音に納なつ得とくして貰う。

　そんな様子を見た神崎さんが、小声で僕に訊いてきた。

「……毎原くん。たまにその話題になるけど、なんでそんなに小説を書きたがらないの？」

「質問が逆だよ、神崎さん。小説なんて書きたがるほうが異常なんだから──それは確かに、以前の僕は異常だったんだけど。でもループのせいで、いつ自分の書いた文章が消えるかわからないと思うと真しん剣けんにキーボードに向かう気がしなくなってきて、そのうちになんか書きたいこと自体がなくなって……もともと、向いてなかったんだよ」

「…………まあ、いいけど」

　神崎さんは、メガネをくいと持ち上げ話を続けた。

「とにかく……今日は、ループについて検討したいの。だってループにはまだ、へたれの毎原くんには把は握あくできていないルールがあるはずだから」

「へたれってつける必要あった？　いま」

「たとえば──距きよ離り」

　僕の抗こう議ぎを無視して、神崎さんはポケットから一枚のコピー用紙を取り出した。この近辺のグーグルマップに、何かの数値と矢印が手書きされている。

「あたしがこの街に来るまで、詩音ちゃんの起こすループを知覚できなかったのはどうしてなのか──というより、ループを知覚するための条件はなんなのか？　あたしは、距離じゃないかと思ってる」

　その説明と合わせると、この地図の意味が理解できた。書き込まれた数字は僕から聞き出した過去のループの起こった日時。矢印は、そのとき神崎さんがいた位置だろう。

「最初は、詩音ちゃんと会ったことが原因かとも思った。でも、どう思い返してもあたしは詩音ちゃんに会うより前に、すでにループに巻き込まれてる。やっぱり、条件の一つは詩音ちゃんとの相対距離だと思うの。過去のデータから言えば──せいぜい五キロ以内」

「……確かにループが始まって以来、詩音から五キロも離はなれたことはないね。いや、そもそも知覚できるのが僕一人の状態では検証しようがなかったわけだけど」

「これは一例よ。他ほかにも、詩音ちゃんにべったり離れずに暮らしていただけのへたれ毎原くんには気づけていないルールが存在するはず。で、それらのルールを確かめるためにもまず、ループを意図的に起こせるようになったほうがいい。だから試ためしに──」

「──ねえ、神崎さん」

　ある程度は頷うなずきながら聞いていたけど、こと話がそこに至り、つよい口調で差し挟はさむ。

「君の言ってることはわかる。けど、詩音を実験動物扱あつかいするというのなら──覚えてる？　最初にした約束。これは、保留の域を超こえてる」

「……ッ」

　正面から睨にらまれ、睨み返す。

　神崎さんの目力に気け圧おされそうになるのを堪こらえるために、自分に言い聞かせる。

　これは、見た目が怖こわいだけ。実際は、そう実際は、この鋭するどい表情の裏にいるのは普ふ通つうの女子高生、この顔だってよく見れば結構、意外と、とても──

　──綺き麗れい、かもしれない。




　……パチパチパチ、と拍はく手しゆの音。




「お二人とも、すごい演技力ですね」

　拍手を伴ともなう詩音の言葉に、はっと我に返る。

　詩音は楽しげに笑いながら、僕らを見ていた。

「それで、るうちゃんは私になにをして欲しいんですか？」

「詩音、そんな危険なまねは──」

「ジェットコースター」

「そんな、ジェ……うん？」

　神崎さんの発言に、耳を疑う。

「とりあえず……ジェットコースターに乗りにいこうと思うの。そのスリルをきっかけにループを起こせるんじゃないかと思って。擬ぎ似じ的な事故、というか」

「わあ、いいですねぇ、遊園地ですか！」

「……そうね、そうなるかしら？　ジェットコースターに乗るとしたら、遊園地に行かなくちゃならないのね。ああ、あたし、ぜんぜん気づかなかったわ」

「…………えっと、神崎さん？」

　なんとなーく空気が変わったのを感じて、表情に困る。

「もしかして……ただ遊園地に誘うのが恥はずかしくて、実験っていうのは建前で？」

「なんのこと？　建前もなにも、ジェットコースターに乗るには遊園地に行く必要があるなんて、まったくさっぱりちっともぜんぜん気づかなかった、って言ったはずよ。ああ、そういえば──偶ぐう然ぜんね。たまたまポケットに遊園地の招待券が入ってたわ」

「わーすごい、あきれてものもいえないくらい、ぐうぜん」







「遊～園地～！」

　詩音はかわいい。

　それは、遊園地のゲートをくぐった直後、嬉しそうに両手をひろげてくるくる回ってる姿に目がくらむほどのきらきらエフェクトがかかって見えるくらいかわいい。

「ほら、るうちゃんも！」

「え？　えっと…………ちっ」

「ち!?」

　神崎さんは詩音に馴なれ馴れしくされて、苛いら立だたしげに舌打ちした──かのように見えた。

　その様子に、僕の隣となりに立つ秀兄ぃが眉まゆ根ねを寄せる。

「あれ……大だい丈じよう夫ぶ？　あの二人、喧けん嘩かしてるの？」

「違ちがうよ秀兄ぃ。あれはたぶん、詩音をまねして『遊～園地～』と言おうとしたものの上手く出来なくて、『ち』という一文字だけを口にしたら舌打ちみたいになっただけだよ」

「カズ……お前、いつのまにそんな病的なポジティブに……」

「いや、自分でも改めて言うとバカみたいだけどね？　これ真ま面じ目めな話だから」

「うんうん、そうか。神崎ちゃんを庇かばおうとして、そんな無理ないいわけを……」

　秀兄ぃが感かん慨がい深げに頷いてくる……違うのに。

　神崎さんは隣りん県けんにある大型の遊園地まで電車で行くつもりだったらしいけど、駅から遊園地までも多少の距離があるし、そもそも高速道路で来たほうが所要時間は三分の二くらいで済むしということで、免めん許きよ持ちの秀兄ぃをスタバから呼び出し、秀兄ぃの家のファミリー向けコンパクトカーに乗ってここまで来ていた。秀兄ぃのレポートには犠ぎ牲せいになって貰うことにして。




「さて、これが目的のジェットコースターよ」

「わあ！」

「わあ……」

　目を輝かせる詩音の隣で、僕はげんなりしながらその装置を眺ながめた。

　高い。長い。うねってる。観みているだけでくらくらしてくる。かつてなんとかとなんとかが世界一で、なんとかが特になんかしたっていう、ジェットなんとかー・ＮＡＮＴＯＫＡ……駄だ目めだ、情報を頭に入れる気にもならない。

「さ、行くわよ」

「さ、行ってらっしゃい」

　右手を挙げて見送る僕。

「……毎原くん、来ないの？」

「言ってなかった？　僕は前世からのお告げで、ジェットとコースターが名前についてる乗り物には乗らないことにしてるんだ。いやー残念だよ。せめてジェットかコースターのどっちかだけならよかったんだけど」

「怖いの？」

「まさか、まんじゅうと同じくらい怖くないよ」

「怖いなら仕方ないわね……ふっ」

　バカにしたように笑う神崎さん。むかっ腹が立つが、苦手なのは事実だ。

「……僕は詩音と一いつ緒しよにここで待ってるから。せめて神崎さんがみじめったらしい悲鳴を上げてループを誘ゆう引いんしてくれるのを祈いのってるよ」

「あら。私は乗ってきますよ、カズちゃん」

「え。いや危険だよ？　もしジェットコースターから落ちた所を車にでもひかれたら」

「車にひかれた時点で、ジェットコースターに関係なく一大事じゃない……毎原くん、だいぶ頭が参ってる？　そんなにジェットコースターが苦手なのね」

　うるさい。嘲あざけりの視線を向ける神崎さんを無視して詩音に向き合う。

　けれど、詩音は笑え顔がおで言ってきた。

「大丈夫ですよ。事故なんて起きません。危険に思える物ほどよく整備され、慎しん重ちように確かく認にんが行われているものです。あと、私は運がいいですから」

「でも、危険なことは出来るだけ避さけて……」

　言いかけて、ふと止まる。

　……詩音に反論されるなんて、初めてのような気がした。僕が『危険だから』と言って止めるといつも、詩音は『そうですか』と言ってやめてくれたのに。それなのに……

「カズちゃんも、勇気を出してチャレンジしてみませんか？」

　詩音のほうから、僕を誘さそってくるなんて。

　人間関係による変化という物か。妙みような寂さみしさを覚えたけど、同時にこれを認めないのは人間として正しくないような気がしてきた。

「……いや、お誘いは嬉うれしいけど、僕はやっぱりどうも絶ぜつ叫きようマシンって苦手で。詩音は、楽しんできて」

「そうですか？　では、いってきますね！　下から見ていてください！」

「よっし、シオちゃん行こうか！　今ならほとんど並ばないで行けそうだよ」

「はい！」

　秀兄ぃと一緒に詩音がジェットコースターの発着場に向かっていく。

　神崎さんは後を追う前に一度、こちらを振ふり返った。

「……情けない男ね、毎原くん」

「……神崎さん。詩音をよろしく」

「任せなさい。詩音ちゃんはあたしが守るわ」

「わー頼たのもしい。よっぽど得意なんだね、こういうの」

「当然でしょう？　ジェットコースターなんて余よ裕ゆうだわ。──まあ、実際に乗るのは初めてだけど。詩音ちゃん、待ちなさい」

　神崎さんは『まってーあははー』というのを神崎さん流に鋭く言い放って周囲の通行人をぎょっとさせながら、詩音たちと共にジェットコースターに向かっていった。

　それを見送りつつ──僕は、徐じよ々じよに徐々に、ゆっくりと首をひねった。

　……うーん？　あれ？

　神崎さんに実験機材と言って渡わたされ耳元につけていた携けい帯たい電話用のブルートゥースレシーバーに着信音。通話ボタンを押すと、神崎さんの声が聞こえてきた。

『──聞こえる？』

「きこえる」

『これは実験、この通話も記録しておくから。切ったら駄目よ』

　神崎さんと通話しながらも、疑問は頭を離はなれない。

　レシーバーの向こうでは『一番前の席にしましょう、るうちゃん！』とはしゃぐ詩音と『いやぁ両手に花……って、俺だけ後ろの席か。二人がけだしね、はは』という秀兄ぃの声も聞こえていた。耳にレシーバーを付けたままというのはジェットコースターのルール違い反はんぽいけど、こっそり通過したらしい。

　やがて、発車のブザーが鳴る。

『神崎ちゃん、大丈夫？』

『…………ふぅ』

　やさしげな秀兄ぃの言葉に、答えない神崎さん。

　……うーん。このタイミングで、先ほどからの疑問を投げかけることにした。

「あのさ、神崎さん……やっぱり気になるから、ちょっと訊ききたいんだけど」

『…………なに？』

「ジェットコースター、これまで乗ったことないのに大丈夫って…………根こん拠きよは？」

『…………根拠』

　答えの代わりに、僕の見上げるジェットコースターの登頂にあわせたレール音が耳元から聞こえてきた。カタカタカタカタカタカタ──やがて。

『…………毎原くん』

　消え入りそうな、神崎さんの声。

「なに？」

『……やっぱりやめる。とめて』

「え。ごめん。むり」

　カタカタ、カタ──次の瞬しゆん間かん。




『──っきゃああああああああああああああああッ!!　いやあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ──』

　この世の物とは思えない神崎さんの悲鳴が、レシーバーからのみならず、風船の飛んでいく青空を背景に、頭上のジェットコースターから直接遊園地中に響ひびき渡って──





（４の２）






　発車のブザーが鳴る。

『神崎ちゃん、大丈夫？』

　……あれ？　これは。

『──噓うそ、でしょ』

　耳元のレシーバーから聞こえてきた神崎さんの発言に同意する。

　これはさすがに……噓だろう？

『噓って？　俺、心配してるだけなんだけど……？』

　秀兄ぃは落ち込んでいるけど、問題はそこではない。

「あー…………神崎さん？」

『毎原くん……これ、夢よね？』

　この期ごに及およんでその口調は平然としていて冷れい徹てつさを感じさせる物だったけど、その裏に隠かくされているであろう弱気は疑いようがない。

「もちろん、これは夢だよ──っていうことにしておくのと、最悪のタイミングでループが起きたっていう厳しい現実に気づくのと、どっちがいい？」

『……じゃあ、夢』

「わかったユメ。これは夢だユメ」

『ああ、やっぱり。毎原くんの語ご尾びも「ユメ」だし、間ま違ちがいないわね』

「間違いないユメ」

　カタカタカタカタ、カタ──

『……あ。毎原くん』

「なにユメ？」

『……これ、やっぱり夢じゃなあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ──』





（４の３）






　発車のブザーが鳴る。

『神崎ちゃん、大丈夫？』

『……毎原くん』

『え、あれ、無視？』

　先ほど以上にぐったりした様子の神崎さんの声。

「なにユメ？」

『これ……夢じゃないわ』

「ああ、ついに気づいちゃった？　そう、これは夢じゃないリアル」

『騙だましてたのね……語尾も本当は「リアル」だし』

「本当もなにもないけど」

　かなり参ってるなぁ……と心配していると、向こうからも神崎さんを心配する、詩音の声が聞こえてきた。

『るうちゃん……「本当はリアル」って、二重表現ですよ？』

『詩音ちゃん……大だい丈じよう夫ぶ、気にしないで。これは、あなたの責任じゃないから』

『はい？』

『……さようなら。詩音ちゃんのことは、忘れないから──！　ッッッ、いやあああああああああああああああああああああああああああああああああああ──』




















（４の４）






　発車のブザーが鳴る。

『神崎ちゃん、大丈夫？』

『……もう駄だ目め』

『も、もう!?　まだ登り始めて一秒だよ!?』

　速そつ攻こうの弱音にうろたえる秀兄ぃ。

　それにしても神崎さん──

「──さよならって、どこに行くつもりだったの？」

『……ここではない、どこか』

　神崎さん、どんどん声が小さくなっていく。大丈夫か。

　隣となりにいる詩音も心配している様子だった。

『どこかって、るうちゃん、どこかへ行ってしまうんですか？』

『……詩音ちゃん。あたしが死んでも、あたしのこと忘れないでね』

『ええ!?　死ぬって、どうして？』

『……ジェットコースターで』

『ああ、えっと……あ、安心してください！　どんなに怖こわくとも、ジェットコースターで人は死にませんから！』

『そう、身体はね……けど、心が』

『こ、心!?　遠い目で、どこを見ているのですか、るうちゃん！』

　完全に諦あきらめムードの神崎さんに、詩音も戸と惑まどいを隠せない。

　でも、諦めてるなら僕がムキになる必要も無いか。

「神崎さんが死を覚かく悟ごしたんなら……えっと僕、ループ終わるまで休んでていい？」

『……鬼おに』

「だって、どうしようもないし」

　冷静に事実を告げると、神崎さんのぼやきが返ってきた。

『……どうしてこんなことに』

「それは、神崎さんが実験するとか言い出したから」

『……なんであたしがこんなところに』

「それは、神崎さんが根拠のない自信満々に自分から乗り込んでいったから」

『……なんでこんなものが、この世の中に』

「古代中国で編み出された拷ごう問もん技わざ、痔じ悦えつ屠と業こう州す蛇たが西洋に娯ご楽らくとして伝わったから」

『そう、道理で』

「いや、納なつ得とくされても困るんだけど……」

『──じゃあ、どうしろっていうの？』

　思わず普ふ通つうにツッコんだら、逆ギレ調の返事が聞こえてきた。

「どうって」

『頼たのめば毎原くん、助けてくれるの？　なんて頼めば？　何でもするわ』

「何でもって、そういう極きよく端たんな言い方はやめたほうが」

『ん？　いま何でもって言った？』

「ほら、秀兄ぃも反応してるし」

『わかった。極端な言い方は絶対に二度と、死んでもしないから助けに来なさい』

「うわ、極端。そもそも、行こうにも行けないし。だいたい、僕に助けを求めるなんて神崎さんらしくないんじゃない？」

『あたしらしく……？』

「だって──ループの究明と解決が、使命なんでしょう？」

『あ。──って、いやあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ──』





（４の５）






　発車のブザーが鳴る。

『神崎ちゃん、大丈夫？』

『く──黙だまってて』

『え……えぇぇ？』

『毎原くん』

　ショックを受ける秀兄ぃをよそに、神崎さんが言ってきた。

『ループを──解決しないと』

「……そう？　ループなんて、放ほうっておけばいいと思うんだけど」

『いいえ。ループは終わらせる』

「そう。わかった」

　ようやく、普ふ段だんの神崎さんらしくなってきた。

『そのためには……詩音ちゃん！　いま、なにか気になることとか不満なこと、ない？』

『いいえ？　落下がとても楽しみです。それよりるうちゃんこそ、大丈夫ですか？』

『……あたし？』

『はい。その……るうちゃん、泣きそうですから。それが少し気になって』

『それは……って、え？　それって、まさか……』

　神崎さんと僕が、ほぼ同時に同じ推論に思い至る。

『毎原くん、このループって、もしかして……』

「うん……詩音が、神崎さんの惨さん状じように心を痛めて起こしたループかも」

『でも、だとしたらもうこれは降りられないのに、どうしたら……』

「そりゃあ──神崎さんが耐たえるしかないんじゃない？」

『耐えるって、どうやって？』

「そりゃあ、慣れるしかないんじゃない？」

『慣れるって、どうやって!?』

「そりゃあ……耐えるしかないんじゃない？」

『耐え……どうやっ、きゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ──』





（４の６）






　発車のブザーが鳴る。

『神崎ちゃん、大丈夫？』

『……この無能』

『え……!?　ご、ごめんなさい』

　秀兄ぃが謝っているのをよそに、実際に無能と言われた僕は弁明を試みる。

「だって、慣れるか耐えるかしかないでしょう？　それとも、ジェットコースターを止めてみる？　誰だれか止めてーって叫さけんでみるとか」

『そうね……命が惜おしかったら止めなさい！　こんなものに乗せて、恥はじを知りなさい！　この愚ぐ図ずども！』

　厳しい声と一いつ緒しよに、がちゃがちゃと何かを揺ゆする音も聞こえてくる。

　やがて、神崎さんも諦めたらしい。

『……駄目ね、目が合った人は青ざめた顔で目を背そむけるだけだわ。一緒に固定バーも押し上げてみたけどびくともしないし、詩音ちゃんがすごく困った表情でこちらを見てるし』

「だろうね。僕もいま同じ表情でどん引きしてるよ」

『毎原くんのほうで出来ることはないの？』

「係員も発着場もここからは遠いし、緊きん急きゆう停止ボタンとかどこかにあるんだろうけど、それを無理矢理押すわけにもいかないし」

『薄はく情じような……』

「仕方ないだろう？　まあ、もし限界だったら言ってよ」

『限界？　言ったら、どうするの？』

「通話を切って、目を背ける」

『……そう』

『あのー……か、神崎ちゃん？　大丈夫？』

　秀兄ぃが、大暴れした神崎さんのことを超ちようよそよそしい態度で心配してきた。

『……いとこの人。このジェットコースター、なんとか止められない？』

『え……無理だと思うよ？　バーをいじれば安全装置が動くかもだけど、変にゆるんだ状態でそのまま発車したらと思うと、そんな危ないことは絶対にできないし』

『……ふん。確かに、そうね』

　馬ば鹿かにしたような口調の神崎さんの反応。それに対して詩音が言う。

『るうちゃん、大丈夫ですか？　急に顔を青ざめさせて』

　顔を青ざめさせて？

　……どうやら、さきほどバーを動かした危険性を、いまようやく理解したらしい。

『……毎原くん、なんとか止め──っ、きゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ──』





（４の７）






　発車のブザーが鳴る。

『神崎ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？』

『……そうね。いとこの人。ジェットコースターに耐える方法、知らない？』

『耐える方法？　なんだ、怖いのかい？　そうだなぁ』

『何でもするから』

「あ」

　神崎さんの発言に、思わず声が漏もれる。

　しまった。言い忘れてた。……いまからでも、忠告しといたほうがいいか。

「神崎さん……あんまり、秀兄ぃに頼たよらないほうがいいよ？」

『……？　別に、どうせダメ元よ』

「というか……例えば以前、僕がループ中に競馬で大もうけしようとしたときのこと」

『え……そんなことをしてたの!?』

「昔ね。で、僕は未成年だから秀兄ぃに馬券購こう入にゆうを頼んだんだよ。当たれば千倍以上の十万馬券。そしたら秀兄ぃ……こんな大穴、どうせ外れるだろうからって馬券を買わないで、渡わたしたお金を自分のふところに入れちゃって」

『え』

「その上で、僕の予想が当たったとわかると目の色を変えて『さっきはごめん、次の予想を教えてくれ、それで取り返そう、元手は用意した』って、サラ金で数百万の借金を作って僕の前に──あのままループが終わってたらと思うと、ぞっとするよ」

『それはずいぶん……』

「それに以前、ループ中にニュースになってた電車の事故を止めようとしたとき」

『へえ、そういうこともしてたのね』

「ループとは関係なかったけど、大事故だったから……で、そのとき僕は事故現場の近くに居た秀兄ぃに、現場で係員を説得するように頼んだんだよ。秀兄ぃはその通りにしてくれたんだけど、結局事故は防げなくてね。そしたら秀兄ぃ……事故現場の動画を撮とってテレビ局に売ってて。僕に『次の事故現場はどこ？　助けに行こう、テレビ局の人も応おう援えんしてくれてる』って、買ったばかりの高性能カメラを首に下げながら訊きいてきて」

『えっと……人命救助が最優先、ではあるのよね？』

「とにかく、秀兄ぃは誘ゆう惑わくに弱いんだよ。普段はいい人だけど。だから、うかつなこと言うと……」

　なんていう僕の心配は、一いつ瞬しゆんにして現実と化した。

　秀兄ぃが、

『うーん……そうだ！　いま、なんでもって言ったよね？　じゃあ……こ、こう、身体に触さわってたら安心できるし？　くすぐったりしたら気も紛まぎれるし……俺が、神崎ちゃんのことを触ってみよう』

　と言い出した。……うわぁ。

『は……!?　触る、って』

『だって、何でもするって言ってたもんね？　仕方ない。じゃあ……あ、手が届かないな。バー、上がらないかな……むうううう！』

　ギシギシ、とストッパーのきしむ音が聞こえてきた。

『ちょ、ちょっと！　下手に外れた状態で走り出したら、危険なんでしょう？』

『そのときはそのときだよ。ぬうううう！』

　さっきは、そんなこと絶対にできないって言ってたけど。

『い、いや、そういうのはいいから！』

『いやあ、いいからいいから』

『いいから！』

『いいからいいから。うおおおおお！』ギシギシギシ

『ああもう、なにこれ！』

　我がいとこながら、怖こわっ。

『秀兄ぃ！　るうちゃんが怯おびえてるじゃないですか！』

『え、怯えてるのそれ？　でも、これは神崎ちゃんのためだから。ふりゃああああ！』

『詩音ちゃんが言っても止まらない……毎原くん、どうしたらいいの？』

「一度こうなっちゃうと……とりあえず、次のループまでしのげばいつもの秀兄ぃだよ」

『次のループまでって、どうやって!?』

「なんか、後ろに投げるものとかない？」

『手荷物は全部、預けてあるし。携けい帯たいしか……でも、これじゃあストッピング能力が足りないかも……あ』

「なに？」

『……そういえば、さっきから実は、あたし…………吐はきそう』

「あ、うん、聞かなかったことにする」

　そう告げると僕は、通話を切って目を背け、木こ陰かげに避ひ難なんした。

　頭上からはこれまでの神崎さんの悲鳴とは異なる変な音と、「るうちゃーん！」という詩音の叫び声と、「うわあああああ！」という秀兄ぃの悲鳴が──





（４の８）






　発車のブザーが鳴る。

『神崎ちゃん、大丈夫？』

『…………』

『しゃべれないくらい怖いの？　大丈夫大丈夫、あ、不安だったら歌でも歌おうか？　って、それは恥はずかしいか。はは』

　先ほどまでとはまるで異なる真人間。通常バージョンの秀兄ぃ。

『……この人、頭、大丈夫？』

「大丈夫。隙すきさえ見せなければいい人だから」

『隙を見せたら駄だ目めな時点でいい人じゃないから。それより──詩音ちゃん』

『はい？　どうしたんですか、るうちゃん。そんなに私のこと見つめて』

『……さっきは、手で蓋ふた……ありがとう』

『てでふた？』

「手で蓋!?」

　……すごいなぁ、詩音。

『……本当に、ありがとう。でも……もう、あたし……駄目かも』

『るうちゃん!?　泣かないでください』

『う……ううう……』

　……噓うそだろ。よっぽどさっきのループが応こたえたのか、神崎さんは泣き出したらしい。

　……どんな表情で？　やっぱり怖い顔で泣いてるの？　それとも素す直なおに泣き顔で？　気になる……って、あれ？

「……神崎さんが泣いてもリセットはしないのか。じゃあ、神崎さんの心が折れることじゃなくて、ジェットコースターの状態がリセットのトリガー？」

　周囲を見み渡わたす。

　ジェットコースターの位置。

　リセットのタイミングで考えると、ジェットコースターの最後の位置は、あの辺りか。

　……激しいカーブの後の、それほど複雑でも急でもない区間。あそこが何か特別なポイントとも思えない。じゃあ……

　これって……まさか……

「……神崎さん」

『ううう……』

「泣いてないで……ループの原因、ジェットコースターじゃないのかも」

『え？』

「詩音の様子に、注意して」

『そ、それって……あ……ぃやあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ──』
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　発車のブザーが鳴る。

『神崎ちゃん、大丈夫？』

『く、うう……で、毎原くん。ループの原因が、ジェットコースターじゃないって？』

「そう。だって神崎さん、泣いたりとかなにか、リセットのタイミングぴったりでやってること──きっかけになってそうなことって、ある？」

『覚えてないけど……別に、無いわね』

「でしょう？　それに、ジェットコースターも別に大したことの無い、半はん端ぱな位置にあるときにループしてるし。たぶん、詩音……ジェットコースターの上から、何かを見つけたんだと思う」

『……じゃあ、それをなんとかすればループは終わるのね？　これに耐たえなくても』

　声に多少の活力が戻もどっている。

「そう、だから……詩音の様子、どうだった？」

『そうね……笑ってたわ』

「笑ってた？」

『ええ──綺き麗れいな川の向こうの、お花畑で』

「あ、それ詩音じゃないね」

　あの世のお迎むかえ的な何か──詩音の顔をしているなら天使だろう。

「しょうがない……じゃあ耳のレシーバー、詩音につけてもらえる？」

『あ……そうね。詩音ちゃん、毎原くんが、替わってって』

　ちょっとしたごそごそ音の後に、先ほどまでよりも鮮せん明めいな詩音の声がした。

『はい？　カズちゃん、どうかしましたか？』

「詩音……はぁ。常じよう軌きを逸いつしてない人との会話は、ほっとするね」

『ふふっ、どうしたんですか？　さっきお別れしたばっかりじゃないですか』

「そうだね。でも、こんなに詩音と離はなれているのは久しぶりな気がするよ」

『大げさですよ、カズちゃん。すぐにまた会えますから』

「うん。そのためにも──詩音、そこから何が見えるか、実じつ況きようしてくれない？　ちょっと興味がわいてきて」

『実況ですか？　いいですよ、ええと……るうちゃんが死にそうです』

「あ、それは知ってる。それ以外で」

『そうですね……空が綺麗です。人がたくさん。まだ長なが袖そでの人も多いですね。確かに、空気は冷たくてきもちいいです。もうすぐ落下、わくわくしますね』

「うん。それで？」

　こんなに和なごやかな詩音が、さっきまでの神崎さんの絶ぜつ叫きようと同じところにいるのかと思うと不思議な気持ちになってくる。そして、ついにその瞬しゆん間かんが──

『もう、間もなくです。景色が縦に流れて、そして『きゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああ』が『やああああああああああああああああああああああああああああああああああ』でふ『あああああああああああああああああああああああああああああああああ』──』
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　発車のブザーが鳴る。

『神崎ちゃ──』

「うるさいよ神崎さん！」

『──悪かったわね』

　僕の叫さけびに、神崎さんもさすがに申し訳なさそうな態度。でも、あれは酷ひどい。

「せっかくの詩音の声が、かんっぜんに聞こえなかった……神崎さん、詩音にレシーバーを渡わたしたら、なにか口に詰つめておいてもらえる？」

『……ふん。あつかましい』

「誰だれのためだと……」

『チッ……詩音ちゃん』

『はい？』

　再びごそごそ音の後に、詩音の声。

　先ほどと同じように実況を頼たのむと、詩音は言った。

『ええと……るうちゃんがハンカチを食べてます。お腹なかがすいたんでしょうか？』

「だろうね。かわいそうに」

『むむむむむ！』

　何か言っているが聞こえない。これなら何とかなるか。

　果たして、詩音の実況。

『落下して、身体の中身がひっくり返りそう『むむむむむむ！』で、カーブが左右に、あははははは『むむむむむむ！』から、そして……あ。風船──』
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　発車のブザーが鳴る。

「風船！」

『毎原くん？』

　神崎さんの反応を待たずに、僕は走り出していた。

　そう、これまでにも何度か見えていた。空に昇のぼっていく青い風船。

　ジェットコースターの位置的に、リセットの瞬間にはあの風船の飛び立つ元の位置が見えていたはず。詩音の性格。タイミング。状じよう況きよう的に考えて──

　──いた。

　子供。

　青い風船を手放した、五歳くらいの男の子が上空を眺ながめていた。

　遠ざかる風船を見つめる瞳ひとみは、やがて大きく歪ゆがみ、そして──

　頭上から聞こえる女子高生の悲鳴など気にせずに、男の子は泣き出した。
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　発車のブザーが鳴る。

『神崎ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？』

『く……ま、毎原くん？　さっきの──』

「風船だ」

『風船？』

「子供が風船を手放した瞬間から、泣き出すまでのループだったんだよ、これ」

　改めて神崎さんに説明する。

　まず詩音はジェットコースターの上から泣き出す子供を見つけた。かわいそうだと思った。結果、ループした。

　ループは、すべてが終わってから、すでに始まっているときまで。風船を手放す前にまでは戻れない。発車のブザーと同時に、子供は風船を手放している。

『そう……子供のために。さすが詩音ちゃん』

『子供？　なんの話ですか？』

　神崎さんは感心したけど、まだ起こっていない事こと柄がらについて詩音本人はわかっているはずもない。

「というわけで、原因もわかったことだし──諦あきらめようか？」

『マイハラクン？』

「いや、だって追いつけないって。泣き出す前に子供のところまでは行けても、その頃ころにはもう風船ははるか上空。空でも飛べない限り、どうしようもないって」

『確かにそうね。でも──』

　でも？　何を言い出すのかと思ったら、神崎さんは躊躇ためらうことなく断言した。




『──それをなんとかするのが、毎原くんでしょう？』




「……はい？」

『毎原くんが本気を出せば、大たい抵ていのことはなんとかなるわ』

「なにその買いかぶり。僕になんとかできることなんて、神崎さんのゲロを見ないふりして脳内で想像するときはキラキラした物体に置き換かえることくらい──」

『あら、るうちゃんもついにわかりましたか？　そうなんです、カズちゃんが本気を出すとすごいんです！』

「……いや、詩音」

『確かに、カズはたまに未来のことがわかってるようなことを言うし……あれ、うまくお金にならないかな……？』

『──黙だまりなさい、俗ぞく物ぶつ』

『ひっ！』

　余計なことを思いつきそうになった秀兄ぃに、神崎さんが釘くぎを刺さしてくれた。

「ありがとう神崎さん……いや正直、神崎さんに何を言われても、面めん倒どうを押しつけられてるようにしか思わないけど」

『ちょっと』

「でも……詩音に期待されてるなら──裏切るわけにもいかないか」

　伸のびをして、屈くつ伸しん。準備体操を念入りに。

　身体の状態は次のループには持ち越こされないから気持ちの問題だけど。

「全身全力でダッシュして、あらゆるルートと道具を使って、風船に手が届かないか──試ためしてみよう」
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　発車のブザーが鳴る。

『神崎ちゃん、大丈夫？』

『もう……黙ってて』

　すっかりグロッキーの神崎さん。

　僕はすぐさまダッシュ──しようとして、やめた。

「うん、これ無理」

『ちょっと、毎原くん！』

「だってあれから十周かけて、いろんなルートとあらゆる道具を試してみたけど……無理無理。かわりの風船とかお菓か子しとかあげても、あの子が泣くのを止められないし。ループのキッカケになったことって、ちょっとやそっとでは変えられないんだよね。これもループの裏ルールの一つかも」

『毎原くん！』

「それより、よく考えてみたんだけど──」

　僕は指先を動かし、キーボードを打つようにして思考を働かせた。

　なにか他ほかに方法はないかと、ずっと考えていた。

　そして……ついさっき。最後に風船を見上げたときに気づいたのだ。

　上空を舞まう風船のすぐそばに、人が居る、ということに。

「──空を飛ばないと届かないなら、空を飛んでる人に頼もうと思うんだよ」

『は？　空なんて──』

　きっと今いま頃ごろ、神崎さんは上を見ていることだろう。

　けど、そうじゃない。

「神崎さん、空っていうのは、そこのことだよ。そのジェットコースターの上から、風船を捕つかまえて欲しいんだ」

『……は？　届かないに決まってるでしょう』

「手は届かない。でも、あの風船は浮ふ力りよくが小さくて上じよう昇しよう速度が遅おそいから、神崎さんたちは一いつ瞬しゆん、風船のほぼ真上を通過する。そこから何か投げて、風船にかぶせられれば──」

『…………まさか』

　神崎さんの頭の中でも、その構図が理解できたらしい。

　一見すると荒こう唐とう無む稽けい。けれど、おそらく不可能ではない。

　なにしろこちらは、何度でもやり直しが出来るのだから。

『……でも、投げるものなんて何もないわよ？　さっきも言ったけど、手荷物はハンカチくらいしか……あとは、口から吐はくものか』

「それで風船を撃うちおとしたら子供のトラウマになるよ。それより本当に他になにもないの？　袋ふくろか網あみみたいな、ある程度の重さのある何か。で、落としても危なくないもの。僕は君らの姿が見えてるわけじゃないから、見落としがないか確かく認にんできないんだけど」

『袋……鞄かばんがあれば良かったんだけど。でも、袋なんて、ッ…………………………変態』

「はい？　な、なにかあったの？　秀兄ぃが何かした？」

『毎原くんの、変態』

「僕？　え、え…………ごめん、それ、褒ほめ言葉？」

『なんで!?　違ちがうに決まっているでしょう、だって……そういうことでしょう？』

「いや、だからどういうこと？」

『………………服を脱ぬげ、って言うんでしょう』

「………………ああ！」

　投げるもの。袋状の。ある程度の重さ。落としても危なくない。

　──服か。

「そんなのまったく考えてなかったけどナイスアイデア！　脱いで！」

『はあ!?　脱げるわけないでしょう!?　今日は上も下も、脱いだら下着なんだから！』

『え、神崎ちゃん服を脱いでくれるの!?』

『うるさい！』

『あ、ごめん……』

　反応した秀兄ぃが、神崎さんに怒おこられて畏い縮しゆくする。

『とにかく、脱ぐくらいならこのまま──ぁ……っきゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ──』
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　発車のブザーが鳴る。

『神崎ちゃん、大丈夫？』

『……脱ぐわ』

『そう、脱──脱ぐ!?』

　一周するたびに心が折れるな、神崎さん。

　まあ、自分から行動してくれるなら何より。

「じゃ、よろしく神崎さん」

『……じゃあ、スカートを。それなら、外から見えないし……投げたらすぐ拾ってきなさい。でないと……』

「……でないと？」

『……あたし、ここに住むことになる』

「か、神崎さん……！」

　これだけジェットコースターが苦手な神崎さんが、永住宣言をするとは……乙女おとめの恥はじらい、その重さがいまさらに理解される。……けど、まあ、それはそれとして。

「拾ってくるから、ほら、さっさと脱いで脱いで」

『この……く……うう……』

『る、るうちゃん!?　急に、どうしたのですか！』

　驚おどろいたような詩音の声。さすがに黙って見てはいないか、と思ったら。

『く……毎原くんに言われて──』

『カズちゃんが!?』

「神崎さん!?　誤解を招く言い方！」

　詩音に軽けい蔑べつされる、なんとかしないと──と焦あせったところに。

『カズちゃんがそんなこと……きっと、何か事情があるはずです！』

「し、詩音……!!」

　さすが詩音……あとは神崎さんがさっさと脱げば解決だ、と思いきや。

『事情……そうね。実はいま、どうしてもスカートが必要で、だから』

『よくわかりませんが……わかりました。ならば、私のスカートを使ってください！』

『し、詩音ちゃん！　詩音ちゃんは脱がないでいいわ』

『いいえ、るうちゃんに恥ずかしい思いをさせるくらいなら、私が！』

『あたしが脱ぐから。ほら、もう』

『私が脱ぎます！　っいしょ、んしょ』




「……すー……はー……」




　僕は、レシーバーから聞こえてくる声を聞き流すように、深呼吸をして、大地に根を張り、大気と一体化し、心を無に……そう、無に……

『なんだこれ、夢!?　うおおおお観たい!!　シートが邪じや魔まで覗のぞけない！　うわあああ、パンツ！　うおおおお、パンツ！』ギシギシギシ

「──ああもう秀兄ぃ！　せっかく人が心を無にしてるのに……！」

『……毎原くん』

「神崎さん？　どう？」

『……脱いだわ』

「そう。……どっちが？」

『……どっちも』

「ふぐ」

『ふぐ？』

　鼻の奥がつーんとしたので、鼻骨を押さえてうずくまる。

　落ち着け。大地を感じろ。小宇宙コスモを燃やそう。じゃなくて、黒こく龍りゆうを鎮しずめなければ……

「…………ごめん。大だい丈じよう夫ぶ。じゃあ、神崎さん……は絶ぜつ叫きようしてて無理だろうから詩音に、それを風船に投げるように頼たのんでもらえる？　僕が下で回収に行くから」

『わかった。詩音ちゃん』

『はい？』

　神崎さんがお願いすると、詩音は相変わらずわけもわからないままに頷うなずいてくれた。

　よし……あふ。なんか、精神的ショックが下半身に来ている。うまく走れない。

「く……よし、そろそろだ。頼んだよ、詩音」

　いつも通りのタイミングで聞こえてくる神崎さんの悲鳴は無視するようにして、頭上を見上げる。

　風に流されつつゆっくりゆっくり上昇する風船に、ジェットコースターがさしかかった。

　そして──




『──えい！』

　パサ

　……スカートが、風船とはぜんぜん別の方向に落ちてくる。




『──もう一枚！』

　パサ

　次もまた、まったく関係ない位置をひらひらと。




　……だよね。詩音の運動神経は、それはそれはひどいものだから。

　いまさらに計画の決定的な欠けつ陥かんに気づいて足を鈍にぶらせる。

　と、周囲の通行客から声が聞こえてきた。

「……なんだあれ？　布？」

「っ！」

　まずい。このループはどうせもうすぐリセットされると思うけど、万が一ということもある。スカートを……詩音のスカートを回収しないと！

「く……どっちが詩音の……いや、詩音なら、最初に自分のスカートを投げるはず！　あっちだ！」

　上手うまく風をはらんで何度か巻き上げられて、スカートが地上に落ちてくるまでには思いの外に時間がかかっていた。よし、これなら落下に間に合う……あと少し……もう少し……届く！

「よし、詩音のスカート！」

　頭上に落ちてくるスカートに手を伸のばし、キャッチ──する寸前、風が！

　スカートが風でひらりと、手をよけて！

　僕の──顔にッ!!

「はぅ──ッッッ！」
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　発車のブザーが鳴る。

『神崎ちゃん、大丈夫？』

『……毎原くん。さっき、詩音ちゃんのスカートがどうとか言ってなかった？』

「え」

　……レシーバー越ごしに聞こえてたのか。神崎さん、ジェットコースターに慣れてきてるんじゃ……なんにしても、誤ご魔ま化かさなくては。

「さ、さあ？　幻げん聴ちようじゃない？　僕は詩音のスカートを顔に押しあててその香かおりとぬくもりに『はぅ』って声を漏もらしたりとか、ぜんぜんしない系男子だし？」

『……ふーん』

「あと草も食べる」

『草食系ってそうじゃないから』

「それよりほら、神崎さん。はやくスカートを脱いでくれないと。今度は詩音が気を遣つかわないように、堂々と素す早ばやく、恥ずかしがらずに脱いでね。はいワンツースリー」

『……この鬼き畜ちく』

「自分でも言っててそう思った。で、脱いでくれた？」

『いま……脱いだ』

　偉えらい。詩音が気遣う暇ひまも無く、だ。

　神崎さんはそのまま詩音にスカートを託たくす。

『詩音ちゃん……これで、あそこを飛んでる風船を落として欲しいんだけど』

『この、スカートでですか？　よくわかりませんが……わかりました！　でも、私は物を投げたりは苦手なので、秀兄ぃに頼みましょう。こう見えて、器用貧びん乏ぼうですから』

『いまの流れ、貧乏ってつける必要あった？　……え、そのスカート、俺にくれるの!?』

『やめて、穢けがされる！』

『や、やだな。カズとシオちゃんの友達のスカートに、そんな変なことはしないって。でも一応、確かく認にんだけはしておくけど──何嗅かぎまでオーケー？』

『絶対渡わたさないで。詩音ちゃんが投げて』

『そうですか？　では……』

　結局、詩音が投げる流れに。

　そこで……僕はあることに気がついた。

「──待った。ストップストップ。なんで気づかなかったんだろう。そうだよ、秀兄ぃに頼めばいいんだ」

『だから、絶対にいやだって！』

「いや、そうじゃなくて──そもそも、秀兄ぃに脱ぬいで貰もらえばいいんだよ」

『は？　脱いで貰うって、どうやって』

「脱いで、ってお願いして」

『……いや、だから……ああもう、また……きゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああああ──』





（４の26）






　発車のブザーが鳴る。

『神崎ちゃん、大丈夫？』

『……服を脱いでくれる？』

『ええ!?　これでいい？』

『早っ！　え……ズボン？』

『パンツも？』

『いえ、え、え……なんで？』

「言ったろ？　秀兄ぃは誘ゆう惑わくに弱いんだよ」

『誘惑……？　してないけど』

　自覚がないなら正常なことだ。常識があって何より。

　ともあれ、神崎さんは秀兄ぃに、ズボンを投げて風船にかぶせてくれるようにお願いした。秀兄ぃはいぶかしみつつも、なんとかオーケーしてくれた。

『……でも、かぶせられるの？　あんな小さな的に』

「駄だ目めだったら次のループで微び調ちよう整せいを指示するから。繰くり返せば、そのうち行けるはずだよ。念の為ために、今回も僕は走っておくけど」

　そんな話をしていたのだけど──

　数秒後、その瞬しゆん間かん。

『お、あれだなー。よし……えいやっと』




　パサ………………ぽふ




『お、できた』

『噓うそ、一回で!?』

「うわ、油断してた！」

　やばいやばい、速度を上げる。

　風船の軌き道どうは予想の外。一瞬、今回のループでは諦あきらめようかという考えも頭をよぎったけど……ちょっとした変化でズボンの軌道が合わなくなるかもわからない。せっかくのチャンスを無む駄だにはできない……！

　青い風船は宙を落下し、植しよく栽さいの木の枝を突つき抜ぬけ、茂しげみの上へ。

　枝に引っかかるかとも思ったけど、そのまま地面まで一直線。

　僕はほとんどダイビングキャッチのようにして、その風船に手をかけた。

「よし……って、これ」

　手元を見る。

　……まずい。風船が──割れている。

　ズボンの金具？　それとも、枝に引っかかって？　なんにしろ、ぺっちゃんこだ。

「僕の風船……！」

「あ」

　声に振ふり返ると、風船を追いかけてきたのだろう、茂みのそばに少年が立っていた。

　僕が持っている割れた風船を見て、表情を歪ゆがめていく。

「……わ、割れて」

　やばい。泣く──ほぼ反射的に、言葉が口をついて出た。




「──こいつは偉い風船だ」




「……え？」

「君のもとに帰ってくるために、自分で空気を抜いたんだな。ここまで持ち主思いの風船はそうはいない。なあに、風船屋さんに行って治して貰えば元通りだよ。これはきっと百年に一度生まれる、忠義に厚い幸福の青い風船だ。大事にするといい」

「…………なにそれ」

　子供は、ぽかんとした表情で僕を見て──笑った。

「変なお兄ちゃん、あははは」

「へ、変？　僕が？　あはははは……はぁ」

　……うん、リセットは起こらない。

　顔を上げる。

　ああ……青い空。こうして耳を澄すますと──神崎さんの悲鳴が聞こえてくる。







「……それで、その風船は？　直ったの？」

　地上に降りてきて数分間の休きゆう憩けいの後、すっかり生気を取り戻もどした神崎さんは、ベンチに座る僕を見下ろしながら話の結末を促うながした。

「割れてたんだよ？　無理無理。子供の見てないところでこっそり捨てて、同じ色の新しい風船にそれっぽい絆ばん創そう膏こうを貼はって渡して、はい終わり」

「じゃあ──偽にせ物ものってこと？　騙だましたの？　あれだけ苦労して取り戻したのに、結局」

「偽物だし騙したけど、あれだけ苦労したからこそ、それで納なつ得とくしてもらえたんだよ」

「……ふん。姑こ息そくなことね」

　冷たい視線で見下してくる。

　人の苦労も知らないで……またジェットコースターに乗せてやろうか、と思ったけど。

「さすがカズちゃん、るうちゃんもこんなに心温まった様子で」

「心温まってるの？　これ」

　……じゃあ、まあいいか。

　それにしても。僕が買っておいた季節限定さくらんぼ味のソフトクリームを手にした詩音は、いつになくニコニコと満面の笑えみで僕を見ていた。そして言う。

「でも、いいですね、忠義に厚い、幸福の青い風船の話。カズちゃんらしいお話です」

「いやあ、あんなの口から出任せだよ。ちゃんと書くなら、やっぱりＳＦにしちゃうと思うし。ＡＩ搭とう載さい風船の童話風な遠未来ＳＦとか……いや、書かないけどね？」

「そうなんですか？　……残念」

　詩音は言葉通り、とても残念そうな表情を見せた。

　……まあ、ちょっとだけ面おも白しろくなりそうかな、と思ってしまったけど。でも、ループに巻き込まれたら書いた文章が消えてしまう。徒労に時間をかけたくはない。

　さて……徒労と言えば、で思い出す。

「そういえば……秀兄ぃは？」

「え？」

「あ？」







「ちょっと待って！　俺はただ、いとこの友達にズボンを脱いで放ほうり投げろって言われただけで！」

　慌あわてて戻ると、ジェットコースターの発着場で下半身パンツ丸出しの秀兄ぃが両りよう脇わきを警備員に挟はさまれていた。

「言われたからって何だ。お前はここで裸はだかになれって言われたら裸になるのか？」

「それはまあ、相手のかわいさによります」

「……警察行くか」

「あ、ちょっと！」

　……さて、どう言い訳したものか。

「とりあえず……エチケット袋ぶくろ代わりにズボンを使おうと思ったけど間に合わなかった、ってことでいいかな？」

「酷ひどい話……幸福の青い風船とは雲うん泥でいの差ね」

「そこ比べないでくれる？」

「まあいいわ。とりあえず、いとこの人を回収したら──次の実験よ」

　神崎さんは胸を張ってそう言った。

「え、まだ懲こりてないの？」

「もちろん。結局、ジェットコースターでは意図的にループを起こすという目標は達成できなかったもの。次はベクトルの異なる危機感──お化け屋や敷しきよ」

「お化け屋敷！　楽しみですね、るうちゃん！」

「ええ、詩音ちゃんはあたしが守ってあげるわ」

　はしゃぐ詩音と、余よ裕ゆうの笑みの神崎さん。

　……なんだろう、既き視し感かんが。

「まあ、あれ系なら僕も大だい丈じよう夫ぶだからつきあうけど……神崎さんも、お化け屋敷は大丈夫なんだ？」

　なんとなーくいやな予感がしてそう尋たずねると、神崎さんは堂々と答えた。




「余裕よ──実際に入るのは、初めてだけど」







五周目　「皆みなさん長い間、お世話になりました」








（５の１）






「あーもう、完全に遅ち刻こくだよ、神かん崎ざきさんのせいで……」

　文句を言いつつ、高さ三メートルほどのフェンスを乗り越こえる。

　時刻は八時半までの登校時間ぎりぎり過ぎ。いまごろ正門には検問がしかれ、遅刻者のチェックが行われていることだろう。僕だって不正はよくないとは思いつつ、自分の責任では無いという思いと三度の遅刻ごとに行わされる奉ほう仕し活動が面めん倒どうくさいという理由から、こうしてフェンスを乗り越えるという不良行こう為いにいそしんでいた。

　誰だれも居ないな？　校舎裏の一角をよく確かく認にんして飛び降りた、その瞬間──

「あれ、毎まい原はらくん？」

「うわあ！」

　驚おどろいて着地に失敗、尻しり餅もちをついてしまった。

　ああ……なんて間の悪い。校舎の陰かげから、まさにその遅刻者リストを持った生徒会副会長、幸ゆき地ちさんが顔を覗のぞかせていた。うちの学校では生徒指導の先生と生徒会のメンバー一人が遅刻取り締しまりを担当している。今日は幸地さんが当番だったらしい。

「あらやだ、毎原くんたら。もしかしていま、フェンスを乗り越えてた？　いけないんだー」

「いやいや、幸地さん。僕はただ、受け身の練習をしてただけですから」

「受け身の練習？　……ほら、大丈夫？」

「はぁ、はい。ありがとうございます」

　ほとんど僕と同じくらいの身長の幸地さんの手を取って立ち上がる。幸地さんは長い髪かみをアップにまとめたメガネの高校二年生。遅刻を取り締まり、懲ちよう罰ばつの草むしりやゴミ拾いなどを監かん督とくする立場にあるので、七月中ちゆう旬じゆんまでにすでに四回も奉仕活動をさせられている僕とはすっかり顔なじみとなっていた。

「で、毎原くんは受け身の練習をしてたのね？　それで間ま違ちがいない？」

「そうですそうです、もう後ろから前から前回りから」

「了りよう解かい。じゃあ毎原くんは──受け身の練習をしていて遅刻した、と」

「あれ？　幸地さん？」

「ふふふ。こんなこと書いたら、柔じゆう道どう部からスカウトが来ちゃうかもね」

　幸地さんは手にした遅刻者リストになにやら記入すると、メガネの下でいたずらっぽく笑った。なんというか……どうもこの人にはかなわない。

「けど毎原くん、最近は遅刻も減ってたのにね。緊きん張ちようが途と切ぎれちゃったかな？　夏休み気分には、まだちょっと早いんだけど」

「いえ、これは神崎さんが……すみません」

　言い訳しようとして諦あきらめる。

　今日の遅刻の理由は──忘れ物。僕のでは無い。通りすがりのおばあちゃんの、だ。見知らぬおばあちゃんが、大きくて四角い包みをバス停に置いたまま、バスに乗ってしまったのだ。これは大変だ。いそいでバス会社にでも連れん絡らくして、なんとかして貰もらおう。そして僕は普ふ通つうに学校へ行こう。

　そう思ったのだけど、気がついたらループしていた。思わず隣となりにいた詩し音おんを見たが、どうしようもない。

　結果……細かいことは省略するけど、こんなループは放置しようと言う僕は居合わせた神崎さんに振ふり回され、何度か玉たま突つき事故の惨さん状じようを目もく撃げきし、やむをえず……通りすがりの自転車を借りた上で、通りすがりのトラックに摑つかまり、次のバス停で追いついたバスに乗り込むと、例のおばあちゃんを探し出して荷物を返し、学校とはまるで反対方向に走っていたバスを降りたときにはもう遅刻は確定。

　それでもそれなりに急いできた結果──こうして、受け身マスターの称しよう号ごうを得たのだった。こんなループは放置しようと言ったのに、神崎さんのせいで……

「そういえば、神崎さんや刻とき坂さかさんは遅刻したことないんだよね？　毎原くんと違ちがって」

「神崎さんは薄はく情じようですし、詩音は真ま面じ目めですから」

「そうなんだ。そっか、そうだよね。でも、うーん……なにか、刻坂さんと毎原くんっていつも一いつ緒しよに居るイメージだったから、意外で」

「別に、いつも一緒では無いですよ。僕が勝手についてってるだけで」

「またまた、そんなことないんじゃない？　でも、そういえば本当に意外よねー……いきなり、留学だなんて」

「ええ、いきなり留学…………え？」

「え？」

　予想外の単語に問い返した僕は、幸地さんとお互たがいに目を丸くして見つめ合った。

　……留学？　誰が？　だって、まさか──







「ということでぇ、刻坂さんがこの度たび、このクラスとお別れすることになりました」

「皆さん長い間、お世話になりました」

「……え？」

　教室の前に立つ長なが沢さわ先生と詩音の言葉に、頭が真っ白になる。

　まさかと思って教室へ来たら……まさか、まさか、まさかまさか……

「アメリカへ一年間の交こう換かん留学、帰ってくるのは来年の五月になる予定です」

「現地での事前学習のため、夏休みを待たずにぃ、三日後に出発する予定ですので、学校にくるのは今日が最後となります。本人のご意向でぇ、お知らせがぎりぎりになってしまいましたぁ」

「……え？」

　言葉が耳から耳へと通り過ぎ、頭の中へと入ってこない。

　あっけにとられていると、教室内にいる他ほかの生徒のひそひそ声が聞こえてきた。

「え、俺たちもびっくりだったけど、毎原も知らなかったの？」

「うそ、ひさん」

「さては、毎原くんから逃にげるために？」

「いや、神崎様とのこじれが……」

　ひそひそ、ひそひそ……それを聞いて僕は。

「……え？」

　なにも考えられないまま、ぴくりとも反応することができなかった。

　長沢先生からの一通りの説明と丁てい寧ねいな挨あい拶さつを終え、席に戻もどってきた詩音はすこし躊躇ためらった後に、僕に話しかけてきた。

「カズちゃん、その……突とつ然ぜんのことですみません。最後の最後まで決断に迷っていたもので、お話しする踏ふん切りがつかなくて」

「……え？」

　瞬まばたきを忘れて見つめ返すと、詩音はまず怪け訝げんそうに、そして心配そうに僕を見てきた。

「……あの、大丈夫ですか？　カズちゃん」

「……え？」




「刻坂さん！　せっかく人生のお手本を見つけたと思ったのに……」

　休み時間になってすぐ、喜き久く井いさんが詩音に駆かけ寄ってきた。

　涙なみだ目めになって、詩音の手を両手でぎゅっと握にぎり、言う。

「……あっさり先に行ってしまうなんて。さすが刻坂さん！」

「ありがとうございます、喜久井さん」

「ねえ、クラスでお別れ会を企き画かくしましょう！　急だけど、場所は何とかするから！　刻坂さんも、出発直前で忙いそがしいとは思うけど、いい？　明後日あさつての午後、なんとかなるかな？　ねえ、毎原くんも、それでいい？」

　いつの間にやら詩音に心しん酔すいしていたらしい喜久井さんの大盛り上がりに、僕は──

「……え？」

　と、無表情。

「カズちゃん……」

　詩音が、困ったような表情でこちらを見ているのに、気付いてはいながらも。







「ええ!?　パーティルームでって言ったじゃないですか！」

「ちょっと手て違ちがいみたいで」

「そんな、適当な……」

　駅前にある、高校生割引ありで持ち込み自由のカラオケ店。クラス一同を引き連れた喜久井さんが大げさな身み振ぶりで不満を訴うつたえながら、受付の店員にくってかかる。二十代くらいの男性店員相手に十五分以上やりあっていたが結局、喜久井さんはがっくりと肩かたを落としてうなだれながら僕たちクラスメイトのもとへと戻ってきた。

「ごめんなさい……場所、二部屋になっちゃった」

「大だい丈じよう夫ぶですよ」

　もとより、そんなに気張っているのは喜久井さんくらい。

　なんとなくのグループを作って二部屋に分かれたら、場の空気は単なるカラオケのようになっていた。

「刻坂さん歌って！」

「はい！　♪～」

　詩音が歌う。詩音は子供のころから、家族でたまにカラオケに行くとか言っていた。特別にうまいというわけではないけど、声がよく、朗ほがらか。

「次、神崎さんも──」

「は？」

「あ、いえ、ごめんなさい……」

　他クラスから参加した神崎さんはよほどこの空間の居心地が悪いのか、いつもの五割増しで目つきが悪かった。カラオケのリモコンを手に話しかけた喜久井さんも一いつ瞬しゆんで引き下がる。……まあ、実際に機き嫌げんが悪いのか見た目から判断出来ないのが神崎さんなんだけど。

「ほら、毎原くんも」

「……え？」

　……周囲を観察していた僕は、喜久井さんに声を掛かけられても一瞬、自分が話しかけられたのだと理解できなかった。なんだか、意識だけが分厚い殻からの中にいるかのよう。反応できずにただ見つめ返すと、喜久井さんは気まずげに引き下がった。

「あ、うん、ごめんね……じゃ刻坂さん、隣の部屋にも顔見せにいこっか」

「え、あ……カズちゃん、るうちゃん、また後で」

　詩音はそう告げると、喜久井さんに手を引かれて隣の部屋へと去って行った。僕はただ無言で、その後ろ姿を見送った。

　周囲の歌声をやけに遠くに感じるのは、それが宮みや寺でらくんの歌うどうでもいいＪポップだからだろうか。じっとしている僕に、炭酸飲料でテンションを上げている花はな田だくんが話しかけてきた。

「毎原よーぅ、その態度はよくないと思うぜ？　ショックなのはわかるけどよ。いまさらしょうがないだろうよ、祝って送り出してやろうぜ」

「……え？」

「…………うん、まあいいや」

　じっと見つめ返すと、花田くんは呆あきれたように会話を打ち切った。さすがにもう、誰だれも僕に声を掛けて来ないか、と思ったら。

「ちょっと、毎原くん」

「……え？　……っと、神崎さん」

「！」

　ざわっ

　毎原がついにしゃべった……！

　そんな周囲の注目の中、僕はほとんど自動的に神崎さんに言っていた。

「神崎さん……歌の一曲も歌えないから、ぼっちなんだよ」

「……ご心配どうも」

「どういたしまし痛た、いたたたた踏んでる、僕を踏んでるよ？　神崎さん？」

　席が足りなくて床ゆかに体育座りしていた僕の腰こし骨ぼねあたりを、神崎さんが靴くつ下した越ごしの足裏でぐりぐりと踏みつけてくる。まずい……痛いけどそれだけじゃなくて、背後で歌う宮寺くんのＪポップが徐じよ々じよに演歌ばりの情念を帯びてきている気がする。

　やがて神崎さんは僕の上から足を退どけると、少し考えてから言った。

「……詩音ちゃんに挨拶も出来たし、帰るわ」

「ああ、じゃあ僕も」

「……いいの？」

「うん」

　僕と神崎さんは先に会計を済ませ、一緒にその場を後にした。

　日の落ちきっていない帰り道、途と中ちゆうまで方向は一緒。僕らはずっと無言だった。

　でも、ああ──神崎さんと歩いていると、だんだん頭がはっきりしてきた。

　だからこそわかる。まずい、このままだと──頭の中が、焼き切れてしまう。







　朝から部屋のベッドで横になっていると、携けい帯たいのバイブ音。

　見たくないと思いつつ、身体は自動的に画面を確かく認にんしてしまう。

　神崎さんから、メッセージ。

『もうすぐ詩音ちゃん、発車の時刻だけど？』

「…………」

　携帯を裏返しに置き直す。

　……結局、詩音に対してどんな表情をすればいいのかわからないまま、こんな時間になってしまった。

　悲しめばいいのか？　笑え顔がおで送り出せばいいのか？　怒おこればいいのか？　褒ほめればいいのか？　……わからないまま。決められないまま。

　僕は──僕が詩音にとって、どうでもいい存在である事を恐おそれている。詩音にとって大事な事を教えてもらえない、重大な決断に関係させてもらえない、そんな存在である事を認めたくなくて、こんなところで身動きができなくなっている。僕の方から一方的に一いつ緒しよにいただけなのに、なんて身勝手なんだろうと思う。でも、自分の感情が誤ご魔ま化かせない。心身が、詩音に会う事を拒きよ否ひしている。

　………………そこに、足音。部屋の前に辿たどり着くと、躊躇うことなく扉とびらを開ける。

　入ってきたのは──秀ひで兄ぃだった。

「あれ、カズ。シオちゃんの見送りは？」

　訊きかれて僕は──

「……え？」

　と無表情で応こたえたら、

　ごっ、と脳天にチョップを食くらわされた。

「ったぁ……秀兄ぃ？」

「うーん、カズにチョップかますのは何年ぶりだろう？　カズが小学生の時以来だから、五年ぶりくらいかな？　成長したね、カズ。俺の手首がすげーずきずきしてるよ」

「それ僕が成長したんじゃなくて、秀兄ぃが衰おとろえてるんだよ」

「いいや成長したよ。むかしはカズ、殴なぐられると必ず『なにすんだよ』って言ってたろ？　いまは、言ってない。なにされたか、わかってるから」

「…………」

「車、出してやるよ。俺もシオちゃんを見送りに行くから。行くぞ」

　身体は重いままだったけど、促うながされることでふらふらと歩くことが出来た。

　外に出ると、いまが昼間なのかどうかもわからないような、どんよりとした曇くもり空。

　僕が助手席に乗り込むと、秀兄ぃはアクセルを踏みながら言った。

「しっかりしろよなー、カズ。俺はお前と、男同士の語らいが出来る日がそろそろ来るんじゃないかなーって、楽しみにしてるんだから」

「へえ……秀兄ぃ、そろそろ男になるんだ」

「いや、俺のほうじゃなくてな」

　……ほんの軽口は、自分なりの、お詫わびのつもりでもあり。







　車が駅に辿り着く。風がない、空気は重たく、肌はだに息苦しい。

　ロータリーから、ホームまで。秀兄ぃが居なかったら一歩も動けなかっただろう。

　先を歩く秀兄ぃを頼たよりに階段を上り、エスカレーターを下り、駅のホームへ。

　そこには、詩音がいた。その前には、神崎さんも。

　他ほかの生徒は来ていない。なぜなら今日は月曜日。学校をサボるほどの覚かく悟ごがあるのは、神崎さんと僕くらい。一いつ般ぱん客きやくの少ないホームの先頭。

　歩き方を忘れたような足取りで目の前に辿り着いた僕に対して、詩音は笑った。

「カズちゃん、来てくれたんですね」

「……うん」

　電車は、とうに到とう着ちやくして、扉をあけたまま待っている。

　僕の態度は、まだ決まらない。

　このまま黙だまっていることもできる。でも、神崎さんに肘ひじで脇わきをつつかれ……というか、肘鉄を受けて「ぐふっ」と本格的に痛みを感じて……ひとつ息を吐はき、言った。

「詩音」

「はい」

「……どうして。どうして急に。どうして突とつ然ぜん。どうして……僕に黙って」

　……我ながら情けない、惨みじめな、かっこわるい台詞せりふだと思う。でも、これ以外に言い方がわからなかった。口に出した瞬しゆん間かん、気持ちが軽くなるのと同時に、詩音の反応によって僕は根本的に打ちのめされるのではないかと思って、怖こわくなった。

　それに対して詩音は──




「それは──ヒ・ミ・ツ、ですッ」

　と言って目線を斜ななめに、人差し指を口元に添そえて微笑ほほえんだ。

　ああ、なんてことだ、これは、これは──




「──超ちようかわいい！　誤魔化されざるをえない！」

「でしょう？　ふふっ」

　その小首をかしげる動作。もう完かん璧ぺき。それを見て僕は……救われた気分だった。

　詩音は、詩音だ。詩音の考えはわからないまま。けれど詩音は間ま違ちがいなく僕を気き遣づかい、優やさしくしようとしてくれている。それがわかれば、それだけわかれば、充じゆう分ぶん。

　やっと……僕は、笑い返すことができた。

「では、そろそろ行きますね」

　詩音が電車に乗り込む。明るい日差しをはらむ、暖かい風のような笑顔のまま。

　発車ベルが鳴る。僕も、できるだけの笑顔で詩音を見送る。

「カズちゃん。それでは、また──」

「……うん」

　扉が閉まる。……ついこの間まで僕らの間に充じゆう満まんしていた何かが、指と指との間を零こぼれ落ちていく。さらさらと、静かに……そして、急速に。

　この感覚──詩音は、感じていないのだろうか？　ガラス越ごしに、何かを確かめるような詩音の笑顔と目が合った。僕はうまく笑い返せたか、どうか。

　電車が走り出す。すぐに詩音が見えなくなる。

　視界から、大事な色がいくつも抜ぬけ落ちたような錯さつ覚かく。

　いま、なにかが終わった……いや、そうか。遅おくればせながら理解する。

　もし神崎さんの言う通り、距きよ離りが条件だというのなら、終わったものの一つは──




　ループ。





（５の２）






「皆みなさん長い間、お世話になりました」

　詩音がそう言って笑顔を見せた。

「……おお!?」

　場所は教室。数メートルの距離に詩音がいる。時刻は九時前で、天気は曇り──

「毎原が声を上げて驚おどろいてるぞ」

「あんな、絵に描かいたような驚き方するんだ」

「かわいそうに……」

　周囲から、そんなひそひそ話が聞こえてくる。

　でも、そりゃあ声だって出る。だって、こんな……こんな……




　ループするなんて。




　このタイミング──どう考えても理由は詩音の留学としか考えられない。

　留学をすることで起きる、なんらかの悲劇を回かい避ひするためにループを……いったいなんの……いや、それは考えるまでもない。

「ふ……ふっふっふっふっふ、はっはっは！」

「うわ、毎原が壊こわれた」

　壊れていようと問題ない。そう、問題ない。なにひとつ、ノープロブレムだ。

　ああ──僕のやるべきことがはっきりした！

　休み時間になってすぐ、僕は詩音に話しかけるより先に隣となりのクラスの神崎さんのもとへ向かった。当然ループに気づいているはずの神崎さんは、いつも以上に戸と惑まどった表情で僕を出で迎むかえた。

「神崎さん！」

「毎原くん……これって」

「ああ、わかってる」

　いままでにないパターンだ。僕のほうから神崎さんに向かって、堂々と言い放つ。




「ループしたってことは──詩音はやっぱり、留学をしたくなかったんだ！　まかせて！　僕が、詩音の留学を絶対に阻そ止しするから……！」




「え……？　でも……いえ、まあ……いいけど」

「？」

　神崎さんは何か言いたげだったけど、すぐに言葉を引っ込めた。まあ、神崎さんが挙動不ふ審しんなのはいつものこと。僕は指を一本立てて、不敵に微笑んだ。

「まずは作戦そのいち──思い出で後ろ髪がみをぐい、作戦だ」







　翌日、僕と神崎さんは詩音の家に押しかけていた。

　交こう換かん留学に出発する準備、それを手伝うという名目で。

　詩音の部屋に入るのは、実は小学生の時以来。全体的に角の無いまるい印象の部屋。かわいいぬいぐるみの中に、昆こん虫ちゆう標本やら顕けん微び鏡きようやらオリエンタルな置物やらが混ざっているのがやや意外。

　そして、こんなド定番の感想を持つのは我ながらどうかと思うけど仕方ない──女の子のいい匂においがして、超どきどきする。

「さて、それでは最後の荷物を──」

　と、詩音が荷造りを始める機先を制して、僕は平静を装いつつ自宅から持ち込んでいたアイテムを小さな座ざ卓たくの上に広げた。

「ほら詩音、これ。小学校の卒業アルバム。懐なつかしいでしょう？」

「わあ。まだカズちゃんに毛が生えてない頃ころの……懐かしいですね」

「……多少は、生えてたよ？」

　小学校卒業時には、多少……と、思わずうっかり自分の名めい誉よを弁護してしまったら、詩音は写真の中の体操服の僕を指さして、首をかしげた。

「すね毛が、ですか？」

「いや、それは生えてないね」

「それは？」

　じゃあ何が？　とでも言うような瞳ひとみ。

「いや、あの……さてと、留学の準備準備」

　思わず心が折れてしまい計画が頓とん挫ざする。それを防いでくれたのは、神崎さん。彼女は心底から忌いま々いましげな視線で僕を見下しながら、

「……いかがわしい男ね、毎原くん」

　と、冷れい徹てつな口調で侮ぶ辱じよくしてくれた。

「いかがわしい男だなんて、誤解を招く言い方は止やめてもらえる？　僕に限らず、男は全員いかがわしいんだから。それより──」

　気を取り直して、続いてのアイテムを取り出す。

「──これ、うちの家族写真。写真屋さんで自動製本した奴やつ。詩音も写ってるよ」

「まあ。まだ腕うで毛げも薄うすくて」

「また毛!?　いや、いまもそんなに生えてないんだけど、別に……えっと、他には」

　詩音が飽あきるより前にと、次々に荷物を取り出す。

　テスト前に思わず昔の写真や懐かしの漫まん画がを読み返してしまうあの心理。あんな風にして、このまま泥どろ沼ぬまに引きずり込むように詩音をこの場に縫ぬいとめてしまわなければ。

「あと──ほら、昔の映像。詩音のパソコンじゃ画面が小さいから、リビングで見よう」

「いいですね！　けれど……今は準備がありますから、やめておきましょうか」

「じゃあ……昔よく遊んだボードゲームやカードゲーム。ちょっとやってみない？」

「それも、また今度で」

「じゃあ……ふぐっ」

　さらに次を──と思っていると、いままで出したアルバムやゲームを頭の上に押しつけられた。右手を添えてバランスを保ちつつ見上げると、いつも以上に冷たい表情でこちらを見下す神崎さん。

「どれだけ大荷物で来てるの、毎原くん。荷造りするって言ってるのに──邪じや魔まよ」

「いやいや神崎さん、これは」

「そうですねぇ」

「詩音!?」

　詩音にまで頷うなずかれてしまった。ただ思い出を呼び起こそうとしているだけなのに邪魔者扱あつかいされるとは……そうか。邪魔者か。

「……よし」

「よし？」

　神崎さんが疑わしげな目つきで睨にらんでくるけど、僕は負けることなく胸の内でつぶやいた。

　作戦そのに──邪魔されて、あ～やんなっちゃった作戦だ。

「じゃあ、留学の準備をしよう！　僕が手伝うから！」







「では、ここの荷物を段ボールに詰つめて、ガムテープで閉じてもらってもいいですか？」

「アイ・マム。よいしょ……」

　なんだかんだいって、詩音は宿題は最後にやるタイプなのだ。

　交換留学というのは必ずホームステイをするものらしく、大げさな家具などは必要ないみたいだけど、衣類と勉強道具、ちょっとした小物類と変へん換かんプラグ込みで使える家電を纏まとめると、中サイズの段ボール二つ分になった。詩音が迷い迷い詰め込んだ箱に、僕が最後にガムテープを貼はる役目。

「……普ふ通つうに手伝うの？」

　腕まくりをする僕に、神崎さんが訊きいてきた。

「……手伝うよ。手伝うけど……うわあ！　段ボールを破いちゃった」

「あら、大だい丈じよう夫ぶですか、カズちゃん？」

　段ボールを大きく破いてしまった僕に、詩音が心配げに訊いてきた。僕は申し訳なさそうに、隣の段ボールに手を伸のばす。

「ごめん、じゃあ破れたのの代わりに、こっちの段ボールを使おう。よいしょ」

「ああカズちゃん、それはもう荷造りの終わったもので」

「え、あ、ごめん、開けちゃった。じゃあ脇わきに移動させて……おっと、転んだ」

　どさっ、と箱の中身が転がり出る。

　整理されていた中身が台無しだ。

「ああ、ごめんごめん。でもまかせて……僕が頑がん張ばるから！」

　適当なつめかたで、元の段ボールに収まらないよう雑に荷物を放ほうり込んでいく。

　そんな僕に、神崎さんがしぶーい表情で訊いてきた。

「……なにしてるの？」

「わからない？」

　詩音に聞かれないように、小声で応こたえる。

「ほら、準備が難航すればするほど、はぁ……面めん倒どうくさい、もう留学なんてやめる！　ってなるはずだから、こうして引っかき回してるんだよ」

「……頭、大丈夫？」

「そりゃ、僕だって良心が痛むよ？　けど、これはすべて詩音が留学をやめる決心をするため。つまりはループを解決するため、すなわち詩音のためなんだから」

「……もう一度訊くけど、頭、大丈夫？　こんなことで詩音ちゃんが留学をやめるとでも、本気で思ってるの？」

「……駄だ目めかな？」

「そりゃあ──」

　神崎さんに心配されるという滅めつ多たにない現象にちょっと不安になってきた僕の問いに、神崎さんが何か応えようとした瞬しゆん間かん。

「…………はぁ」

　と、詩音が床ゆかを見つめながら、大きなため息をついた。

「──やっぱり落ち込んでる。よし」

「喜ぶことなの、それ？　──詩音ちゃん、大丈夫？」

「あ、大丈夫ですよ、るうちゃん。ただ……はぁ」

　よしよし。神崎さんの問いかけにさらなるため息で応える詩音の様子に、内心でガッツポーズ。詩音は倦けん怠たい感満まん載さいの表情で、ぽつりぽつりと語り出した。

「なんというか……こんなこと、自分勝手な話だとは、わかっているのですが……」

　留学をやめたい──そう言い出すと確信して、わくわくしながら耳を澄すませていると。

「……ただ、カズちゃんがすごく嬉うれしそうに準備を手伝ってくれるのが──まるで、私なんていなくていいと言われているかのようで。はぁ……」

「……へえ」

　詩音のため息と、こちらを睨んでくる神崎さんの視線を前に、僕は────

「えっと……詩音。ごめん。ほんとにごめん。あとは、頑張って」

　思わずその場を後にしてしまった。







　翌日、前回のループと同じように駅前のカラオケ店でお別れ会が催もよおされた。

　二部屋に分かれてのカラオケ大会。今度こそ詩音に留学を思いとどまらせようと決意を固めていると、神崎さんが声を掛かけてきた。

「毎原くん……」

「うん？　神崎さん、持ち歌は決まった？　僕は作戦そのさん、アメリカンストリートラッパー地じ獄ごく作戦。アメリカのラッパーの曲を歌って、アメリカは怖こわいところだって印象付けを──」

　意い気き揚よう々ようと作戦を説明する僕の言葉をさえぎって、神崎さんが言った。

「……本当にこんなことしてて、いいの？」

「こんなことって……そりゃ、詩音に申し訳ないとは思うけどさ。でも、いつも神崎さんが言ってることでしょう？」

「あたしが……？」

「そう。ループは解決しなくちゃならない。何があろうとも、絶対に」

「…………」

「じゃないと──自分はぼっちの中のぼっち、ぼっちオブぼっちになっちゃって、一生友達の一人も出来ないままに一人カラオケや一人焼肉を楽しむようになって、行きつく先は、ああ恐おそろしい、一人バースデイパーティ」

「って、あたしが言ってた？」

「とは、言ってなかったかもしれないからアイアンクローはやめて痛ててて痛い！　……っつぅ」

　神崎さんの圧から解放されたこめかみをさすって、痛みを逃にがす。

「はぁ……とにかく事実として詩音はループを起こしてるわけで。本当は留学に行きたくないはずで、だから邪魔するのは詩音のため──」

「ほんとに？」

「っ」

　真ま面じ目めな表情で問われて、ドキッ、とする。

「……どういうこと？」

「それは──ここまでいつもと逆の立場になると思わなかったけど……毎原くん」

　神崎さんは一いつ瞬しゆん目を伏ふせた後、まっすぐに僕を見み据すえて訊いてきた。

「本当にループの原因は、留学なの？」

「……え？」







　結局、詩音が留学を拒きよ否ひしないままにその日がきてしまった。

　詩音が旅立つ当日。空は曇くもり、風の無い月曜日。

　あのホームに、詩音を前に神崎さんと僕。秀兄ぃは来ていない。

「ごめんねシオちゃん、必修単位が取れるかどうかの分かれ目、卒業に関かかわる大事な講義があるから行けないんだ」と言っていた。前のループでは普通に来てたけど。あれはそこまで決死の覚かく悟ごで来てくれてたのか──もしくは、まあ、今回のが適当な言い訳なのか。

「……もうそろそろ時間ですね」

「うん……」

　電車の発車時刻。詩音が笑え顔がおで振ふり返る。このままなら、詩音は行ってしまう。

　だから、またリセット、やりなおし。

　──そのはず、だけど、もしかしたら。

「詩音……詩音は本当に、留学に行きたいの？」

　客観的に見ればあまりにもいまさらな、バカげた質問だと思う。

　それでも僕は確かめずにはいられなくて、悩なやんだ末にそれを口にしていた。

　その質問に、詩音が笑顔のまま答える。

「はい」

「……実は、いやだったりしない？」

「もちろん不安はあります。でも、その上で決めたことですから」

「……何か心残りとか、やっておきたかったこととか、ある？」

　別れ際ぎわ、最後の最後のこの瞬間に尋たずねても、普通に考えればまったく意味がないこと。

　けれど詩音は、そんな質問にもちゃんと考えて答えてくれる。

「そうですね……強しいて言えば──カズちゃんのことがすこしだけ、心配です」

「僕が？　心配？」

「カズちゃんが、駄目だというわけではなくて。ただ…………うーん…………難しいですね。なんというか……うまく言えません。ごめんなさい、最後にこんなこと言って。もっとちゃんとしたお別れができなくて、残念です」

「……そうだね、ごめん」

　真しん剣けんな表情で考え、答えてくれた詩音に心の底から謝罪する。

　そう、本当に申し訳ない。なにせ今回の僕は、詩音の邪魔をする事ばかり考えていた。前回のループでは、僕は詩音から逃げ続けてしまった。どちらも、ちゃんとしたお別れなんてほど遠い。そんな僕の謝罪に、詩音は笑顔で首を横に振った。

　そのまま詩音が電車に乗り、ドアの向こうに隔へだてられる。

　最後の最後、ガラス越ごしの彼女の視線は、確かに僕を心配するような色を見せていた。

　ああ……この期ごに及およんで、僕は詩音に、「心配ないよ」と笑いかけることができない。僕も、僕が心配なのか。心配されるべき状態だと自覚しているということか。

　これじゃあ、詩音が憂うれいなく旅立てるわけがな────

「……ッッッ!!」

　──その瞬間、雷かみなりに打たれたような衝しよう撃げきを覚えた。鳥とり肌はだの立った状態で、隣となりにいる神崎さんの顔を見る。無表情にこちらを見つめ返す神崎さんに、僕は思わず言っていた。




「……もしかして、詩音のループの原因、って…………僕？」





（５の３）






「皆みなさん長い間、お世話になりました」

　詩音がそう言って笑顔を見せた。いつもの教室、いつもの朝。

「…………」

　僕は黙だまって、それを見ていた。




　休み時間になると、僕は詩音に話しかけた。つとめて明るく、朗ほがらかに。

「詩音、留学なんてびっくりだよ。それまでに、なにかしたいことってある？　どんなことでもつきあうよ」

「したいこと、ですか？」

「そうそう」

　──ループを起こすきっかけ、詩音の心残りが、僕のことだというのなら。

　それは、よくない。とても、よくないことだ。

　詩音に心配させて、足を引っ張って、あまつさえ邪じや魔まをするなんて──そんな自分勝手が許されるはずがない。僕は大だい丈じよう夫ぶ。そう、僕は大丈夫。

　大丈夫だと、詩音に思わせよう。大丈夫だと、詩音に見せつけなければ。

　詩音の望みを叶かなえる、頼たのもしい僕のままで、お別れしなければならない。

　笑顔のまま覚悟を決める僕の前で、詩音は顎あごに指を当てて考える仕草を見せた。

「そうですね。実はもう、食べたいものは食べ納めてありますし……」

　言われてみれば、最近は食べ歩きをしていたような。そういう意味があったのか。

「食べ物の他ほかには…………あ」

　詩音が、僕の顔を見て声を漏もらした。視線だけで問い返すと、微笑ほほえんで言った。

「カズちゃん。子供の頃ころに一いつ緒しよに行った、夢ゆめ山やまの祠ほこらに行きましょう！」







「──今度は遭そう難なんしないようにしないとね」

　背後を歩く詩音に、笑顔でそう語りかける。

　夢山。それは三ヶ月前に僕が遭難し、詩音が二重遭難したあの山だった。

　しかし、忘れていた。子供のころにこの山に来た覚えはあったけど、詩音と一緒に来ていたのか。遭難した僕の行き先を詩音が察知できたのもそのおかげだったのかもしれない。

「そうですね、気をつけませんと。今日は、探しに来てくれる先生もいませんし」

「道がよくわからなくて、日にち没ぼつまでの時間に余よ裕ゆうもないし」

「祠の位置も曖あい昧まいですし、携けい帯たい電話も繫つながりませんが」

「でも、遭難しないようにしないとね」

「そうですね」

「──ちょっと」

　僕らについてきていた神崎さんが後ろから口を挟はさんできた。

　僕と詩音は某ユニクロっぽいドライＴシャツにスニーカーという即そく席せきの登山ルックなのに対して、神崎さんだけはブランドロゴの入った薄うす手での登山服にやたらオシャレなトレッキングシューズという本格的な出いで立ち。その力の入れようがいかにもぼっちっぽいと思いつつ、遭難経験者としては頼もしい。

「神崎さん……もっと早めにツッコんでくれないと。僕と詩音だけだったら、この適当なノリが楽しくてそのまま遭難するところだったよ」

　何言ってるの、命にかかわる──とか、そんなことを言ってくれるかと思ったら。

　神崎さんは少し考えるようなそぶりを見せた後、木々の向こうを指さした。

「──道、こっちじゃない？」

「……いやいや、神崎さん？」

　止める間もなく、神崎さんは草を踏ふみ分け獣けもの道みちを進み始めた。

「で……こっち」

「ごめん神崎さん、僕らが悪かったから。ここで遭難はしゃれにならないから」

「で、こっちから……こっち」

「か、神崎さん？　……詩音、僕には神崎さんの表情はわからないけど、なにかすごく悪意のある表情とかしてない？」

「いいえ？　るうちゃん、どうしたんですか？」

「……やっぱり」

　神崎さんはゆっくりと周囲を見回すと、頷うなずいた。

「──あたしも来たことある、ここ」

「え」

「言ってなかった？　あたしがいま暮らしてる家、元々はおばあちゃんのうちで。あたしはこの街に、子供の頃にも来たことがある。その祠にも……こっち」

「……確かに。この景色、なんとなく見覚えがある」

　段々になった峰みね、日ひ陰かげに咲さいている花、遥はるか昔に崖がけ崩くずれがあったことを思わせる斜しや面めん。

　見覚えがある──どころじゃない。

　徐じよ々じよに蘇よみがえってきた記き憶おくと、気持ちが悪いくらいに一いつ致ちしてる。

　人間の記憶というのは曖昧なものだから、何かの勘かん違ちがいなのかもしれないけど……咲いている花の色と数、枝の形から葉っぱの重なりよう、そのすべてが記憶とまったく一致して感じられた。これがデジャヴとかいう奴やつなのか……

「…………僕も思い出した。こっちだ」

「はい、私も」

「そう、こっちに──」

　三人で、まるで何かに呼ばれるようにして木々の間を踏み分ける。

　一歩、また一歩、そしてもう一歩を踏み出し──リン、と一度、音がした気がした。

　遠くのような近くのような、距きよ離り感かんのつかめない響ひびきで、鈴すずのような音。

　顔を上げる。崖の麓ふもと、円形に近い開けた土地があった。その中心に、蔦つたに巻き付かれほとんど自然の一部と化している黒ずんだ木製の祠が見えた。

　僕らは無言でその祠に近づいていった。異様と言えば異様な状じよう況きようだけど、不思議と僕らに恐きよう怖ふは無かった。ちょっとした懐なつかしさと無意識に引っ張られて、祠を覗のぞく。

　そこには──ご神体であろう、石像が。

　記憶の中では曖昧だったその石像の実際の姿に、僕ら全員、思わず息をのんだ。

「……なに、これ」

　神崎さんが驚きよう愕がくの声を漏らす。

　それはそうだ。僕だって信じられない。

　こんな状況下に置かれた、いつの時代のものかもわからない、苔こけむしたご神体。

　なのに、それは、あまりにも──




　──あざといデザインだった。




「わあ、とってもかわいいですね！　祠に書いてある字は──栗鼠りす神、でしょうか？」

「確かにリスがモデルっぽいけど……悪ふざけか、ってくらいぷりちーでキャッチーだね。まるでゆるキャラというか、実際ほら、いま話題の『ぐらほぐ君』に似てない？」

「似てるというより、まんまね。あれもリスのキャラクターとはいえ……これはさすがに、イタズラなんじゃないの？」

「けど……この苔の生え方。地面と一体化しそうで、本当に古そうだけど」

「でも、石像自体はぜんぜん風化してないわよ？」
















「うーん……」

　無む邪じや気きに栗鼠神様を愛めでる詩音の横で、僕と神崎さんが首をひねる。

　まあ、中世の絵巻物に描えがかれている動物の絵もかわいらしかったりするし？　このくらいのものは、あってもおかしくないのかもしれないけど……でもなあ。

　いまいち納なつ得とくしきれずにいると、神崎さんが祠の横で何かを見つけたらしい。

「あ。これ、あたしの──」

「うん？　何かあったの？」

　訊きき返すと、神崎さんは祠の左側面にある何かを両手でがっつり隠かくしながら答えた。

「別に、なんでもないけど」

「……そのポーズでなんでもないって、それ一発ギャグ？」

「……人を馬ば鹿かにするからには、それ相応の覚かく悟ごがあるんでしょうね？」

　重たいオーラを放ちながらの神崎さんの問いかけに、思わず背筋に震ふるえが走る。

「や、やだな神崎さん、一発ギャグってそれ、いい意味でだよ？」

「るうちゃん、そんなに照れて……何を見つけたのですか？」

「あ、照れてるのか、ちょっと安心した」

　割って入った詩音の言葉にほっと胸をなで下ろしつつ、神崎さんが手で隠しているあたりを眺ながめると……

「絵え馬ま？」

　神崎さんが隠しているのも含ふくめて、そこには四枚の絵馬がかけられていた。小さな鈴のついた、古びた板の──徐々に記憶が蘇る。そのうちの一枚を手に取った。

「……これ僕が書いた奴だ。願い事はなんだっけ……って、なんだこりゃ？」

　おそらくまだ小学生の頃、十歳そこそこの時に書いたはずのその願いは……『長生き』。ただただシンプルに『長生き　毎原和かず人ひと』と書いてある。

「……我ながら、子供らしくないことを……そっちのは、詩音の？」

「はい。私のお願いは──『幸せな毎日が続きますように』って」

「詩音らしいね。で、神崎さんのは」

「あたしのがあるなんて、言ってないでしょう？」

　この期ごに及およんで絵馬の一枚を両手で隠したまま、バカみたいなとぼけ方をする。

「……神崎さんの手の隙すき間まから『友達』って文字が──」

「っ！」

「──見えそうな気がしなくもない」

「……マイハラクン？」

「ごめんなさい、にらまないで」

　とはいえ、鎌かまをかけた反応から見て、やはり友達関係のお願いらしい……昔から変わらないんだなぁ、神崎さん。ちなみに、神崎さんの手元に見える絵馬はかなり黒っぽく汚よごれて見えた。僕の絵馬はさらに黒い。対して、詩音の絵馬だけは──異様に真新しく見えた。

「……僕や神崎さんの絵馬はけっこうぼろぼろなのに、詩音の絵馬はすごく綺き麗れいだね？」

「そんなことはありませんよ。ほら、ぱっくりとヒビが入ってますし」

「あ、ほんとだ。いまにも割れそうだね……テープでも持ってればよかったんだけど」

　手にした詩音の絵馬をそっと戻もどして、最後に残った四枚目の絵馬を見た。

「で、四枚目が……いやー、なにこれ？」

　古い、なんてもんじゃない。崩くずれかけの祠には及ばないものの、形を保っているのが不思議なくらいに古びて見えた。何十年か、あるいは──何百年か。

　表面もまっくろに黒ずんでいて、文字がまったく読めなくなっている。

　名前の部分は…………最後の文字、『つ』……かな？

「……この人の願いが、叶かなってるといいんだけど」

「そうですね……せっかくですから、私たちも今からお願いをしていきましょうか」

「うん……ほら、神崎さんも。誰だれも神崎さんのお願いなんて覗かないから」

「あたしのとは言ってない」

「はいはい」

　さて。祠の前で両手を合わせ、目をつむり、お祈いのりする。

　…………とはいえ、なにを？　詩音がアメリカに行きませんように？　ループが解決しますように？　それとも……長生き？　……どれも、しっくり来ない。

　最終的に、何事もなく無事に下山できますようにと祈って、目を開いた。

「……えっと、それじゃあもう帰る？」

「はい！　どうもありがとうございました、カズちゃん、るうちゃん」

「いや。……けど、詩音。どうして留学前に、ここに来たいと思ったの？」

「それは……」

　詩音はすこし考えるようなそぶりをしてから、片目をつぶって人差し指を口元に寄せ、言った。

「ヒ・ミ・ツ、ですッ」

「ああもう、かわいい！」







「喜久井さん、会場はパーティルームが使えるかどうか、念入りに確かく認にんした方がいいよ」

　その一言で、会場が二部屋に跨またがることはなくなった。

　パーティルームとはいえ結局クラスみんなが揃そろうと席が足りなくて、何人かは床ゆかにベタ座り。その、ちょっと窮きゆう屈くつな感じも含めてなんか特別で、みんな大いに盛り上がっていた。そんな中、僕は詩音の隣となりについて適てき宜ぎ、皿とコップを差し出した。

「はい、軟なん骨こつから揚あげ。次はウーロン茶でいい？」

「ありがとうございます、カズちゃん」

　僕は、前のループで詩音の食べたものはだいたい覚えている。

　それを先回りして注文し、詩音が食べたくなった時丁度に料理が提供されるように配はい慮りよする。この際注意が必要なのは、詩音が『頼たのみはしたけどいまひとつだった』と思ってそうな料理をうまくスルーすることだ。例えば揚げ物セット。恐おそらく油の温度がいまひとつだったため、変にぺったりした食感かつ油が抜ぬけきらなくて安っぽい風味の──まあとにかく、いまいちだった。だから代わりに、揚げパスタ乗せオリジナルサラダを注文する。

「あとは……そろそろかな」

　そうつぶやいた直後、携けい帯たいが震える。見ると、秀兄ぃから『いまついたよ』の一言。

　僕はこっそり会場を抜け出すと、階段下にいる秀兄ぃからブツを受け取った。

　その際、一言だけ伝言が添そえられた。

「『お客の恩は店の恩、店の恩はあっしの恩、いつでも頼たよってくだせぇ』──って、なんかすごい勢いだったけど。いったいなにやったの、カズ？」

「パフェを褒ほめただけだよ」

「褒めただけ、って……さぞかしすさまじい褒め方だったんだろうね」

「そりゃもう、軽く命を懸かけるくらいに」

　そうして僕がブツを──マスターの作ったアイスケーキを持ち込むと、会場は大盛り上がり。詩音もとても喜んでくれた。

「ちなみに詩音、このケーキの感想は？　改善点とかある？」

「大満足です！　強しいて言うなら、もっとフルーツがあってもいいかもしれませんね」

「なるほどなるほど」

　この期に及んで、次に活いかせそうな感想を求めるのは、もはや癖くせになっている。







　自分なりには順調に迎むかえることの出来た、最後の日。

　ホームには詩音と僕と神崎さん。いままで通りのどんよりとした曇くもり空、それでもいままでになく遠くまで景色を見み渡わたせるような、そんな気がする空気だった。

「さて。それじゃあ詩音、気をつけて」

「はい」

　なんとか笑え顔がおのまま、詩音を送り出すことが出来そうだ。

　……心の一部が鈍にぶく、重たくなっているのを無視して、笑顔のままで。

　そんなことを考える僕の前で、詩音はなにかをすこし考え込む様子を見せた後、ぽつりとつぶやいた。

「…………カズちゃん。あの絵馬をかけたときのこと、覚えてますか？」

「絵馬？　えーっと……」

　……『長生き』をお願いしたときのことか。それほど幼い頃ころでも無い、せいぜい四、五年前のことのはずなのに、なぜだろう遥はるか昔のことのように思い出せなかった。記き憶おくに霞かすみが掛かったようになっている。

「……いえ、覚えてないのならいいんです。その……」

　詩音が何かを言おうとして、口ごもる。口ごもったまま時間が過ぎて……やがて、発車の時間が近づいてきた。

「……詩音、あまりひっぱったら、扉とびらが閉まって声は聞こえない、ガラス越ごしの最後の一言、みたいなベタな感じになっちゃうよ。あ、そうだ、ちなみに……どうして、急に留学なんて？」

　最初のループで答えて貰もらえなかった質問。実はずっと、気になっていた疑問。

　それに対して詩音は、

「それは……ヒ・ミ・ツ、ですッ」

「ああ、やっぱりかわいい！」

「ふふっ」

　誤ご魔ま化かされたところで、発車のベルが鳴る。結局、留学の理由は聞けないままか。

「じゃあ、カズちゃん。その……」

　そうして、ドアが閉まる寸前。詩音は僕に向かって、はっきりと一言──




「──ごめんなさい」




「…………え？」

　扉が閉まり、真しん剣けんな表情の詩音が遠く離はなれていく──





（５の４）






「皆みなさん長い間、お世話になりました」

　詩音がそう言って笑顔を見せた。

「…………」

　さっきのリセット直前……ごめんなさい、とはどういう意味だったのか？

　まさか、詩音に対して『何か僕に悪いことした？』なんて、訊きけるわけも無いし。

「……詩音」

「はい？」

　話しかけた詩音は、笑顔でこちらに向き直る。いつも通りの詩音に見えた。

　……とりあえず、できるだけ前回のループをなぞりながら、詩音を注意深く観察しよう。

　なんて、思っていたら。







「……ここだよね」

「そうね」

　僕と神崎さんは、目を丸くして辺りを見回した。

　……なにもない。

「どうやらここではないようですね」

　詩音はそんなことを言うけど、違ちがう。詩音にとっては五年前の出来事でも、僕と神崎さんにとっては三日前の出来事だ。

　夢山の祠ほこら探し。前回のループと同じようにして訪おとずれたここ。

　崖がけの麓ふもとの、円形の野原。

　木々の感じもなにもかも、前回のループとそのまま同じ。

　ただ一つ、違うのは──祠が、跡あと形かたもなく消えている、ということ。いや、消えたというより、初めからそんなものはなかったかのような景色が広がっていた。

「……どうして。絶対にここにあったはずなのに。誰が……どうやって……」

　頭の中で可能性を考える。けれど、祠が消えるだなんて、そんなことが起きるわけ……

　……いや、たったひとつだけ。

「……『ゆらぎ』？」

『ゆらぎ』──ループの終わりに現れる、それまでと異なる出来事。でも……

「『ゆらぎ』って……こんな物理現象まで起きるの？」

　神崎さんに訊かれて、思ったままをそのまま答える。

「経験は無いけど、あり得るとは思う。天気が変わる『ゆらぎ』もあった。天気だって、あれは明確な物理現象だよ。それが脈みやく絡らくもなく変化して……でも」

　でも、いままでの『ゆらぎ』とはやはり感覚が違いすぎる。偶ぐう然ぜんとして認識できる範はん疇ちゆうを超こえてるし、なによりいま何かが変化したというより、まるで過去まで遡さかのぼって歴史が改変されてしまったかのような痕こん跡せきのなさ……

　……いや。もともと明確なルールがあったわけじゃない。だから、これは『ゆらぎ』などではなく、ループはまだ続くかもしれないし……やっぱりこれは『ゆらぎ』の現れで、今回で強制クリア──ループは終わってしまうのかもしれない。

　わからない。でも、確かに何かが起こっている。だから、覚かく悟ごを決めなければならない。

　これが最後──詩音と過ごす、最後の二日間という、覚悟を。







　──お別れ会は盛せい況きようの中で幕を閉じた。

　より注意深く慎しん重ちように、過去の経験を活かしてセッティングした成果だ。

　任にん俠きようマスターのケーキも用意したし、それに対する前回のループでの詩音の要望──「もっとフルーツがあってもいいかもしれませんね」という言葉を反映させた結果、「なんてゴージャス！　まるでフルーツの宝石箱です！」という過去にない賛辞を引き出して、詩音のグルメリポーターとしての才能がさらなる成長を見せたりもした。

　その帰り道──僕は、寝ねている詩音を背中におぶっていた。すやすやという寝息を感じる。前回のループでも多少はうつらうつらしていたけど、眠ねむりはしなかった詩音。今回は疲つかれ果てるくらい楽しかったのか……それだったら、いいんだけど。

「……ところで、神崎さん？」

「なに？」

「どこまでついてくるの？」

「詩音ちゃんの身の安全が確保されるまで、よ」

「……まさかここまで信用されていないとは」

　詩音の貞てい操そうを心配する神崎さんが、僕の隣となりをついてくる。

「そんなんで、よく詩音をアメリカに送り出せるね。ヤンキーにヤンクックされたら～とか、心配じゃないの？」

「どういうオリジナル差別用語？　大だい丈じよう夫ぶよ、ホームステイ先はちゃんとしたところだから」

「ホームステイ先って？　どんなところか知ってるの？」

「それはだって、あたしの親しん戚せきの……」

「……ん？」

「…………」

　不意に、神崎さんが足を止める。一歩先へ進んでしまった僕が振ふり返ると、無表情の神崎さんと目が合った。見つめ合う。黙だまったままで……

　なにこの空気。原因を探さぐろうと、いまさっきの会話を思い出す。

　詩音のホームステイ先が、なんか、神崎さんの親戚の…………って、あれ？

　おかしくないか、それ？

　──そう思った瞬しゆん間かん、一気にこれまでの神崎さんの態度が思い起こされた。

　今回、神崎さんは何もしていない。ループが起きているのに、自分から行動したり、文句を言ったり、詩音に働きかけたり……そういう、いつものような行動が一つも無かった。

　自分の事で手いっぱいで気付かなかったけど、あまりに不自然だ。おとなしすぎる。

　詩音の留学に狼狽うろたえた様子も無かった。ループに対して試行錯さく誤ごもしていない。

　これはつまり、もしかして──




「……あー、神崎さん……詩音が留学するって、知ってたの？」




「それは……」

「……前から知ってて、僕に秘密にしてたの？　二人して？」

「…………」

　神崎さんは目を細めて俯うつむきながら、黙り込む。

　その態度は、紛まぎれもない肯こう定ていだった。だとしたら──

「──なんで？　もっと早くわかってたら、もっと早く……止められたかもしれないのに」

　神崎さんは目を合わせない。いつもの表情を、少しだけ歪ゆがめながら地面を見ている。

「……別に、あなたに言う必要はないし」

「は？　いや、だって、なんだよそれ……神崎さんだって、詩音がいなくなってもいいなんて思ってるわけじゃ──」

　……いや、まさか。

　僕の想像力が悪い方向に働いていた。そんなことあるわけない。そう思いつつも、一度頭に浮うかんだ考えを無視できず、思わず口にしてしまう。

「──詩音がいなくなれば、ループから解放されるから？」

「…………」

「神崎さん、自分がループから解放されれば、詩音は遠くに行ってもいいってこと？」

　言いながら、否定されると思っていた。神崎さんは怒おこって否定するだろうと。

　なのに、神崎さんはぷいと向こうを向いたまま、こちらの顔を見もせずに──

「……あなたには、関係ないでしょう」

　……自分の体の芯しんが、ずるりと抜ぬけ落ちるような感覚がした。

　全身の皮ひ膚ふが麻ま痺ひしたような、強きよう烈れつな現実感と非現実感とが同居する異常な心持ち。自分が自分で無くなるような、皮膚の裏側が粟あわ立だつような痺しびれに似た感覚の中で、気づけば僕は、吐はき出すように言っていた。

「……見損なったよ。友達思いな人だと思ってたのに──騙だまされた」

「……ふん」

　ここまで言っても、怒りもしない。

　鼻を鳴らすだけで、答えもしない。

「神崎さん……なにか、反論は？　口下手だからって今くらい、なにかあるだろ？」

「……別に」

「神崎さん」

「…………別に」

　振り返らないまま、ただそれだけ。

　ほんの数秒。なのに気が遠くなるほどに長く感じる沈ちん黙もくの後、僕もまた、神崎さんに背を向けた。

「……そう。じゃあ、もういい」

　怒りとも悲しみともつかない気持ちのままに、僕は──神崎さんを置き去りに、夜の道を後にした。







　──一人になってしまった。

　翌日。詩音が目の前にいるというのに、僕はつい、そんなことを思ってしまった。

　曇くもり空、駅のホーム、見送りに来たのは……僕一人。

　秀兄ぃは来ない。神崎さんも……来ていない。

「るうちゃんは、どうしたのでしょう？　今朝から、連れん絡らくもつかなくて」

　携けい帯たいを覗のぞいて心配そうにする詩音に、僕は微笑ほほえみながら答えた。

「神崎さんは、用事があるようなことを言ってたよ……昨日」

「そう、なんですか……？　用事……」

「…………」

　……気まずい沈黙が流れる。

　前のループでも、詩音を見送る時に、神崎さんがそれほど話していたという覚えはない。だから、神崎さんがいないことなんて気にせずに普ふ通つうに話せばいいんだ。そう思うのに、そうできない。以前は詩音と二人きりで多くの時間を過ごしたのに、今に限ってその時の自分の態度が思い出せない。

　そのうち……詩音がぽつりとつぶやいた。

「るうちゃんには……ひどいことをお願いしてしまいました」

　るうちゃん──神崎さん？　ひどいことって……ざわつく気持ちを抑おさえて、訊きき返す。

「……どういう、こと？」

「この留学のこと──カズちゃんに黙っててくれるように、と」

　……以前のループでは、こんな話はしていなかった。それは、神崎さんがこの場にいたから？　今回は神崎さんがいない、初めてのパターンだから……いや、それよりも。

　神崎さんが留学の事を黙っていたのは、詩音にお願いされたから？　じゃあ、詩音を厄やつ介かい払ばらいしようとしていた訳じゃなく……いや、でも、詩音のお願いを聞き入れて、黙っていようと決めたのは神崎さん自身なわけで…………そんなことを考えようとした、けど。

「るうちゃんは、カズちゃんに言うべきだって──『毎原くんも友達だし』って、強く訴うつたえたのですが……私が、どうしてもと」

　──友達。神崎さんが、僕の事を、友達…………神崎さんにとってのその言葉の重みを、僕は多少なりとも理解しているつもりだ。だからこそ……異物感に近い、強烈な違い和わ感かんに襲おそわれる。

　昨夜の、神崎さんの姿──最後まで振り返らなかった神崎さんの後ろ姿。

　あれは、振り返らなかったんじゃなくて、振り返れなかったんじゃ？

　とても見せられないような──そんな表情を、隠かくしていたんじゃ……

「……なんで、そんなこと。どうして、僕に秘密に……」

「それは──」

　いままでは秘密としか答えなかった質問。

　だけど……僕の反応から、僕と神崎さんとの間に何かあったと察したからなのだろう。

　詩音は教えてくれた。僕に黙って留学を決めたその理由。

　それは──




「──私が留学するのは……カズちゃんを、ループから解放するためです」




「……なん、で？　詩音はループのことなんて」

「信じていません。けれど……実在するかどうかに関かかわりなく、カズちゃんがループに囚とらわれていることはわかっています。それは、私のせいで」

　そして……詩音は語ってくれた。




「彗すい星せいを見た夜からでしょうか。

　カズちゃんは、私をとてもとても大切にしてくれるようになりました。

　私は、それが嬉うれしかったのです。本当に。

　けれどやがて……私の存在が、カズちゃんを臆おく病びようにさせてしまっていることに気付きました。カズちゃんは私を傷つけまいとして、危険を冒おかさず、徒労を避さけ……色々な事を、諦あきらめるようになってしまいました。

　このままではよくないんじゃないかと思いながらも、一いつ緒しよにいるのは楽しくて、私はカズちゃんの優やさしさを受け入れてしまいました。ずっとずっと、いつまでもいつまでも、そのままでいることを選んでしまいました。




　でも、るうちゃんと一緒にいるカズちゃんを見ているうちに、私の考えは変わっていきました。るうちゃんと一緒にいるカズちゃんは、たまに、昔のカズちゃんのようで。

　覚えていますか？　カズちゃんは昔、夢山の祠ほこらで『長生き』をお願いしました。やりたいことがたくさんありすぎるから、と……




　だから私は一度、カズちゃんから離はなれようと思ったんです。

　もともと、留学にも興味はあったのです。それはカズちゃんともう一度仲良くなるその前から。この高校を選んだのも、交こう換かん留学の実績があったからで。だから、いい機会だと思いました。

　私が離れれば、カズちゃんも昔のカズちゃんに戻もどれるんじゃないかと思って。でも、こんなことは私の勝手な望みで……それに、こんな考えを知ったらきっと、カズちゃんはまた無理をしてしまいそうで……だから、カズちゃんに面と向かって言えませんでした。

　……ごめんなさい」




「……詩音」




　呼びかけた言葉は、閉じた扉とびらに遮さえぎられた。

　電車が詩音を遠ざけていく。




　いま、ようやく理解する。

　詩音が留学を決意した理由。

　それを、僕に黙だまっていた理由。

　最後に謝った、その理由。




　──僕のせいだ。

　僕が愚おろかだったせい。

　詩音のためだと言って、勝手に犠ぎ牲せいになっているつもりで。

　傷つかないように、傷つけないように。そんなことを言い訳に……楽な道に逃にげていた。




『──ループは実在しないと気づく、ってこと』




　それはただの諦めだった。

　世界は変えられないと思ったから。

　世界をよくすることはできないと思ったから。




　そのうちに、他人に関わる事もなく、自分を磨みがくこともせず、それでも毎日は楽しくて。

　……楽しいだけで。

　もっと楽しい事もあったかもしれないのに。

　あと一歩を踏ふみ出せなくて。臆病で。




　最初は純じゆん粋すいな敬意と恩返しで、役に立ちたいと思ったのに。

　それがいつしか、詩音を、都合のいい言い訳にして。

　詩音は、それに気付いていて。




　このざまだ。




　後こう悔かい。後悔後悔後悔。




「──詩音、僕は」




　電車を追いかけ、走り出す。でも、もう遅おそい。




「どうしたらいいか」




　ホームの端はしまで走る。もう間に合わない。




「自分のやったことが無む駄だになるくらいなら、はじめから受け入れたほうが……楽、で、だから、諦めて……」




　だから、神崎さんを傷つけて。

　そして、詩音は行ってしまう。

　はるか、彼方かなたへ。




「詩音…………詩音ッッッ!!」





（５の５）






「──なんですか、カズちゃん？」

「……え？」

　僕は──教室にいた。

　前方には詩音。僕のクラス。見慣れた風景。

　──ループ、している？

　じゃあ、さっきのループは最後じゃ無くて、祠の件は『ゆらぎ』じゃなくて、もしくは『ゆらぎ』というルール自体の認にん識しきに間ま違ちがいが……いや、それよりも。

　周囲では、またもひそひそ声。

「いきなり叫さけぶなんて、刻坂さんのこと好き過ぎだろ」

「たまにああいうときあるよね、毎原くん」

　……どうやら、先ほどの僕の叫び声はまるごと、この教室に響ひびいていたらしい。

　それらひそひそ声の中、詩音が言った。




「カズちゃん。私、留学しますね」

　まっすぐに、僕を見て。だから僕は──




「詩音……『リュウ・ガク』っていうのは詩音が十歳のときに作ったオリジナル言語で結けつ婚こんという意味だから、いまのは僕に対する衝しよう撃げき的なプロポーズ」

「では、ないです」

「では、ないよね。知ってた」

「…………」

「……いや、僕の渾こん身しんのボケに、教室全体で静かになられても困るんだけど」

　詩音はニコニコと、他の生徒たちはただただ啞あ然ぜんとした様子で、僕を見ている。

　そんなに僕の反応がおかしかったのか？　ともかく……

「困るついでに──急用が心の奥底から湧わいて溢あふれて止まらないんで、早退します。あ、ちなみに喜久井さん、お別れ会の会場を取るときはちゃんと一部屋にしてもらえるかどうか、念入りに確認したほうがいいよ？」

「……あ、うん」

「ま、毎原さん？」

「長沢先生、失礼します」

　長沢先生の呼びかけに一礼で応こたえ、教室を後にする。

　このまま家に……っと、そうだ。その前に──

「──ちょっと、失礼します」

　僕はすぐ隣となりの教室の扉を開けた。

　神崎さんのクラス。

　……いた。気まずい別れをしたっきりの神崎さんが、教室の中央に。軽く目を見開いて、僕を見ている。

「なんだいったい？　ホームルーム中だろう」

「すみません、すぐ済みますので──」

　隣のクラスの担任である男性教師の言葉を受け流し、机の間を突つき進む。

「──神崎さん」

「…………」

　じっと、真しん剣けんな瞳ひとみで僕を見る神崎さんの前に立った。

　この期ごに及およんで目をそらさない。こういうとき、うろたえた様子を見せない神崎さんはすごいと思う。……内心がどうかは、知らないけど。

　僕は神崎さんの前で、頭を下げた。

「神崎さん──ごめん。僕のせいで、僕に言えなかったのに……僕はいまから、詩音のためにできることをするよ。だから、なんていうか、その……心配しないで、いいからさ」

「……能天気なことね」

　顔を上げると、神崎さんは腕うでを組み、顔を仰あお向むけ、見下すようにこちらを見ていた。

　──神崎さんのこれはいったい、なんの表情なのか？

　わからない。わからないけど山を張って、冗じよう談だんっぽく言ってみた。

「やだなぁ神崎さん、そんな泣きそうになるくらい、安心しちゃってさ」

　……神崎さんからちょっとした皮肉のひとつも返ってくるか、と思ったら。

「………………っ」

「え？　うぇ!?」

　度ど肝ぎもを抜ぬかれる。

　神崎さんは、僕を見る鋭するどい目つきはそのままに──唇くちびるを嚙かんで、眉まゆを歪ゆがませ、声を出さずに、かすかに震ふるえながら、小さく鼻をすすりつつ──ぽろぽろと、涙なみだを流し始めた。

　僕が反応できずに固まっていると、顔を真っ赤にした神崎さんは手の平で涙をぬぐいぬぐい、上目づかいにこちらを見つつ、いつになく感情的な、半オクターブ高い、まるで子供のような言い方で──




「……バァカァ」




　──と、言った。

　……やばい。その表情を見た瞬しゆん間かん、なぜだろう、悪い意味では無く──ぶわっと鳥とり肌はだが立った。これは、ここでどう反応するかで男を試ためされている。そう理解した僕は瞬間的に脳みそが沸ふつ騰とう、蒸発、核かく分ぶん裂れつしかねないくらいに悩なやんだ末に、

「……どうも、バカでっすァウチ！」

　おどけようとしたら、泣いてる神崎さんにひっぱたかれた。

　いつも通りのその反応にほっとする。

「えっと……ハンカチ、使う？」

「持ってる」

「あ、ごめ」

「でも、借りておいてあげるわ」

「……何様？　いや、じゃあ僕はこれで」

　僕は神崎さんにハンカチを手て渡わたして、その場を去った。

　にやにやと、意味のわからない笑えみが顔に張り付いて離はなれないままに。







　その日から、連日雨が降っていた。

　これまでのループでは、ずっと曇くもりか晴れだったのに。

　これこそ『ゆらぎ』だと思う──いまとなっては、確信はないんだけど。

　だから、もしかしたらまだまだループは続くのかもしれない。

　これから僕のすることは、無に帰するのかもしれない。

　でも、そんな不安、なにもしなかった時の後悔には勝まさらない。

　前回のループで味わった後悔には、とても。

　だから、僕の行動に、変わりはない。
















　土ど砂しや降ぶりのせいで交通が麻ま痺ひし、お店も営業中止になったので、お別れ会が中止になったという連れん絡らくが流れてきた。

　プレゼントも買いに行けなかったし、色紙の寄せ書きも埋うまらなかったから、後日、郵送することになったと。

　雨はますます酷ひどくなっていく。

　その間、僕は部屋に引きこもり続けた。

　幸いにして家族も僕を放ほうっておいてくれた。

　詩音の留学に傷心しているからということか。それは正しい。

　だが、こんなところで傷をいやしている暇ひまはない。




　僕は、小説を書いていた。

　ループの巻き起こる日常の中で、少年が成長する、そんな物語を。







「ああ、印刷しようか!?　いまどきデータで送れば、いやでもああもう……」

　時間が予定よりも押している。家族共用のプリンターの前でじたばたするけど、印刷速度は速くならない。印刷速度不変の法則、これは大発見かもしれない……僕は今、大変にテンパっている。意外な事に、小説を書く力というのも筋肉と同じように、使わないと衰おとろえるらしい。まさかこんなに時間が掛かかるとは……完全に見積りを誤った。

　なんとか印刷を終えた小説を持って家を飛び出し、道路に出た瞬間……

「なんだこれ……!?」

　道が──冠かん水すいしている。自転車じゃきつい、バスも来られるかどうか、だからといって走って間に合うわけもない。どうしたら……と思ったら。ぶしゃーっと激しい水しぶきを立てて走ってきた乗用車が僕の目の前に止まった。窓が開く。そこには見知った顔。

「よう、カズ、乗れ！」

「秀兄ぃ！　どうしてここに!?　大学の講義は!?」

「講義？　休講だよ、こんな天気だもの。それに、神崎ちゃんからも、カズを迎むかえに行ってくれって頼たのまれたからね。ＪＫの頼みは断れない」

「……ありがとう。じゃあ、ぎりぎり死なないレベルで急いで！」

「よしきた──男の頼みを受けたからには、必ず間に合ってみせようじゃないか！」







『雨が降ってくるのはこの辺りだけだから、電車もギリギリ動くって……引き留めておくから、早く』

　神崎さんからのメッセージを信じてホームまでの道のりを全速力で駆かけ抜ける。

　果たして、発車時刻はとうに過ぎて──けど、間に合った。

　神崎さんが引き留めてくれていたのだ。

　電車とホームの間につま先を挟はさんで抜けないふりをしつつ、「足が抜けないわ。ちょっと、触さわらないでくれる？　いやらしい……」と駅員を相手にごねていた。あのコミュ障がどれだけ頑がん張ばっているのか、その内心を想像すると……僕は通り過ぎざま、神崎さんに「ありがとう」とつぶやいた。その瞬間、神崎さんの頰ほおがちょっと赤らんで……いや、たぶん気のせいだろう。

　ともかく、僕はなんとか無事に──詩音の前に立つことができた。

「詩音……これ」

　息を切らし、膝ひざに手をつきながら、透とう明めいなビニールに入れた紙の束を手渡す。

「カズちゃん……これは？」

「僕が、書いた小説……読んで、欲しくて」

　受け取った詩音が、息を吞のむのが伝わってくる。

「カズちゃん……もう、電車が出てしまいます。いま、読む時間はありません」

「……うん」

「だから──わかりませんが、わかりました」

「詩音？」




「この小説に何が書かれているかはわかりません。でも、カズちゃんが一いつ生しよう懸けん命めいにこれを書き上げたことはわかりました」




　詩音は、僕が手渡した小説を大事そうに抱だきかかえ、微笑ほほえんだ。

「小説を書かない人より書く人のほうが偉えらいとは、私は思いません。けれど、苦難を乗り越こえ、自分の決めた道をまっとうする人が──私は、大好きです」

　そう言って、膝に手をついたままの僕の額に、詩音が口付けを──

「っ」

「──キスの理由を尋たずねちゃいけませんよ？　私たちはまだ、ただの幼なじみなのですから」

「……詩音」

「もう時間ですね……次に会うときが、本当に本当に、楽しみですッ」

　そう言って、詩音は満面の笑みで電車に乗り込んだ。

　発車のベルが鳴る。もう時間が無い。最後の最後──僕は言った。

「……詩音、あと、ひとつだけ」

「はい？」

　一度だけつばを飲み、呼吸を整え、口にする。




「お願い、行かないで」

「わかりました。じゃあ、やめます」




　──プシュー、と扉とびらの閉まる音がして。

　モーター音、レールを走るタイヤの音。それらが徐じよ々じよにうるさくなり、やがて遠ざかっていく……その瞬しゆん間かん、突とつ風ぷうが吹ふいた。

　ごう、と一いち陣じん。雨あま粒つぶを吹き飛ばし、雨雲をまるごと押し流すほどの強い風。

　まるで電車が暗くら闇やみを引き連れていったかのように、線路の下り方面から上り方面へと、明るい晴れ間が勢いよく広がっていく。

　そうして雨がやみ、光が差しこむ、すっかり見み違ちがえたホームの上。




　──僕の前には、詩音が笑顔で、立っていた。





（エピローグ）






　交こう換かん留学をドタキャンなんて、問題にならないわけがない。

　だから結局、交換留学には行くことになった。

　──喜久井さんが。

「刻坂さん、あたしにチャンスをくれてありがとう！」

「いえ、私は何もしていません」

　ピーカン晴れの駅のホーム。大きな荷物を背負った喜久井さんを、僕と詩音と神崎さんと、あとはもう一人の意外な人物──生徒会副会長・幸地さんが見送っていた。

「刻坂さんの言葉のおかげで人生変わったの……本当にありがとう！」

「ですから、私は何もしていませんよ」

　そんな涙なみだながらのやりとりを一歩離れて遠目に眺ながめながら、僕は幸地さんに尋ねてみた。

「……これ、幸地さんが根回ししてたんですか？　いつから」

「五日前。刻坂さんの交換留学の話を毎原くんが聞いてないって知ったとき、なんとなく、こうなる可能性もあるかなーって思ったから。ただ根回しといっても、もともと喜久井さん、期限ギリギリの駆け込みで交換留学の審しん査さには申し込んでたのよ？　なにか、六月頃ごろに人生観の変わる出来事があったみたいで」

「へえ？　なんなんでしょう、ラピュタでも見たのかな」

　面めん倒どう臭くさくてすっとぼける。何をどの程度わかっているのか、幸地さんが説明を続けた。

「で、喜久井さんは残念ながら定員オーバーで選考漏もれしてたんだけど、とはいえ刻坂さんの代わりに行くくらいの資格はあったの。まあ、一種の補欠合格？　だから、私はただ保険として、『刻坂さんが、喜久井さんに席を譲ゆずりたがってる』って方々に言って回ってただけで。あとは本人の決断と、大人の人たちがなんとかしてくれたのよ。まあ、誰だれにも迷めい惑わくかけなかったと言えばウソになるけど、いやな思いをする人は最小限で済んだんじゃないかしら？」

「だけ、って」

　……謙けん遜そんにも程ほどがある。ループなんてチート使いの僕から見ても、ほとんど予言者のような手しゆ腕わんに思えた。メガネの奥の優しい目つきに、底知れない何かが見えた。

「……これも、生徒会の仕事ですか？」

「もちろんよ。生徒会の責務は、生徒たちの手助けだもの」

　やがて発車のベル。喜久井さんは僕ら全員と感動たっぷりに握あく手しゆをして、去って行った。







「じゃあ、私はいったん学校に寄るから。じゃーねー」

　幸地さんが右手を大きくふりふり、大きな青空を背景に去って行った。

　僕らのほうは適当に、家に向かって歩き出した。

「さて、これから忙いそがしくなりますよ、カズちゃん」

「そうだね……なんで？」

　適当に答えた後に、意味がわからず問い返す。

　すると詩音は、さも得意げに胸を張って答えた。

「夏休み明けの文化祭で、カズちゃんの小説を、お芝しば居いにして上演しないとなりませんからね」

「……オーシ・ヴァーウィーニ・シティー？」

「日本語ですよ」

「またまたそんな……本当に？　なんで、だって僕は小説が好きなだけで、お芝居とかわからないし……そんなの、いろんな人の協力も必要になってくるんじゃ──」

「ふふ──だから、いいんじゃないですか！　せっかく留学をやめたのですから、楽しませてくださいね、カズちゃん？」

　詩音はいたずらっぽく笑って、すたすたと前を歩きだす。

　……真しん剣けんにやろうと決意した途と端たん、これか。あれだけのことをした手前、逃にげ出すわけにもいかない。ああ、うまくできるかどうか──そしてなによりの不安は、お芝居って、それ失敗したらまさか詩音──ループさせたり、しないよね……？

「お芝居中にループとか、それはやめてよ詩音……本当に、そういう面めん倒どうなループは……」

　なんてブツブツつぶやいていると、隣となりを歩く神崎さんが声を掛けてきた。

「毎原くん。あの提案、覚えてる？」

「提案？」

「そう……あたしのことは、毎原くんが覚えててくれる。だから、ループは無いってことにしよう、っていうやつ」

「ああ。最初に会った時の、神崎さんが保留にしてるやつ」

　そう言うと、神崎さんはいつになく厳しい表情で、怖こわっ、いったん僕の前に出てから振ふり返り、言った。

「保留は終わり。返答してあげる」

「答えは？」

「ノーよ」

「だろうね」

　そこまでは予想通り。いまさらループは無いなんて言われたところで、こちらも困ってしまう。そしてそこからが予想外。

「代わりに、こちらから提案よ」

「提案？」

「毎原くん。あなたのことは、あたしが覚えててあげる。なにをしたか、なにを言ったか──誰を想ったか。だから……ループの続く限り、一いつ緒しよに、頑張ってもらえる？」

　真剣な表情から、ゆっくりとした口調で語られた提案。それに対して僕は、難しい表情で首を傾かしげた。

「……あまり、気乗りのしない提案だなぁ」

「…………」

　じっと見つめてくる神崎さんと目を合わせて、告げる。

「だって僕に、得しかない」

「……ふん。じゃあ」

　いつものように鼻を鳴らした神崎さんがなにかを言おうとした瞬しゆん間かん、前を歩いていた詩音が遅おくれている僕らに気付いて戻もどって来た。

「またループの話ですか？　お二人は……るうちゃん、どうしました？　そんなに嬉うれしそうな顔をして」

「ああ、それ嬉しそうなんだ。いや、なんとなく予想はできたけど」

「別に、嬉しくなんてないから」

　相変わらず神崎さんの表情は読めないけど、まあそれはそれでかわいげがある気がしてきた。絶対にそんなこと、口に出しては言わないけど。

　笑いをかみ殺していると、詩音が少し前まえ屈かがみになって、上うわ目め遣づかいに僕らの表情を覗のぞきこんできた。

「でも、いいですか？　改めて言いますが──ループなんて、ありませんから」

「だよね」

「ちょっと」

　神崎さんの抗こう議ぎの声と一緒に、夏らしい、分厚い風が僕らのそばを吹き抜ぬけていった。





（エピローグの２）






「──刻坂さん、あたしにチャンスをくれてありがとう！」

「いえ、私は何もしていません」

　涙ながらの喜久井さんの挨あい拶さつを遠目に見つつ、僕と神崎さんは顔を見合わせた。

「……ループね」

「ループだね」

「理由はわからないけど……全力で解決するわよ、毎原くん」

「いやー、この程度のループなら適当に放置しといたほうがいいんじゃない？」

「…………マイハラクン？」

　ああ、改めて神崎さんの表情はたまらなく恐おそろしい。

　でも、良かった。ループも捨てたもんじゃない。おかげで──




　文化祭までの猶ゆう予よが、ちょっと延びた。








あとがき






　某ぼう月げつ某ぼう日じつ、僕は担当さんと新作案についての打ち合わせをしていました。

「──要するに、日常系のループものをやりたいんですよ。パフェを食べたいとか、遊園地で遊びたいとか、そういった日常的なことを目的としたループもの」

「いいですねぇ。『ハルヒ』のエンドレスエイトとか好きですよ、僕も」

「でしょう？　で、その目的を達成しないとヒロインは死ぬ、みたいな設定で──」

「それは無くていいんじゃないですか？」

「……ですかね？　じゃあ、あと、ループを認識できる敵とかが現れたりして──」

「それも無くていいんじゃないですか？」

「……そうですか？　そうなってくるともうこれ、『大した目的も無いけどとりあえずループが起こって毎日楽しい！』みたいな…………なにこれ面白そうッ!!」

（※この打ち合わせはフィクションです）




　……というわけで、今作は日常系ループものとなっております。

　誰だれしも一度は「もしも世界がループして、自分だけがそれを認識できたら──」なんて妄もう想そうをした事があるのではないでしょうか？　僕もよくそれについて考えます。そして、その度たびにいつもこう思うのです──『ループ、絶対、楽しい』

　娯ご楽らくや情報で溢あふれかえり、どこに居ても膨ぼう大だいな量の電子書しよ籍せきや映像データにアクセスする事が出来るこの時代。行動した結果が残らなくとも、頭の中身が保存できるならループを長い休きゆう暇かとして楽しむには十分です。もし疲つかれたら空でも見上げて、ぼーっとすればいいんです。空は年中無休で二十四時間、いつだって美しいんですから。

　……でも、やっぱり一人だと寂さびしいかもしれません。最低限、話し相手の一人くらいは欲しい所です。では、ループの認識を共有するとんでもない美少女にも居て貰もらいましょう。いいんですよ、遠えん慮りよしないでください。だって妄想なんですから。……まあ、『とんでもない』というのがどういう意味なのかは保証しませんが。

　あと、そうですね。ループはある程度繰くり返したら終しゆう了りようして、時間が先に進むようにしましょうか。ループ終了の条件？　そんなの気にしないでください。だって同じ時間だけだと飽あきるでしょう？　ループなんて、思い出した頃ころに適当なタイミングで起きればいいんですよ。ええ……それが誰にとっての『適当』なのかはともかく。

　という事で、どうでしょう？　これならあなたも快適なループ生活が楽しめるのではないでしょうか？

　──はい、実は以上のような至いたれり尽つくせり、ストレスフリーなループものというのがまさに今作、『いま、ｎ回目のカノジョ』なのです！　ええ本当に、決して噓うそではありません…………ありませんよね？　未読の方は、ぜひ実際に読んでみてお確かめください。




　申し遅おくれました。初めまして、お久しぶりです、小こ林ばやしがると申します。

　ついに念願のループものが書けました。思い起こせば、高校生の頃からすでに僕は下手くそなループもの小説を書いておりました。後のマイベストループ映画『恋はデジャ・ブ』にも出会う前、それでも僕は色々なループものにすっかり魅了されていたのです。

　そもそも、小説を書いてしまうくらい妄想好きの異常人格者にとってループというのは願ってやまない能力なのです。だって、「あのとき、ああしていたらどうなったのか？」「あの人の、あのときの言動はどういう意味だったのか？」──そんな日々の妄想を現実に確かめられるわけですから。絶対に面白いに違ちがいない。

　この世界で一人の人間が触ふれられる出来事は微び々びたる物で、知り合える人間もほんのわずか。そしてそのわずかな知り合いについても深い部分までは到とう底てい理解する事が出来ません。たとえ恋人だったとしても、家族だったとしても、相手についてわかっている事よりも、わかっていない事のほうがはるかに多いと思わされます。そんな中で、ループというのは世界を──日常を、より深く知るための才能なんだと思います。だから、この作品におけるループとは日常の延長線上。日常と同じように楽しく愉ゆ快かいで、そして日常と同じようにたまに深刻で……。この物語がまるでループのように巻を重ね、しっかりと彼らの日常を追いかけていけたら幸いです。

　末まつ尾びとなりましたが謝辞を。まずは担当編集の上野様、本当に本当にご迷めい惑わくをおかけしながらもここまで根気強くお導きくださって深謝の念に堪たえません。人間的に脱だつ帽ぼうです。

　そしてＴｉｖ様。Ｔｉｖ様の描えがくイラストが透とう明めい感かんや青春感を大おお幅はば補正してくださったおかげで、ともすればふざけ過ぎなこの小説がよりよい姿へと成長できているのではないかと思います。今後も素す敵てきなイラストをたくさん描いていただけるよう頑がん張ばります。

　そして最後に何よりも──読者の皆みな様さま。前作からこの本が出るまでの間にファンレターやコメントをくださった方々、そして未まだ見ぬ新しい読者の方々、そんな皆様のおかげでこの本はここに存在しています。もしこの本を読んで少しでも面おも白しろいと感じていただけたのなら、それは間ま違ちがいなく読者の皆様の恩おん恵けいによるものです。本当に本当に、ありがとうございます。ぜひともまた二巻でお目にかかれますように。


小林がる










小林がる

●こばやしがる



海老名サービスエリアの麓で生まれ、相模川で産湯を使い、数十年後に第二十二回ファンタジア大賞で特別賞を受賞。今作が渾身の三作目。




もしも本当に世界がループをし始めたら何がしたいかと言えば、やっぱり心ゆくまでの読書、後先を考えない食べ歩き、高級リゾート行き比べ。他にも諸々。そしてなにより──今日は通らなかったあの道に何があったのかを確かめたい。黙って通り過ぎた隣人がどんな話をするのかを聴いてみたい。ループがあるのなら、この世界のことをもっとよく知りたい──そんなことを思う今日この頃。


















カバー・口絵・本文イラスト／Ｔｉｖ

カバーデザイン／團夢見










いま、ｎえぬ回かい目めのカノジョ








小こ林ばやしがる
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